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財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う埋蔵文化財の発

掘調査を行ってまいりました。この間、当調査研究センターの業務の遂行にあたりましては、皆

様方のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、発掘調査については、その内容を出来るだけ早く公表する必要があり、それに対応する

ために三種の刊行物を出しております。すなわち、発掘調査の速報と職員の論考等を『京都府埋

蔵文化財情報』によ って、通常の発掘調査成果を『京都府遺跡調査概報Jによって公表しており

ます。そして、特に著しい成果のあったものについては、『京都府遺跡調査報告書』を刊行して

おります。

本書は、 『京都府遺跡調査概報』として、平成9年度に実施した発掘調査のうち、農林水産省

近畿農政局の依頼を受けて行った国営農地（スガ町古墳群・生野内城跡 ・浅後谷南城跡・ 浅後谷

南墳墓 ・浅後谷南遺跡 ・芋野城跡 ・愛宕神社古墳群 ・茶カス古墳群・百代古墳群・相之目古墳・

菩提城跡（菩提東古墳）・吉沢城跡 ・天王山古墳群 ・別荘古墳群・別荘遺跡・谷垣古墳群）に関す

る発掘調査概要を収めたものであります。本書が学術研究の資料として、また、地域の埋蔵文化

財への関心と理解を深める上で、何がしかのお役にたてば幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、網野町教育委員会 ・弥栄町教育委員会 ・峰

山町教育委員会 ・久美浜町教育委員会などの各関係諸機関、ならびに調査に参加、協力いただき

ました多くの方々に厚く御礼申し上げます。

平成10年3月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長樋口隆康
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凡例

1. 本書に収めた概要は、下記のとおりである。

国営農地（丹後東部 ・西部地区）関係遺跡

1. スガ町古墳群 2. 生野内城跡 3.浅後谷南城跡・浅後谷南墳墓

4.浅後谷南遺跡 5. 芋野城跡 6. 愛宕神社古墳群

7.茶カス古墳群 8.苗代古墳群 9.相之目古墳

10.菩提城跡（菩提東古墳） 11. 吉沢城跡

12.天王山古墳群・別荘古墳群・別荘遺跡 13. 谷垣古墳群

2. 遺跡の所在地、調査期間、経費負担者及び概要の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者

国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡 農林水産省近

(1）スガ町古墳群 竹野郡網野町生野内 平9.5.12～10.3 畿農政局 村田和弘

(2）生野内城跡 竹野郡網野町生野内 平9.11. 5～12.17 竹原 一彦

(3）浅後谷南城跡・ 竹野郡網野町高橋 平9.10.2～平10.2.26 竹原 一彦

浅後谷南墳墓

(4）浅後谷南遺跡 竹野郡網野町公庄 平9.10.2～平10.2.26 黒坪一樹

(5）芋野城跡 竹野郡弥栄町芋野 平9.5.23～7.1 黒坪一樹

(6）愛宕神社古墳群 竹野郡弥栄町堤 平9.4.16～8.6 竹井治雄

(7）茶カス古墳群 竹野郡弥栄町吉沢 平9.9.18～平9.12.17 竹井治雄

(8）苗代古墳群 中郡峰山町二箇 平9.5.8～8.28 松尾史子

石尾政信

(9）相之目古墳 中郡峰山町二箇 平9.5.8～6.19 石尾政信

(10）菩提城跡 竹野郡弥栄町吉沢 平9.10.13～平10.1. 23 村田和弘

（菩提東古墳）

(11）吉沢城跡 竹野郡弥栄町吉沢 平9.10.27～平10.1. 29 石尾政信

(12）天王山古墳群 ・熊野郡久美浜町鹿野 平9.4.14～10.3 増田孝彦

別荘古墳群・ 平9.5. 1～10.23 岡崎研一

別荘遺跡

(13）谷垣古墳群 熊野郡久美浜町永留 平9.7.4～8.26 岡崎研一

3. 本書で使用している座標は、国土座標第6座標系による。

4. 本書の編集は、調査第 l課資料係が当った。
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図版目次

国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡

( 1 ）スガ町古墳群

図版第 l (1）スガ町古墳群遠景（南から）
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図版第2 (1）第4区調査前全景（北から）
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図版第11 (1) B -3号墳炭窯 3（南東から） (2) B -3号墳土坑 l（西から）

図版第12 (1) B-4号墳第 l主体部（東から）

(2) B -4号墳第2主体部（北東から）

図版第13 (1) B -4号墳第3主体部（西から） (2) B -4号墳土坑（東から）

図版第14 (1) c 4号墳第 1主体部（南から）

(2) c -4号墳第2主体部（南から）

図版第15 (1) c -4号墳第3主体部（南から）

図版第16 (1) B -3号墳墳頂部断ち割り （南から）

(2) B -4号墳墳頂部断ち割り （南東から）

(2) c -4号墳北東斜面炭窯群（北東から）

X
 



図版第17 (1) B 3号墳断ち割り断面（南から） (2) B -3号墳墳頂部地震痕跡（南から）

(3) B -3号墳第2主体部地震痕跡（南から）

図版第18 (l)B-4号墳断ち割り断面（南から）

(3) B 4号墳西側地震痕跡（北から）
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(3) B地点調査前全景（南西から）

図版第20 (1) B地点調査地全景（南西から）

(3) D地点調査地全景（北東から）

図版第21 (1) c地点調査前全景（北東から）

(2) B 4号墳東側地震痕跡（北から）

(2) A地点調査地全景（南東から）

(2) D地点調査前全景（南西から）

(2) c地点第 lトレンチ全景（南から）

(3) c地点第 1トレンチ炭窯（南から）

図版第22 (1) E地点調査前全景（北から） (2) E地点調査地全景（北から）

(3) E地点第 5トレンチ地震痕跡（北から）

( 3 ）浅後谷南城跡・浅後奇南墳墓

図版第23 (1）調査地遠景（南から） (2）調査前調査地全景（北東から）

(3）城跡施設調査風景（北東から）

図版第24 浅後谷南城跡施設全景（右下が北）

図版第25 (1）弥生時代墳墓第 l主体部（北西から）

(2）第 l主体部副葬品出土状況（南西から）

(3）第 1主体部玉類出土状況（南東から）

図版第26 (1）第 l主体部埋土断面（南東から）

(2）第 1主体部木棺痕跡検出状況（南西から）

(3）第 l主体部南東部木棺裏込め土 ・断ち割り断面（南西から）

図版第27 (1）第2主体部（南東から） (2）第2主体部副葬品出土状況（南西から）

(3）第2主体部東南部埋土断面（南西から）

図版第28 (1）第4主体部（南西から）

(3）第9主体部（南西から）

( 4 ）浅後奇南遺跡

図版第29 (1）第7トレンチ導水施設検出状況（東から）

(2）第4主体部ガラス製勾玉出土状況（北西から）

(2）同・堰止め部検出状況（東から）

図版第30 (1）導水施設本体部分(1)（北東から）

(3）導水施設本体部分（3)（北西から）

図版第31 (1）第3トレンチ流路跡検出状況（北から）

(2）第3トレンチ流路内 ・土器溜ま り検出状況（北東から）

(2）導水施設本体部分（2)（北から）

(3）第3トレンチ流路内 ・土器溜まり検出状況（垂直、ア ップ）
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( 5）芋野城跡

図版第32 (1）芋野城跡全景（北から） (2）第2区調査前（南西から）

(3）第2区頂部掘削状況（南西から）

図版第33 (1）第 1区調査前（東から） (2）第 l区頂部掘削状況（西から）

(3）第 l区尾根部掘削状況（北西から）

図版第34 (1）第3区調査前（北西から） (2）第3区頂部～裾部掘削状況（北西から）

(3）第3区土層断面（北から）

( 6）愛宕神社古墳群

図版第35 (1）調査地全景（東から） (2）調査地全景（北から）

(3）愛宕神社 l号墳全景（北から）

図版第36 (1) 1号墳全景（北から） (2) 1号墳主体部（南から）

図版第37 (1) 1号墳主体部主室北側（南から）

図版第38

図版第39

(2) 1号墳主体部主室南側小口部分（南から）

(3) 1号墳主体部主室内銅鏡出土状況（北から）

(1) 3号墳主体部（南から） (2）中世墓（西から）

(1) 3号墳主体部棺外鉄搬出土状況（上が北）

(2) 3号墳主体部桔内鉄剣出土状況（南東から）

(3) 3号墳主体部棺内鉄製鋤先 ・錨出土状況（下が北）

図版第40 (1) 1号墳主体部断面（北から） (2) 3号墳主体部遺物出土状況（南から）

図版第41

図版第42

図版第43

図版第44

(3）中世墓遺物出土状況（左が北）

出土遺物(1) 1号墳四獣形鏡

出土遺物（2) 玉類（上 ：勾玉 ・管玉、下 ：ガラス小玉）

出土遺物（3)

出土遺物（4)

( 7)茶カス古墳群

図版第45

図版第46

図版第47

図版第48

図版第49

図版第50

(1）調査地全景（北から） (2）調査地全景（下が北）

(1) 9・10号墳調査前（南から） (2) 9号墳主体部（西から）

(1) 10号墳主体部（東から） (2) 11号墳主体部（北から）

(1）中世墓（北から） (2) 10号墳溝内遺物出土状況（下が北）

(3) 11号墳溝内遺物出土状況（下が北）

(1)10号墳墳頂部西断面（北から） (2) 9・10号墳間溝断面（西から）

(3) 9号墳南斜面断面（西から）

(1）中世墓断面（東から） (2) 9号墳東裾土坑断面（南から）

(3）出土遺物上 ：11号墳溝、下 ：10号墳溝

-XII-



( 8）苗代古墳群

図版第51 (1）調査地全景・調査前（北東から） (2）調査地全景（北東から）

図版第52 (1) 1号墳主体部（西から） (2) 1号墳主体部土層断面（南から）

(3) 2号墳全景（遠方に途中ヶE遺跡を望む、西から）

図版第53 (1) 2号墳第 l主体部棺内完掘状況（東から）

(2) 2号墳第 1主体部完掘状況（東から） (3）棺掘形土層断面（西から）

(4）勾玉出土状況（北から） (5）錨出土状況（西小口、東から）

(6）錨出土状況（東小口、東から）

図版第54 (1) 2号墳第2主体部棺掘形検出状況（東から）

(2) 2号墳第2主体部完掘状況（東から）

(3) 2号墳第 2主体部棺掘形土層断面（東から）

図版第55 (1) 2号墳第3・第6主体部完掘状況（東から）

(2) 2号墳第3・第6主体部棺掘形検出状況（西から）

(3) 2号墳第3・第6主体部土層断面（東から）

図版第56 (1) 2号墳第4主体部検出状況（西から）

(2) 2号墳第4主体部完掘状況（西から）

(3) 2号墳第 5主体部棺掘形検出状況（南から）

(4) 2号墳第 5主体部完掘状況（南から）

図版第57 (1) 2号墳第 7主体部検出状況（南から）

(2) 2号墳第 7主体部土層断面（北から）

(3) 2号墳第 7主体部完掘状況（南から）

図版第58 (1) 2号墳第8主体部査棺（南西から）

(2) 2号墳第8主体部査棺内部（北東から）

(3) 2号墳第8主体部完掘状況（南西から）

図版第59 (1) 2号墳第9主体部壷棺（北から） (2) 2号墳第9主体部査棺内部（北から）

(3) 2号墳第9主体部完掘状況（北東から）

図版第60 (1) 3号墳主体部完掘状況（北から）

(3) 5号墳主体部完掘状況（南から）

図版第61 (1) C ・ D地区試掘トレンチ全景（北から）

(2) C ・ D地区試掘 トレンチ近景（南から）

(3) 6号墳主体部完掘状況（南から）

(2) 4号墳主体部完掘状況（南から）

図版第62 (1) S DOl完掘状況（南東から）

(3) S DOZ土層断面（西から）

(2) S DOl土層断面（南東から）

図版第63 出土遺物(1)

(1）鉄製錨 (2）玉類 (3) 2号墳第7主体部査棺
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図版第64 出土遺物（2)

( 9）相之目古墳

図版第65 (1）調査前風景（北西から） (2）トレンチ掘削状況（北西から）

(3）トレンチ西壁断面（北東から）

(10）菩提城跡（菩提東古墳）

図版第66 (1）調査地全景（垂直、右が北） (2）調査前風景（南から）

(3）調査風景（南から）

図版第67 (1）遺構検出作業風景（北から） (2）頂部平坦地全景（南西から）

(3）菩提東古墳南西斜面第 1主体部調査風景（北から）

図版第68 (1）菩提東古墳第 l主体部（南から）

(2）菩提東古墳第 l主体部（南から）

(3）菩提東古墳東側テラス第 2 ・第3主体部（北東から）

( 11）吉沢城跡

図版第69 (1) A地区調査前風景（東から） (2) A地区掘切溝（東から）

(3) A地区埋葬主体部検出状況（北東から）

図版第70 (1) c地区調査前風景（北西から）

(2) c地区トレンチ掘削状況（北西から）

(3) B地区調査前風景（北西から）

(12）天王山古墳群・別荘古墳群・別荘遺跡

図版第71 (1) A支群23号墳遠景（北東から）

(3）小型炭窯近景（東から）

図版第72 (1) A支群26・27号墳遠景（東から）

(3）土器棺近景（南から）

(2) A支群23号墳主体部近景（東から）

(2) A支群26号墳周溝近景（北から）

図版第73 (1) A支群27号墳全景（南から） (2) A支群27号墳主体部近景（北東から）

図版第74 (1) B支群 1・2号墳空中写真（南西から） (2) B支群 1号墳近景（南東から）

図版第75 (1) B支群 1号墳主体部検出状況（南南東から）

(2) B支群 1号墳第2主体部近景（南東から）

(3) B支群 l号墳第 l主体部近景（南東から）

図版第76 (1) B支群 1号墳主体部全景（南東から）

(2) B支群 l号墳主体部全景（南東から）

図版第77 (1) B支群 1号墳土器群近景（南東から）

(2) B支群 l号墳棺上遺物近景（南東から）

(3) B支群 l号墳棺内遺物近景（南西から）

図版第78 (1) B支群2号墳全景（北西から） (2) B支群 2号墳主体部近景（北西から）

(3) B支群2号墳主体部内遺物出土状況（北東から）
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図版第79

図版第80

図版第81

図版第82

(1) B支群 1・2号墳遠景（南西から） (2) B支群3・4号墳遠景（南西から）

(1) B支群3号墳主体部近景（北東から） (2) B支群4号墳主体部近景（南から）

(1) B支群8・9・10号墳全景（北東から）

(2) B支群8号墳主体部近景（北西から）

調査地全景（西から）

図版第83 (1) 1・3号墳、竪穴式住居跡付近空中写真（真上から）

(2）鍛冶工房跡付近空中写真（真上から）

図版第84

図版第85

図版第86

図版第87

(1) 1号墳全景（南西から） (2) 1号墳遺物出土状況（北から）

(2）五輪塔出土状況（南南西から）(1) 2号墳全景（北西から）

(1) 3号墳周溝近景（東から）

(2) 3号墳陸橋部及び掘立柱建物跡 l近景（南から）

(1) 3号墳周溝内堆積状況（西から） (2) 4号墳周溝近景（北東から）

図版第89

図版第88 (1）竪穴式住居跡近景（南西から） (2）竪穴式住居跡近景（北から）

(1）鍛冶工房跡全景（東から）

(1）鍛冶炉近景（北から）

(3）鍛冶炉半掘状況（北から）

図版第91 (1）鍛冶工房跡東側近景（北から） (2）井戸・溝 l近景（北西から）

図版第90

(2）鍛冶工房跡全景（西から）

(2）鍛冶炉近景（北から）

図版第92 (1）井戸近景（北から） (2）井戸内堆積状況（北から）

図版第93

図版第94

図版第95

(1）掘立柱建物跡6近景（東から）

(1）掘立柱建物跡5近景（北から）

(1）火葬墓検出状況（北西から）

(2）掘立柱建物跡 6近景（南から）

(2）掘立柱建物跡2・3近景（東から）

(2）火葬墓半掘状況（北西から）

(3）火葬墓完掘状況（西から）

図版第96 (1）竪穴式住居跡内遺物出土状況 （西から）

(2）鍛冶工房跡内遺物出土状況（北から）

図版第97

図版第98

図版第99

図版第100

図版第101

図版第102

図版第103

(3）土坑 l近景（南から）

出土遺物(1)

出土遺物（2)

出土遺物（3)

出土遺物（4)

出土遺物（5)

出土遺物（6)

出土遺物（7)

図版第104 (1）出土遺物（8) (2）出土遺物（9)

図版第105

図版第106

図版第107

出土遺物(10)

出土遺物（11)

出土遺物(12)

V
 

V
A
 



図版第108 出土遺物(13)

(13）奇垣古墳群

図版第109 (1) 1号墳全景（北東から） (2) 1号墳全景（北東から）

図版第110 (1) 1号墳主体部近景（南から）

(2) 1号墳主体部内遺物出土状況（南から）

図版第111 (1) 1号墳主体部上面土器出土状況（西から）

(2）経塚検出状況（北東から） (3）外容器埋納状況（北東から）

図版第112 出土遺物
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国営農地（丹後東部 ・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡
平成 9年度発掘調 査概要

は じ め

本概要報告は、農林水産省近畿農政局が計画・推進している、丹後国営農地開発事業（東部・

西部地区）に伴い、平成 9年度に発掘調査を実施した遺跡の調査概要である。

平成 9年度の各遺跡の調査は、農林水産省近畿農政局丹後開拓建設事業所の依頼を受けて、

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センターが実施した。調査した遺跡は、国営東部関係遺跡が竹野

郡網野町に所在するスガ町古墳群 ・生野内城跡・浅後谷南城跡 ・浅後谷南墳墓 ・浅後谷南遺跡

と、同郡弥栄町愛宕神社古墳群 ・芋野城跡 ・茶カス古墳群 ・吉沢城跡 ・菩提城跡（菩提東古墳）、

中郡峰山町苗代古墳群・相ノ目古墳である。この内、浅後谷南遺跡、吉沢城跡、菩提城跡につい

ては調査途中であり、略報にとどめ、後日概要報告を行う予定である。また、国営西部関係遺跡

は、熊野郡久美浜町に所在する天王山古墳群、谷垣古墳群、別荘古墳群、別荘遺跡である。

今年度の国営東部関係遺跡の現地調査は、当調査研究センター調査第2課調査第 l係長伊野近

富、同主任調査員竹原一彦、 同主査調査員竹井治雄・石尾政信・黒坪一樹、同調査員河野一隆・

村田和弘・松尾史子の 8名が担当 した。また、国営西部関係遺跡の現地調査は、同調査第2係長

辻本和美、同主任調査員増田孝彦、同主査調査員岡崎研ーの 3名が担当した。なお、本概要報告

の執筆は、各遺跡の調査担当者がそれぞれ分担した。

調査期間中、猛暑 ・酷寒の中、地元有志の方がたや学生諸氏には、作業員・補助員 ・整理員と

して作業に従事していただ、♂柱。また、調査にあたっては、京都府教育委員会・網野町教育委員

会－弥栄町教育委員会・峰山町教育委員会・久美浜町教育委員会をはじめとする関係諸機関のご

協力を得られ、現地でも多くの方がたのご協力とご指導を賜った。改めて感謝の意を表したい。

なお、発掘調査に係る経費は、全額農林水産省近畿農政局が負担した。

（伊野近富）

付表 I 平成9年度国営農地開発事業に伴う発掘調査一覧表

番号 遺跡名 所在地 面積m' 調査期間 担当者

1 スガ町古墳群 尽都府竹野郡網野町生野内 2,500 平成 9年5月12日～ 調査第 1係長伊野近富
平成 9年10月3日 調査員 村田和弘

2 生野内城跡 京都府竹野郡網野町生野内 180 平成9年11月5日～ 調査第 l係長伊野近富
平成9年12月17日 主任調査員 竹原一彦

3 浅後谷南城跡 ・京都府竹野郡網野町高橋 350 平成9年10月2日～ 調査第 l係長伊野近富
浅後谷南墳墓 平成10年2月26日 主任調査員 竹原一彦

4 浅後谷南遺跡 尽都府竹野郡網野町公庄 640 平成9年10月2日～ 調査第 l係長伊野近富
平成10年2月26日 主査調査員 黒坪一樹

5 芋野城跡 尽都府竹野郡弥栄町芋野 1,200 平成9年5月23日～ 調査第 l係長伊野近富
平成9年7月 1日 主査調査員 黒坪一樹

-1-



京都府遺跡調査概報第83冊

6 愛宕神社古墳群 京都府竹野郡弥栄町堤 2,200 平成9年4月16日～ 調査第 l係長伊野近富
平成9年8月6日 主査調査員 竹井治雄

7 茶カス古墳群 京都府竹野郡弥栄町吉沢 570 平成9年9月18日～ 調査第 l係長伊野近富
平成9年12月17日 主査調査員 竹井治雄

調査員 河野一隆

8 苗代古墳群 尽都府中郡峰山町二箇 750 平成9年5月8日～ 調査第 l係長伊野近富
平成9年8月28日 主査調査員 石尾政信

調査員 松尾史子

9 相之目古墳 尽都府中郡峰山町二箇 70 平成9年5月8日～ 調査第 l係長伊野近富
平成9年6月19日 主査調査員 石尾政信

10 菩提城跡 尽都府竹野郡弥栄町吉沢 460 平成9年10月13日～ 調査第 l係長伊野近富
（菩提東古墳） 平成10年1月23日 調査員 村田和弘

11 吉沢城跡 京都府竹野郡弥栄町吉沢 650 平成9年10月27日～ 調査第 l係長伊野近富
平成10年1月29日 主査調査員 石尾政信

調査員 村田和弘

12 天王山古墳群 京都府熊野郡久美浜町鹿野 1,000 平成9年4月14日～ 調査第2係長辻本和美
平成9年10月3日 主任調査員 増田孝彦

主査調査員 岡崎研一

13 別荘古墳群・別 京都府熊野郡久美浜町鹿野 5,000 平成9年5月1日～ 調査第2係長辻本和美
荘遺跡 平成9年10月23日 主任調査員 増田孝彦

14 谷垣古墳群 尽都府熊野郡久美浜町永留 500 平成9年7月4日～ 調査第2係長辻本和美
平成9年8月26日 主査調査員 岡崎研一

位置と環境

国営東部・西部関係の発掘調査は、今年度14遺跡であった。この項では、これらの遺跡に関わ

る位置と環境について述べたい。

今回調査対象になった地点を水系ごとに分けると、福田川水系、竹野川水系、鱒留川水系、佐

野谷川水系である。まず、福田川水系は河口近くになると八丁浜や潟湖を擁し、 日本海側最大級

の前方後円墳である銚子山古墳が築かれている。この水系の中流域に網野町浅後谷南城跡、 浅後

谷南遺跡、生野内城跡、スガ町古墳群がある。この地での発掘調査は、それほど多く なく、 生野

内大谷古墳群の調査（古墳3基で木棺跡は 4基、出土遺物は須恵器 ・鉄剣・ 鎌など。古墳時代中

期から後期）や、十王堂遺跡の調査（縄文時代中期末の棄を使用した墓lか所）などがある。

なお、昭和 2(1927）年に丹後地方を襲った大地震の際には、郷の地に断層が走り 、その跡は昭

和 4年に国の天然紀念物に指定されている。

次に、竹野川水系で、は、河口に近いところは、かつて潟湖があったとされ、そのほとりには、

これも日本海側最大級の前方後円墳である神明山古墳が築かれている。今回の調査地は中流域に

あり、遺跡名としては愛宕神社古墳群、芋野城跡、茶カス古墳群、吉沢城跡、 菩提城跡、である。

これらは竹野川の東岸にある遺跡、であるが、対岸丘陵地には青龍 3(235）年銘の鏡が出土した大

田南5号墳や、後漢鏡が出土した同 2号墳などがある。また、北方には陶質土器 ・初期須恵器や

銅釦など大陸系の遺物が出土した奈具岡北 1号墳、鏡が出土した溝谷古墳などがあ り、古墳時代

前期から中期にかけて、発掘の資料が増えつつある地である。ま た、城関係もシミズ谷城跡の調

査によって、戦国時代の土豪の城の一端が明らかとなっている。愛宕神社古墳群は、平成8年度

に弥栄町教育委員会によ って試掘調査され、新たに古墳と確認された遺跡である。調査前は城跡

と考えられていた。芋野城跡や吉沢城跡は以前から知られていた城跡の隣接地であり、城の本体
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部分の調査ではない。

次に、鱒留川水系は竹野川に注ぐ支流であり、この周辺には乙姫伝説で有名な磯砂山や真名井

の伝承地などがある。今回の調査地は苗代古墳群と相ノ目古墳である。苗代古墳群は調査の結果、

古墳時代前期の古墳群であることが判明した。これにやや先行する遺跡の調査としては、金谷 l

号墳の調査があり、 l墳正に実に17主体部という多数の埋葬施設が検出された。なお、主体部で

確認されたものは舟形木棺6、箱形木桔9であり、舟形木棺の多さでも注目すべき遺跡、である。

次に、佐野谷川水系では、その中流域で発掘調査が進んできている。古墳時代前期としては北

谷 l号墳があり、碧玉製紡錘車形石製品などが出土した。河口付近には国史跡函石浜遺跡があり、

中国の新の王葬の貨幣である貨泉が出土している。

e3 ・4

。

＼ 
オ
ノ

第 l図 調査地点分布図（番号は付表 l番号に同じ）
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( 1 ）スガ町古墳群

1 .はじめに

スガ町古墳群は、京都府竹野郡網野町大字生野内小字岸ヶ谷に所在する。ここは、網野町内を

南から北へ流れる福田川上流域にあたり、峰山町との境界に位置する生野内集落の北西方向の丘

陵上に位置している。また、この古墳群の西方向には郷集落が存在する。この地域は、周辺の丘

陵に、多数の中世の山城が築かれているようで、古くから交通の要衝であったと考えられている。

現在、網野町の市街地と峰山町の市街地を結ぶ主要地方道網野峰山線と北近畿丹後鉄道宮津線

(KT R）が走り、現在も重要な交通の要衝である。今回の調査地は、その道路と線路より南側の

丘陵上に位置している。

今回の調査地周辺は、 1927（昭和 2）年にマグニチュード7.4の丹後大地震によって生じた郷村

断層が北西方向に走っている。郷村断層は、生野内地区・郷地区 ・高橋地区の3地区で保存され、

国指定の天然紀念物に指定されている。周辺の遺跡として、生野内地内には、国営農地郷3団地

の造成に伴って京都府教育委員会が調査した生野内大谷古墳群や生野内古墳 ・生野内南古墳群が

ある。北側の正陵には、竹倉部古墳・目切古墳群・公庄小谷古墳などがある。その他、郷城跡、

生野内城跡（A・B・ C）、竹倉部城跡などの山城が存在するなど、遺跡が数多 く密集する地域で

ある （第2図）。

2.調査経過

今回の調査地は、周知の遺跡であるスガ町古墳群が所在する正陵の東隣りの尾根筋にあたるた

め、網野町教育委員会と協議し、一連の古墳群と判断し、スガ町古墳群の遺跡対象範囲をひろげ、

谷筋によってE陵の尾根をそれぞれの支群に分けた。今回の調査対象地となる二つの尾根の西側

の尾根をB支群、東側の尾根をC支群と名付け発掘調査を実施した。

B支群と名付けた調査対象地内には、分布調査によ って、9基の古墳状隆起が確認されている

ため、それらの古墳状隆起を範囲に含めて、調査区を 5つの地区（第 1～5区）に分けて設定したO

また、 C支群の調査対象地内には、 l基の古墳状隆起が存在している。その古墳状隆起を第6区

とし、発掘調査を実施した。設定した調査区は、 B支群内では、第 1・3区は尾根の先端部にあ

り、第2区は尾根の中腹の平坦地、第4区は丘陵頂部とそこからのびるゆるやかな傾斜部、第5

区は第4区の南側のE陵頂部に設定した。また、C支群は丘陵頂部に設定した。 B支群と C支群

をあわせて、調査区を合計6区設定し、調査を開始した（第3・5・8・13図）。

当初、調査対象地内には、合計10基の古墳状隆起が存在すると想定されていた。しかし、表土

を剥いで遺構検出などの発掘作業を進めていく段階で、埋葬施設を検出し、 古墳と判断したのは、

10基のうち 4基であった。古墳が確認できなかったその他の調査区では、地点によっては希薄で、

-4-
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はあるが遺構を検出した。そして、古墳と判断したものについて、網野町教育委員会と協議し支

群ごとに古墳番号を与え調査を進めた（第3図）。

3.調査概要

B支群では、第 l～5区で調査し、第 3～5区で合計3基の古墳を確認した。それぞれ l号

墳・ 3号墳・ 4号墳と名付け、調査を継続した。なお、 2号墳については、古墳状隆起が調査対

象外に存在するため、古墳番号を与えたのみで、今回は発掘調査を実施していない。

また、調査が進み、 B支群の 3号墳と 4号墳を古墳であると確認したことから、 3号墳と 4号

l.ス方町古墳群

6.生野内B城跡

11.生野内C城跡

16.公庄城跡

21.浅後谷南遺跡

第2図調査地周辺遺跡分布図（1/25,000) 

2.十王堂遺跡 3.竹倉部古墳 4.竹倉部城跡 5.生野内A城跡

7.目切古墳群 8.公庄小谷古墳 9.大谷古墳群 10.生野内古墳

12.永嶋遺跡 13.船山城跡 14.大宇賀神社南窯跡 15.立山古墳群

17.宮ケ谷古墳群 18.浅後谷南城跡、 19.青谷古墳群 20.高橋遺跡

-5-
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第3図 スガ町古墳群調査区配置図 ・古墳分布図
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墳との聞のE陵頂部に存在する古墳

状隆起に、古墳の可能性がでてきた

そのため、頂部平坦地に小規模な試

掘トレンチを設定し、調査を行うこ

ととなった。平坦地に、南北方向に

長い試掘トレンチを設定し掘削を行

ったが、現地表面から約0.2mで地

震による小さな亀裂を 1条検出した

のみで、墓壊などの古墳に関連する

遺構は検出できず、古墳の可能性は

低いと判断した（第4図）。

C支群は、 B支群の東側にある丘

陵にあたる。C支群には 4基の古墳

状隆起が確認されている。今回は、

南側の古墳状隆起 1基について調査

することとなり第 6区とした。また

古墳と確認してからは、 4基の古墳

状隆起に、北側から順に古墳番号を

与えた。今回の調査対象の古墳は、

X=-38905.000 

o
 

nu 
0
 

5
 

8
 

9
 

6
 

4

u

o

 

v
’
 

4m 

4号墳と名付け調査した。 第4図 B支群内試掘トレンチ平面図

次に、第 l区～第6区のそれぞれの調査概要と、その調査区で確認した古墳及び、検出遺構につ

いての調査概要を報告する。

A.第 1区

この調査区は、 B支群の北東方向にのびる尾根の先端部に位置している。調査区は細長い尾根

の先端部であり、 2段の段差のある階段状の地形であった。標高は約39mで、平坦部は最大で東

西幅約1.5mしかなく、現地表面から約 3cm掘り下げると、地山となる岩盤を検出した。地山面

を精査したが、埋葬施設などの遺構は確認できなかった。東西の傾斜も急斜面であり、古墳の可

能性は極めて低いと考え、それ以上の調査は行わなかった（第 5図左上）。

B.第2区

この調査区は、第 l地区の南方に位置する標高約6lmの平坦部分に位置している。地形は、北

に向かつて傾斜し、二段の平坦地からなる階段状地形である。西側の斜面はなだらかな傾斜であ

るが、東側の斜面は地震による土砂崩れ（地崩れ）によって崩落し、急、な傾斜となっている。第2

区と第3区は、主尾根から派生した二筋の尾根上にあって、その間の斜面には、地震の影響で土

-7-
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砂崩れ（地崩れ）が生じた形跡がある。また、 遺構面確認作業の段階で、第2区の調査区東側で地

崩れの痕跡（土砂の堆積）を検出した。表土掘削作業を開始し、現地表面から約 5cmのところで遺

構面（南側の平坦地）を確認した。検出した遺構は、東西方向の小溝 l条と陥穴らしき穴が 1基で

Yニ 86940

x~ － 38740 

第 1区

IX= 38750 

Y= 86930 

- X= 38790 

第 3区

-x= -38800 

x~ 38800 

第2区

X= 38810 

Y= 86940 Y= -86930 Y= 86920 

。 20m 

Y= 86890 Y=-86880 

第5図 調査第 1（左上） ・第 2（右上）・第3（左下）区地形図

1.淡黄灰色粘質土

2.暗賞灰色粘質土

3.暗灰色粘質土

＼ 

L=61.500m 

L=70_500m 

1.淡茶褐色粘質土 2.淡黄褐色粘質土

3.暗黄褐色炭i毘砂質土 4.暗灰褐色炭混砂質土

。 2m 

第6図 第2区陥穴（左）・第4区炭窯（右）実測図
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ある。

この陥穴は、円形の径約0.9mの穴で、深さは、検出面から底まで約0.7mあった。さらに、そ

の底部中央には径約 6cmの小穴があった。小穴は、捕獲用杭が据えられていた痕跡と思われ、小

この陥穴からは遺物は出土せず、いつの時代のものかは不明で、あ穴の深さは約0.2mであった。

る（第6図左）。

c.第 3区

この調査区は、第 l区がある丘陵先端部の東隣りに位置している。標高約5lmの丘陵の先端部

の平坦地に古墳状隆起が存在している。平坦地を現地表面から約 5cm掘り下げたところ、平坦部

北東寄り付近で埋葬施設と思われる遺構を確認した。この古墳状隆起は、現地形からみて円形を

B-1号墳とする）とした。呈する古墳と思われる。この古墳をB支群 l号墳（以後、

(1) B - 1号墳

墳丘は、地山を削 り出して整形されていたが、樹木の根などに よって北側の一部分が破壊され

したがって、ていた。また、墳頂部も平坦になっているため、後世に削平された可能性がある。

墳丘の高さや南側の尾根との切り離し部分の詳細は不明である。墳形については、西側の墳丘裾

が地山を円形に削って整形されているため、円墳であったと想定できる。規模は、直径約lOm前

後であったと思われる。

墳頂部では、現地表から約 3cm掘り下げると地山面となる岩盤を検出した。遺構は、中央より

2基の埋葬施設には、重複関係が認められ、古北東寄りで、小規模な埋葬施設2基を検出した。

E
o
a副
川
」

／＼ 

いものを第 1主体部、新しいもの

2基の墓墳を第 2主体部とした。

は、異な った主軸を向いており、

埋葬には時期差があると考えれる

（第5・7図）。

ぷ
①第 1主体部

この墓墳は、東側に傾いた南北

、、方向に主軸をもっ、長方形を呈し

第

2
主
体
部

~ た墓壌である。長さは、第2主体

部によって北側部分を破壊されて

第 1主体部

1.淡灰色砂質土

第 2主体部

1.暗灰色砂質土 （撹百υ
2.淡灰褐色砂質土

3.淡褐色砂質土

いるため不明である。なお、現存

する墓墳の長さは、約l.lmであ

m 蕩議謬｜
る。幅は約0.8m、深さは約O.lm 

しか残存していなかった。また、 。

B l号墳第 1.第2主体部実測図第7図

-9-
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遺物は出土しなかった（第7図）。

②第2主体部

この墓壌は、東西方向に主軸をもっ、長方形を呈した墓墳である。墓墳の西側は第 l主体部の

北側に重なっている。墓墳の規模は、長さ約1.9m・幅約0.75m・深さ約0.3mと小規模なもので

あった。また、墓墳の底部が若干ではあるが東側に傾斜している。墓塘埋土は、根によって東側

を撹乱されていたが、埋士は単一層で棺痕跡も確認できなかった。この墓墳からも遺物は出土し

なかった。

なお、墳丘 ・墓壌ともに遺物が出土しなかったので、遺物から古墳の築造時期を決めることが

できない（第7図）。

D. 第 4区

この調査区は、主尾根の中心部にあたる標高約68～75m部分（長さ約78m）に位置している。当

初、この調査地区内には 5基の古墳状隆起が存在すると指摘されていた。しかし、表土掘削作業

を進めた結果、その内 4基の古墳状隆起が存在すると指摘されていた北側部分の標高約68～70m

の細長い尾根の平坦面には、古墳状隆起がなく、北側にゆるやかに傾斜する自然地形と判明した。

しかし、この北部の平坦地で、円形の土坑 l基と調査区の中央部で円形の炭窯 l基を検出した。

土坑は、径約l.lm ・深さ約0.2mのものであった。炭窯は、径約1.2m ・深さ約O.Smであった。

この穴の壁面は、焼けて赤く変色しており、硬くなっていた。埋土中には、多量の炭の破片が含

まれていた（第6図右）。

調査区南側の標高約75mの平坦地部分で、は、現地表面から約 5cm掘り下げたところで、埋葬施

設と思われる遺構を検出したため、古墳と判断した。この地点で確認した古墳を B支群3号墳

（以後、 B-3号墳とする）とした（第8図）。

また、墳正の平坦部では、長短4条の地震による亀裂（地割れ）を検出した。この亀裂は、北東

方向に走っている。この亀裂は、丹後地震よって生じた地割れで、地割れ内の埋土及び崩落土を

完掘すると、深いところでは遺構を検出した面から約0.8mの深さがあった。

そのほかの遺構として、土坑2基と時期不明の炭窯4基を検出した。

(1) Bー 3号墳

3号墳は、 B支群とした尾根の南側、最も標高の高い地点に位置している。墳形は、南北方向

に長い楕円形を呈しているが、地震の亀裂（地割れ）によって墳正が破壊されているため、正確な

古墳の規模は不明である。しかし、現地形から、長軸約24m・短軸約18mの楕円形の古墳で、あっ

ただろう 。また、墳丘の裾については、西側・南側は調査範囲外で、確認することはできなかっ

た。北側の斜面では、明確な墳E裾は確認できなかった。しかし、墳丘の東側に平坦地があり、

その部分を墳丘裾と仮定すると、現存の墳丘の高さは約1.7mを測る（第 9図）。

検出した遺構として、墳丘頂部の平坦地で埋葬施設を 3基、土坑2基を検出した。検出した 3

基の埋葬施設は、中央からやや東側の墓墳を第 1主体部、中央から西側にある墓墳を第2主体部、

n
H
V
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Y=-86930 

第4区

X= 38870 

B-3号墳

Y=-86960 

。 20m 

第8図調査第4区地形図
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L=75000m 

E 一一一

第

1
主
体
部

一一一 W

10m 。

B 3号墳墳丘断面図第9図

中央からやや北側にある小規模な墓墳を第 3主体部とした。

①第 1主体部

東側に傾いた南北方向に主軸をもっ隅丸の長方形の墓墳である。墓墳は、長さ約2.85m・幅約

l. 35m・深さ約0.25mの規模で、あった。棺痕跡については、断面に痕跡らしきものが確認された

が、根の痕跡であることがわかった。さらに、墓境内の平面精査や断面観察を行ったが土色変化

は確認できず、木棺が納められていたかは不明である。また、墓壌から遺物は出土しなかった

（第10図左）。

②第2主体部

東西方向に主軸をもっ墓墳は、長方形を呈している。墓墳は、西側を地震の亀裂（地割れ）によ

って分断されている。この地割れによって亀裂部の東側と西側では、墓墳の検出面に段差が生じ

ていた。

埋葬施設は、 二段墓墳で木棺直葬墓であったと思われる。上段の墓墳の規模は、長さ約3.2

m・ 幅約1.2m ・深さ約0.16mで、あった。木棺が納められていたと思われる下段（二段目）の墓墳

しかし、納められていた木棺の痕の規模は、長さ約2.4m・幅約0.8m・深さ約0.3mで、あった。

この墓壌についても、出土遺物はなかった。跡は確認できなかった。また、

しかし、この第 2主体部は、検出した現在の地形からみると斜面につくられたように見える。

さらに亀裂によって分断され、西側それは地震によって平坦面が全体的に西側に傾いたためで、

だけが傾斜を変えたため、亀裂部分の東西部で検出面のズレを生じさせたと考える。そのために、

第2主体部は、地震よって傾斜が変えられ、当時の地形とは大きく異なってしまったと推測する。
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要
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根痕 L~OOm 

1.暗茶灰色粘質土 2.淡黄褐色粕質土 （ブロ ック含む）

3.淡赤褐色砂質土 （ブロック含む） 4.暗灰褐色砂質土

0 2m 

E
o
o
q由
h

ム

地
割
れ

多吾妻室1. ~~p~：O)f§~：~土（少量の炭化物を含む）

2.陪茶褐色粕質土

3.暗褐色粘土

第10図 B 3号墳第 1（左）・第 2（右）主体部実測図

また、棺の深さが約0.3m、墓墳全体の深さでも約0.46mし

かないことから、墳丘頂部は後世に削平を受けたと思われる

（第10図右）。

③第 3主体部

この埋葬施設は、南北方向に主軸をもっ長方形の小規模な

墓壌で、木棺を納めない土墳墓であったと思われる。土墳の

規模は、長さは約1.9m・最大幅約0.55m・深さ約0.25mで

ある。この土墳墓は、南側の幅が広く、北側の幅が狭くなっ

ていることから、遺体の頭位は南であったと考えられる。墓

墳が小規模なことから、幼児などの子供の墓であった可能性

がある（第11図）。

(2）その他の遺構

その他、墳頂部で士坑2基と炭窯3基を検出した。

8 

I~ 

’』＿ 'J L=75.200 

貌弘 1 I友男｜

1.淡灰色粘土 （多量の炭化物を含む）

2.淡灰褐色粘土 （多量の炭化物を含む）

0 1m 

第11図 B 3号墳第3主体部実測図
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京都府遺跡調査概報第83冊

①土坑

土坑lは、地震による地割れで土坑の東側部分が破壊されているため、正確な規模は不明であ

るが、最大幅約0.76m・深さ約0.58mで、あった。この土坑は楕円形を呈している。また、埋土は

単一層であった。出土遺物もなく、時期が不明な上、用途も不明な土坑である（第 8図 ・第12図

4 ）。もう l基、炭窯 1の南側で、炭窯らしき 円形の土坑を検出したが、壁面も焼けておらず、

埋土に炭も含まれていなかったので土坑2とした。

②炭窯

炭窯は、墳正上で3基ある。炭窯 1は、第2主体部の南西側に存在し、径約 lmの円形を呈し

ており、深さは約0.26mで、あった。炭窯の周辺と壁面は焼けて赤く変色し、さらに壁面の一部分

は高温で焼けたためガラス質に変化し硬くなっていた。埋土中には、多量の炭化した木片が含ま

れていた。

L~74.500m 

1.暗黄灰色粘質土 （多量の炭化物・焼土を含む）

2.黄褐色粕質土（少量の炭化物を含む）

3.暗褐色粘質土 （少量の炭化物を含む）

／ 

L=74,800m 

1.暗黄灰色粘質土 （多量の炭化物を含む）

2.淡赤褐色粘質土（少量の炭化物を含む）。 2m 

、x

。一
L:74,500m 

級援護霊2

1.陪貧灰色粘質土 （少量の炭化物を含む）

2.暗褐色粕質土 （多量の炭化物を含む）

じ 76,SOOm

4 

1.暗黄灰色粘性砂質土 （多量の炭化物を含む）

第12図 第4区（B-3号墳）炭窯・ 士坑実測図（1.炭窯 1 2.炭窯2 3.炭窯3 4.土坑 1) 
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

炭窯2は、 第3主体部の北側に存在する。径約0.7mの円形で、深さ約0.1 mを測る。この炭窯

も壁面の一部分が焼けて硬くなっていた。埋土中には、少量の炭片が含まれていた。

炭窯3は、第 1主体部の北東側に存在する。径約l.12mの円形で、深さ約0.2lmを測る。これ

については、炭窯 1・2とは異なり、穴の壁面が焼けていなかった。炭を焼いていたかは不明で

あるが、埋土に多量の炭片が含まれていたため、炭窯であると判断した。また、北側の一部を細

い地割れによ って破壊されている。

どの炭窯も、炭の破片は含まれていたが遺物は出土せず、使用された時期は不明である （第12

図）。

また、墳丘頂部では、地震による地割れが走る部分で墳丘を断ち割り、断面を観察した（第8

図の斜線のスクリーントーン部分）。 断ち割り部は、墳頂部の西側の 2条の地割れに設定した。

断面を観察すると、大きな地割れのほかにひび割れ状の小さな亀裂が各所で確認できた。小さな

亀裂は、聞いた部分に上層の土が入り込んでいた。断面観察によって、丹後地震と数多くの余震

によ って、地盤は大きな損害を受けていたことを確認することができた（第16図上）。

D. 第 5区

この調査区は、第4区から同じ尾根上に南西方向へ約60m進んだところの、標高約72mの丘陵

頂部に位置している。こちらの調査区にも第4区と同じように、地震による亀裂が長短5条南北

方向に走っていた。また、南東方向の斜面の一部は地崩れが起こったらしく崩れていた。調査区

この古したカfって、の頂部平坦地の中央よ り南側で、埋葬施設と思われる遺構を 3基検出した。

B-4号墳とする）とした（第13図）。墳をB支群4号墳（以後、

第

3
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部
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C-4号墳
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調査第 5（左）・第6（右）区地形図
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第83冊京都府遺跡調査概報

(1) B - 4号墳

4 号墳の墳Ji~こは、短いものや途切れているものをつないで、南北方向に 5 条の地震による亀

裂が走っている。さらに、南東側では小規模な地崩れの痕跡が認められた。墳丘は地震による地

割れや地崩れによって分断されたり、破壊されているので、当時の墳形を留めていないと思われ

る。そのため、正確な墳形や規模を明確に推定することが困難である。現地形からは、墳正の南

北方向には、墳丘による高低差が判別できない。東西方向では高低差が約1.Smある。墳丘の規

模は、東西で、約13mを測る（第13図右 ・第14図）。

交差点a

第 1主体部｜ 第3主体部

L=71.000m 

s 

L~ 71.000m 

E 

L=71.000m 

N 

交差点b

地
割
れ

交差点b

w 

レ11poom

E 

交差点a
第

2
主
体
部

w 

10m 。

B-4号墳墳丘断面図

《

h
u

第14図



国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

墳正頂部で、埋葬施設と思われる遺構

3基と土坑 I基を検出した。しかし、埋

葬施設は 3基とも地割れによって破壊さ

れていた。地震の亀裂（地割れ）は、 B-

3号墳よりも規模が大きかった。

埋葬施設の 3基は、南側にある東西方

向に主軸をもっ墓墳を第 I主体部とし、

その第 l主体部の北側に重なった、南北

方向に主軸をもっ墓墳を第2主体部とし

た。さらに、その北側の東西方向の墓墳

を第3主体部とした。それぞれの墓墳は、

調査地全体に広がる地震の亀裂（地割れ）

によって破壊された状態で検出した（第

15・17・18図）。

①第 1主体部

東西方向に主軸をもっ長方形を呈する

墓墳である。墓墳の東側と西側が、地割

れによって破壊されていた。規模は、長

さについては破壊されていて不明で、、幅

は約1.35m、深さは約0.3mであった。

墓墳は浅く 、棺痕跡も断面観察ではそれ

らしき痕跡がみられたが、平面では全体

の形を確認することができなかったの

で、木棺が納められていたかは不明であ

る。また、この墓墳からの出土遺物はな

かった（第15図）。

②第2主体部

南北方向に主軸をもっ墓墳で、隅丸方形を呈している。規模は、長さ約2.0m－深さ約0.25m

であった。墓墳の幅は、地震の亀裂に西側半分を破壊され不明である。この墓墳も棺痕跡が確認

ざ I~
－〕~一一一

1m 

第15図 B-4号墳第 l主体部実測図

l暗黄灰色粘質土（断層埋土）

2. i炎黄灰色粘質土（地山ブロックを含む）

3.淡赤褐色砂質土（地山ブロ ック を含む）

4.赤褐色砂質土（地山ブロックを含む）

5. B音褐色砂質土（棺痕跡か）

6暗赤褐色砂質土（地山ブロ ック を含む）

できず、木棺については不明であり、遺物も出土しなかった（第17図）。

③第3主体部

東西方向に主軸をもっ墓墳と思われるが、西側半分が地割れによって破壊され残っていない。

そのため、墓墳の長さは不明である。墓墳の幅は約1.02m・深さは約0.16mであった。ここから

も遺物は出土しなかった（第18図左）。
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B-3号墳墳頂部断ち割り
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ーー＿_, 1.暗褐色粘質土 （崩簿土） 2.淡茶褐色砂質土

3.淡茶褐色砂質土 4.淡黄褐色砂質土 （｝也山・黄色ア日.，7を含む）

B-4号墳墳頂部断ち割り

w 

L•71.200m 

E 

ーーーーーーー一－...J

1.暗茶褐色砂質土 （崩落土） 2.淡茶褐色粕質土

3.暗褐色砂質土 4.淡赤褐色砂質土 （7’日ッ？を含む）

5.淡黄灰色砂質土 （地山）

。 2m 

第16図 B 3・4号墳墳頂部断ち割り土層断面図

E
酌
副
叫

r－Ml
d

L•71.800m 

1.暗黄褐色砂質土 2.淡賞灰色砂質土（地山T日ッ？を吉む）

3.明貧褐色砂質土 （地山γロッ？を含む） 4 明赤褐色粘土

第17図 B-4号墳第2主体部実浪lj図

(2）土坑 1

土坑 lは、 調査区の北側で検出した。土坑は、

楕円形を呈し、東西方向に長く、二段に掘られ

ていた。南北の幅が約0.9m、東西の幅が約1.5 

mあり、深さが約0.7mであった。土坑の埋土

には、少量の炭片が含まれていた。しかし、こ

の土坑の用途については不明である（第18図右）。

また、この古墳の墳頂部でも、地震による地

割れ部分の断ち割りを行った。断ち割り部は、

中央の一番幅の広い地割れに設定し、断面を観

察した（第13図左、斜線のスクリーン トーン）。

ここでも B-3号墳と同様の現象が確認でき

た。地割れの両側に小さな亀裂が確認された

（第16図）。
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E
O
O由
F
h”
」

LO 

2 じ71.600m－ 

姦姦諺援1.淡黄灰色粕質土 2.暗褐色粕質土 （地山Y口ッ7含む）

3.赤褐色粘質土 4.暗茶褐色粘質土

5 赤褐色砂質土 （地山rロッ？）

－－＝＝十J「

E
O
O
F－ド」

2 
レ7UOOm

。 2m 

1.淡灰褐色粘質土 2.淡茶灰色粕質土 （炭化物を含む）

3.淡褐色粕質土 （炭化物を含む）4.暗灰褐色粘質土（炭化物を含む）

第18図 B-4号墳第3主体部（左）・土坑（右）実測図

いずれの墓墳からも遺物は出土しなかったが、表土掘削の段階で北西斜面で士師器の蓋と思わ

れる破片が3点出土している。しかし、どの破片も体部で、時期について判断できるものではな

かった。したがって、古墳の築造時期や墓壌の埋葬時期については、明確な時期を示すことはで

きない。また、 3基の墓墳が30cm未満で、非常に浅く、後世に墳丘頂部は削平されたようである。

E.第 6区

第6区は、 B支群とした丘陵の東側にある丘陵頂部に存在する東西に長い方形の古墳状隆起に

設定した。この長方形の古墳状隆起をC支群4号墳（以後、 C-4号墳とする）とし、調査を行っ

た（第3. 13図）。

(1) c -4号墳

4号墳の墳形は、東西に長い方墳である。規模は、東西の長さ約22m・南北の長さ約13mを測

る。墳丘の高さは現状で約2.5mで、ある。墳丘の南西部分の一部が崩れ、土砂が流出していた（第

13図）。

遺構面は、現地表から約20cmで確認した。検出した遺構は、大規模なもので若干北西側に傾い

た南北方向に主軸をもっ埋葬施設2基と小規模な埋葬施設 1基である。また、墳丘の北東斜面と

南西斜面で合計8基の炭窯と思われる遺構を検出した。

検出した 3基の埋葬施設は、中央のものを第 l主体部、 西側を第 2主体部とし、小規模な東側

のものを第3主体部とした。
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①第 1主体部

墓墳は、長方形を呈した二段墓墳であ り、木棺直葬墓と思われる。規模は、上段の墓墳の長さ

が約5.35m・幅約2.45m・深さ約0.9mで、あった。下段（二段目）の墓壌の長さは約3.95m ・幅約

0.8m・深さ約0.15mで、上段の墓墳の北側に寄っていた。木棺が納められていたと思われる二段

目の墓墳が浅く、墓墳内の埋土の断面を観察したが、棺痕跡は確認することができなかった。下

段の墓墳の北側の幅が若干広くなってお り、埋葬された遺体はおそらく北枕であったと考えられ

る。この墓墳からも、遺物は出土しなかった（第20図左上）。

②第2主体部

しかし、 墓境内の壁面は、墓墳は、長方形を呈した二段墓墳であ り、木棺直葬墓と思われる。

この第2複雑な段差がある。規模は、上段が長さ約6.4m・幅約1.9m ・深さ約0.7mであった。

主体部は、第 l主体部と比べると墓墳の幅が狭いが、 若干ではあるが第 l主体部より南北に長い

墓墳である。また、下段の墓墳の南側については、墓壌の立ち上がりが明確に確認できなかった。

この墓壌の下段の規模は、推定で長さ約6.5m・幅約0.65m ・深さが約0.12mで、あった。 また、

墓墳についても、桔痕跡が確認できず、遺物も出土しなかった（第20図左上）。

③第3主体部

この墓墳は、小規模ながら二段になっており、 二段目は西側に寄っている。規模は、長さ約

2. 7m・幅約1.4m・深さ約0.2mで、 二段目は長さ約2.5m・幅約0.9m・深さ約0.25mで、あった。

この墓墳においても、木棺の痕跡は、確認できなかった。この墓墳は、 第 1.第2主体部の墓墳

と比べると小規模な もので、木棺直葬墓であるかは不明である。ここからも、遺物は出土しなか

L=65000m 
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C-4号墳墳丘断面図
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L~ 64.500m 

1.淡赤灰色組砂 2.淡灰褐色細砂混じり土

3.淡黄灰色粗砂混じり砂質土 4.淡赤灰色組砂混じり砂質土

5.淡赤灰色砂質土 6.淡灰褐色組砂混じり砂質土 （地割れ）

7.黄灰色砂質土 8.赤貧灰色組砂混じり砂質土

9.淡黄白色粗砂混じり砂質土 10.暗黄灰色粘性砂質土

11. 淡黄灰色組砂混じり砂質土 （少量の炭化物を含む）
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L~ 64J00m 

1.淡赤灰色粒砂混じり砂質土 2.淡赤褐色組砂漠じり砂質土

3.淡黄灰色粗砂混じり砂質土 4.暗黄灰色細砂質土 （根混入）

5.赤黄色粗砂混じり砂質土 6.暗灰褐色組砂混じり砂質土

（地割れ）

1.淡褐色砂質土 （地割れ） 2.赤灰色粗砂混じり砂質土

3.淡黄褐色粘性砂質土 4.淡黄灰色砂質土

5.黄灰色粗砂混じり砂質土 6.暗賞灰色砂質土

。 2m 

L~64.500m 

。

第20図 C-4号墳第 1（左上） ・第2（右上）・第3主体部（左下）と炭窯 1（右下）実測図
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付表2 埋葬施設規模一覧表

古墳番号 墳形 主体部
墓壌（上段） 木棺（下段）

備考
形態 規模（m) 形態 規模（m)

B-1 円形 第 l 墓壊 長不明 第2主体部よって一
のみ 0.8 不明 不明 部破壊

深 0.13

第2 墓墳 長 1.9 

のみ 幅 0.75 不明 不明

j采 0.3

B-3 不明 第 l 墓壊 長 2.85
のみ 幅 1.35 不明 不明

深 0.25

第2 長 3.2 長 2.4 亀裂により一部破壊

二段 幅 1.2 箱形 幅 0.8

深 0.15 j采 0.3

第3 長 2.0

土壊 幅 0.55 なし 幼児の墓か

深 0.25

B-4 不明 第 l 墓壌 長不明 亀裂により一部破壊

のみ 幅 1.35 不明 不明

深 0.3

第2 墓墳 長 2.0 亀裂により一部破壊
のみ 幅不明 不明 不明

長 0.25

第3 墓壌 長不明 亀裂により一部破壊

のみ 幅 L0 不明 不明

深 0.15 

c 4 方形 第 l 長 5.35 長 3.95

二段 幅 2.45 箱形 幅 0.8

深 0.9 深 0.15

第2 長 6.4 長 6.5

二段 幅 1.9 箱形 幅 0.65

深 0.7 深 0.12

第3 墓墳 長 2.7 

のみ 幅 1.4 不明 不明

深 0.45

付表3 埋葬施設方位一覧表

古墳番号 主体部 方位 頭位

B-1 第 l N45° E 不明

第2 N70。W 西か

B-3 第 l N30。 E 不明

第2 N75° W 東

第3 Nl5° E 南

B-4 第 1 N65° W 不明

第2 N30～35。 E 不明

第3 NlOO° E 不明

c 4 第 1 N40° W jヒ
第2 N40° W 北

第3 N25。W 北

った（第20図左下）。

C-4号墳の埋葬施設は、 B支群の古墳の埋葬施

設とは異なり、 3基の主体部は同一方向を向いてい

る。また、墳丘も不定形なものではなく方墳で、墳

丘は高さ約2.5mもある。明らかに、 B支群と C支

群の古墳の埋葬形態が異なっており 、丘陵（支群）に

よって墓墳の規模や方位の統一性などの違いが認め

られる。このことをふまえて、まとめでこの古墳群

を考える一つの方向性を提示したい。
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国営農地（丹後東部 ・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

(2）炭窯

墳Eの南西斜面で2基、北東斜面で6基の、合計8基の炭窯を検出した。南西斜面の炭窯は、

小規模なもので埋土には微量の炭の破片が含まれていた。北東斜面の炭窯では、そのうちの l基

が墳頂部にあり、第3主体部の北側にあたる。斜面の炭窯は不定形であり 、埋土中には、 lOcm前

後の炭化木が少量、炭の破片が多量に含まれていた。これらの炭窯は、古墳築造以後のものと思

われるが、正確な時期については遺物が出土していないため不明で、ある （第20図右下）。

4.丹後地震と地震痕跡

今回の調査成果をまとめる前に、地震について触れておきたい。今回の調査で、地震によって

数多くの遺構が破壊された状態で検出された。この地域で遺跡を調査するには、郷村断層や地割

れなどの地震痕跡との関係を考慮しなければならない。ここで、丹後地震と今回検出した地震痕

跡について考察したい。

( 1）丹後地震と断層

スガ町古墳群が所在する正陵の南方には、 1927（昭和 2）年3月7日の北丹後地震の際に活動し、

大きな災害をもたらした郷村断層が存在している。この丹後地震は、同日の午後6時27分に起こ

135°00’ 民叫
4

・・
O
 RぜqJM 

4

・
E

35°40’ 

、、
、『、
＼』－

l. ノ，，，.－ －－－~－－－ -－’ ＇－’ oj~ ,,,,- • ，－’ 〆

スガ町古墳群

。

第21図 丹後半島に存在する断層とスガ町古墳群

A.郷村断層 B.山田断層 C仲 禅寺断層
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った。震源は、東経135度15分、北緯35度53分で震央は郷付近で、最大マグニチュード7.4であっ

た。被害は、建物の倒壊に加えて火災が起こ り大きなものであった。20世紀の地震のうちでは、

関東地震（大正12年） ・福井地震（昭和23年） ・三陸沖地震（昭和 8年）に次ぐ大きな被害であった。

この地震では、網野町浅茂川から大宮町三重まで約18kmの断層（郷村断層）とその東側の約llkmの

断層（仲禅寺断層）、野田川町岩屋から宮津市府中までの約 7kmの断層（山田断層）が生じ、被害は

この三つの断層に沿っていた（第21図）。

郷村断層は、垂直転位0.6m、水平転位2.75mの断層で、垂直及び水平のズ、レが顕著であるだ

第22図郷村断層とスガ町古墳群位置図
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けでなく、地層運動によって花両岩を切断し

て、岩盤に鏡肌や擦痕がつくられるという 地

質学上大変めずらしく、学問的にも貴重なも

ので、ii。そのことから、生野内地区（生野

内断層）・郷地区（小池断層）・高橋地区（樋口

断層）の3地区で学術研究資料として保存さ

れ、昭和 4(1929）年に国指定の天然紀念物と

なった。

(2）地震痕跡について

今回の調査地は、郷地区と生野内地区を結

ぶ線上よりやや北側に位置し、検出した地震

痕跡（地割れ・地崩れ）も丹後地震の影響によ

A ：岩盤のイ申ぴ方向

B：岩盤の引っ張り方向 （地割れ）

るもので、断層と北30～40度東の方向に地割 第23図断層付近の査みの楕円体

れ ・地崩れが起こっている。このことについて、当調査研究センターの中津圭二副理事長から、

「郷村断層は北西方向に走っているのに、地割れは北30～40度東の方向で一定している。それは、

断層の向きとはかなり斜行している。しかも、断層は水平のズレを伴う左横ズレのせん断性の断

層であるのに、地割れは開口しており引っ張り性の運動をしている。おそらく、第23図のように

断層に沿って東側が北向きに動いたとき、瞬間的に逆向きの動きが岩盤の中に生じ、引っ張りの

割れ目ができたものであろう」とのご教示をいただいた（第22・23図）。

B-3号墳の墳頂部には地割れが4条あり、遺構を破壊している。第2主体部では、地割れに

よって墓墳が分断された状況で検出した。断面を観察すると、分断された墓墳の西側が若干では

あるが隆起しているのが確認できた。また、 主体部全体が西側に傾いており、本来なら斜面に墓

墳はつくられないが、地震によって地山の傾斜自体が変えられてしま ったと考えられる。また、

第24図に示したB 3号墳第2主体部のズレの過程や丹後地震との関連について、通産省地質調

査所大阪地域地質センターの寒川 旭氏にご教示いただいた。寒川氏は、 B-3号墳第 2主体部

のズレについて、「この丘陵上の亀裂は、尾根筋に沿って標高の高い部分でのみ存在する。これ

らの亀裂は左右の振動によって、縦方向に亀裂が生じたものである。亀裂は、 北東方向に走って

おり、尾根の頂部で振動が大きくなるものである。このような震動による地形効果を『杉型雁行

亀裂』という 。また、 B-3

三む／手~¥:tむ号墳の第 2主体部のズレの現

象は、地震の振動によって古

墳の頂部に亀裂を生じさせ、

亀裂によって分断された地面

ははね上がり現象と沈み現象

がおこって段差をつくった。

レ75.000m

。 1m 

第24図 B-3号墳第2主体部の地震によるズレ
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第26図通り 2号墳第2主体部
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第27図通り3号墳第 l・第2主体部

墓墳の西側は正陵斜面にみえるが、これは分断されたことによる西側部分の沈み現象とズレ現象

によ って傾いたと判断できる。分断されたこ とによ って、個々の地震の振動の伝わり方が異なっ

たためと考えられる。Jとご教示いただいた（第24図）。

B-4号墳でも、 4条の地割れが北30～40度東の方向に走っている。古墳の頂部中央の地割れ

は、最大で幅約1.4mを測る。墳丘は、3条の地割れによ って破壊され、複雑なズレと隆起が各

所で起こっている。3基の主体部も破壊され、規模が確認できない状況であった。

また、 C-4号墳でも、墳丘の南西側が一部地崩れを起こ している。また、 表土掘削段階で浅

い地割れの痕跡を l条確認している。その痕跡は、 第2主体部の墓境埋土の断面観察の際にも確
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認している。このことから、 C支群でも地震の影響を受けていたことが判明した（第20図）。

発掘調査によ って、地割れや地滑り・地崩れなどの地震痕跡が確認された丹後地域の遺訴誌、

通り古墳群・阿婆田窯跡群（大宮町）・遠所古墳群（弥栄町）などがある （第25図）。

大宮町の通り古墳群は、 1991（平成 3）年に当センターが1～ 3号墳を調査した。3基の古墳の

墳丘頂部や墓境内で地震痕跡を検出している。地震の亀裂は北東方向を向いて走っていた。 1号

墳の主体部は軽度の破壊であったが、 2号墳の第2主体部では、東側に地滑りの跡と南側への若

干のズレが確認された（第26図）。また、 3号墳の第 1・2主体部では、地滑りの痕跡が顕著に現

われていた。主体部は東西方向に分断され、西側部分が地滑りを起こしていた。地滑りによる段

差は約0.6mもあった。ここでは、地割れだけではなく、地滑りの痕跡が確認され、スガ町古墳

群よ りも地震の被害が大きかったことを物語っている。この遺跡も郷村断層の南の延長にあり、

さらに山田断層にも近いところに存在していた（第27図）。

弥栄町の遠所古墳群は、当調査研究センターが1987（昭和62）年に調査したが、 9号墳の墳頂部

で北東方向に走る地割れと地滑りの痕跡を確認している。この地域は、仲禅寺断層がとおってい

るところである。

また、今年度に調査を実施した網野町の浅後谷南城跡（浅後谷南墳墓）でも、第 1主体部の墓墳

内に地崩れの痕跡が確認されている。この遺跡は、郷村断層の線上の東側のE陵上に存在してい

る（第35図）。

今回の調査で確認された地震痕跡は、今まで確認された遺跡よりも最も震源に近いところでの

検出である。そのため、地震による遺構の破壊は、過去に検出した地震痕跡よりも被害が大きな

ものであった。今後、 震源地周辺の遺跡での発掘調査では、地震痕跡との関係が重要となってく

るであろう 。

5. まとめ

今回の調査では、周知の遺跡であったスガ町古墳群の東隣りにある二つの尾根をB支群・ C支

群とし、調査を実施した。その尾根上に点在している古墳状隆起10基に調査区を設定し調査した。

その結果、調査対象地内においてB支群で3基、 C支群で l基の古墳を確認した。

B支群は、丹後地震で生じた地割れや地崩れによって墳Eや遺構が破壊されており、墳正の規

模や埋葬施設の規模が判明しない遺構が多かった。B支群で検出した埋葬施設は、どの古墳につ

いても小規模なものであった。B-1号墳は、小規模の埋葬施設が重複した状態で検出した。第

1主体部の墓墳は、小規模なもので、成人が埋葬できる大きさではなく、おそらく子供の墓であ

ったと考える。B-3号墳では、墳Eの規模から考えると、埋葬施設はすべて小規模なものであ

った。第 1主体部は 3基の中では最大であるが、木棺痕跡が確認できなかった。第2主体部も二

段墓墳ではあるが、小規模なものであった。第3主体部も小規模で簡素な土壌墓であった。また、

第2主体部は、地割れによって墓墳が破壊されていた。B-4号墳では、墳丘は地震の影響で破

壊され、墳形・規模も推定しづらいものであった。また、 3基の埋葬施設にしても、地割れによ

月
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って墓墳が破壊され、規模が確定できなかった。B支群の古墳は、いずれも地震の影響でひどく

破壊され、当時の形を保っていなかった。

B 3・4号墳については、中心となるような大規模な埋葬施設は存在せず、それぞれの埋葬

施設は小規模で、墳頂部の中心には位置せず、方位のなどの統一性もなかった。おそらく、首長墓

的なものではなく、集団墓地的な古墳であったと考えられる。

C支群は、B支群と比較すると地震の被害も軽かった。C-4号墳で検出した埋葬施設も 3基

のうち、 2基が比較的大きな埋葬施設であった。中心となる墓墳（第 l主体部）が中央に築かれて

いる。さらに、西側には第 l主体部よりも若干規模が大きい墓壌（第2主体部）が存在する。東側

の埋葬施設の第3主体部は、 小規模なものであった。この古墳は、B支群の古墳のような不定形

な墳形ではなく、方墳であり、 3基の埋葬施設も規則的に同一方向を向いている。そのことから、

B支群とは異なる埋葬形態をもつものであるといえる。

B支群 ・C支群の古墳の築造年代は、異なる時期であると考えられるが、すべての古墳から遺

物が出土しておらず、遺物から埋葬時期を想定することはできない。しかしながら、これまでの

丹後地域での調査例から、不定形な墳正と小規模な埋葬施設をもっB支群 1・3・4号墳は古墳

時代前期後半頃、定形化した方墳で、大規模な埋葬施設をもち、規則性をも ったC支群4号墳は

古墳時代前期末～中期初頭頃の築造であると考えられる。このことから、スガ町古墳群としたこ

の一帯は、時期によって墓域を移していったことがうかがえる。

スガ町古墳群があるこの地域では、時期は異なるが、十王堂遺跡などの集落遺跡も確認されて

いる。古墳も丘陵上に多数確認されており、古くから生活が営まれていたことが考えられる。ま

た、福田川流域には各地に遺跡があり、この辺りは当時は多くの集落があったと思われる。スガ

町古墳群もそれらの集落に伴う墓域であったと思われる。この古墳群の位置は、北側の谷筋が一

望できることから、南側の峰山町にぬけるこの谷筋の管理をしていた人々の墓域であった可能性

も考えられる。

今後の課題として、遺物（副葬品）を伴わない古墳の築造時期やその性格づけを明確に解明しな

ければならない。さらに、この古墳群がどのような集団によ って築かれたのか、どのような人々

が葬られているのか、周辺の集落との関係についても考えなければならない。

また、今回のように、 古墳が後世に地震によって破壊された例が、これからこの地域でさらに

確認されることが予想される。また、平地においても同様なことがいえるであろう 。地震によっ

て、遺構がどのように破壊されていったかなど注意して観察し、その過程を把握する必要がある。

そのためには、地質学などの他分野からの分析も重要になってくるであろう。今後、この地域で

は地震痕跡についても注意して、調査する必要がある。

（村田和弘）
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( 2 ）生野内城跡

1 .は じめに

今回、発掘調査を実施した生野内城跡は、京都府竹野郡網野町生野内小字目切に所在する。生

野内城跡、は、『京都府遺跡地図』所収の遺跡、であり、中郡峰山町と竹野郡網野町を結ぶ府道網野

lx0-38.700 ｜比一38.400

約三一白色弱

。

v ~ 86.400 

yo-86.300 

yo 86.200 
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京都府遺跡調査概報第83冊

峰山線沿いの山間地丘陵上に所在する。A・B・Cの3城跡が点在するが、発掘調査などが実施

されていないことから、城跡の詳細は不明である。調査地点は、生野内集落の北約500m付近、

西と東に分かれる生野内A城跡と同B城跡の中間部に位置する。最近の分布調査によって、 4本

の尾根部に郭状平坦面・古墳状隆起などが確認された。その内、 5か所が調査対象となり、生野

内城跡関連の遺構などの遺存状況を把握すべく調査を実施した。

2.調査概要

調査地点は、北から南方向に張り出す4本の主尾根の稜線上や、小規模な支尾根上に分散して

いる。調査の便宜上、5か所の調査対象地を西側から）｜｜買にA～E地点とし、試掘トレンチによる

調査を実施した。

(1) A地点

比較的大きな南北尾根の東側腹部に位置し、わずかに東側に張り出す小さな尾根筋に小規模な

階段状の平坦面が存在した。2本のトレンチを設定し調査を行ったが、遺構・遺物とも確認でき

なかった。地表面で確認した階段状地形は、トレンチ内の地山面でも明瞭に確認することができ

た。地表部の階段状地形はほぼ水平に山腹をめぐる状況にあり、現況は植林地であることから、

階段状地形は植林に伴うものと判断される。

(2) B地点

A地点の北約80m付近にあり、東にのびる支尾根上に小規模な平坦地2面が存在した。平坦地

を縦断するトレンチを設定し、遺構検出を目指したが、遺構・遺物とも確認できなかった。この

地点もA地点と同様に植林に伴う地形改変と判断される。

(3) c地点

標高約90mの尾根頂部に比較的緩斜面と なる平坦部が認められた。頂部と緩斜面部に 5本のト

レンチを設けた。頂部に設けた第 1トレンチでは、地表下約30～50cmで、地山とみられる軟質岩盤

（風化花両岩）面を確認した。精査の結果、南側緩斜面から小型の炭窯 1基を検出した。なお、他

のトレンチでも精査を行ったが、先述の炭窯以外の遺構は検出できなかった。

この炭窯（第30図）は、円形を呈し、直径約0.7m・深さ約0.13mを測る。底面はほぼ水平であ

り、遺存している壁面で見る限り、壁面は外上方に立ち上がる。一部の壁面には焼成に伴う焼土

が確認できた。また、窯の埋土中には細かい炭 ・灰の混入が認められた。

炭窯 ・各トレンチとも遺物の出土はみられない。

(4) D地点

C地点の東隣りの尾根頂部に位置する。調査地点は、標高約82m付近にあ り、賂院のコブ状に

高まる地形は古墳ともみられていた。十文字に配置したトレンチで調査を行ったが、遺構・遺物

とも確認されなかった。

(5) E地点

今回、調査の中で最も東に位置する調査地点であり、狭小な谷を隔てた東側丘陵上は生野内B
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焼変
城跡が所在する。北から南にのびる尾根稜線の先端部付

近に、比較的幅広な平坦部が存在した。平坦面中央を縦

焼変 断する基軸トレンチを設定するとともに、斜面部には 6

。

1.炭 ・灰混じり砂質土

2.；炎茶黄色砂質土

88.2町、

1円、

第30図 C-1地点炭窯実測図

3. まとめ

本の副トレンチを設けた。調査の結果、城跡に関連する

遺構・遺物は確認されなかった。

このE地点の調査では、地震に伴う地割れと地滑りの

痕跡を確認することができた。地割れと地滑り痕跡は尾

根筋と併走状態にあり、その検出位置は尾根の平坦面か

ら斜面に変わる傾斜変換線とほぼ同一地点である。第

2・第4トレンチでは、地割れ痕跡数本を確認した。

第5トレンチでは、上下方向約60cm程度の地滑り痕跡

を確認した。この地割れと地滑りの痕跡は、現地表面に

もその痕跡をとどめている。

今回の調査では、生野内城跡関連の遺構検出を目指した。時期不明の炭窯 1基を遺構として検

出したが、城跡に関連する遺構・遺物は皆無であり、各調査地点を城跡とする根拠を得られなか

った。炭窯が検出されたことから、この正陵部に散発的に人の出入りがあったことは事実として

認識される。各調査地点は、後世の地形改変や自然地形であることが判明した。

E地点で確認した地震痕跡は、昭和 2(1927）年3月の丹後地震に起因するものとみられ、調査

地の南西約400m付近を南東から北西に走る郷村断層の影響を強く受けたと判断される。

（竹原一彦）
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

( 3 ）浅後谷南城跡・浅後谷南墳墓

1 .はじめに

浅後谷南城跡は、竹野郡網野町高橋地先の丘陵尾根上に所在し、国営農地郷 1団地造成に先立

って尾根先端部で発掘調査を実施した。調査によって城跡関連遺構を検出するとともに、下層か

ら新たに弥生時代の墳墓も併せて検出した。新規に弥生時代墳墓を検出したことから、網野町教

育委員会の指導の元、墳墓に関しては浅後谷南墳墓の遺跡名称を与えることとなった。

浅後谷南城跡は、日本海に注ぐ福田川の河口から約 2km上流の右岸正陵上にある。城跡からの

眺望はよく、西側眼下に狭長な平地が広がっている。調査地点は、城跡が存在する尾根の先端部、

標高約28m付近の平坦部が対象となった。

現在、調査によ って検出・出土した遺構・遺物について、整理作業を進めているところである。

今回の報告は、主要遺構の概略報告にとどめ、詳細な報告は今後の整理作業の終了を待って行い

たい。

2.調査概要

調査開始に際し、平坦部にトレンチを設定し、試掘調査を実施した。試掘調査の結果、地表下

約40cmで風化花両岩層の地山面を確認するとともに、それほど古くない耕作溝群と柱穴を検出し

た。検出した柱穴を城跡関連遺構と判断したことから、その後は試掘トレンチを拡張して平坦面

のほぼ全面と斜面部の一部を調査対象とした。

調査の結果、城跡関連遺構として、尾根上の平坦面から掘立柱建物跡 l棟と建物を囲む柵列を

検出した。また、近世頃と判断する墓 l基（s x 1）を検出した。城跡関連遺構の精査を実施した

ところ、建物跡の周辺に土色・土質の変化が確認できた。さらに、周辺の精査を進めた結果、平

坦面からあらたに弥生時代の埋葬施設9基を検出した。

( 1）浅後谷南城跡関連遺構

①建物跡SB 1 （第34図） 平坦面のほぼ中央付近で検出した l間×l聞の掘立柱建物跡である。

建物跡は、軸線を尾根筋に合わせ、東西約2.7m×南北約2.4mの規模を測る。建物跡の主軸は座

標北から西に約28。振っている。柱穴掘形は方形を呈し、 一辺は50～60cm、深さは検出面（地山

面）から35～40cmを測る。柱穴埋土の精査によって、建物には直径20cm前後の柱が使用されてい

たことが判明した。出土遺物として、建物跡の北東隅柱穴（ p 1）の埋土中から鉄製庖丁 l点が出

土した。

②柵列跡SAl 尾根平坦面の中央からやや西側に片寄って、建物跡の 3方向を取り巻く状況

で検出した柵列である。柵列は、 平地や谷部に面する 3面に配置されている。平坦地の北側は尾

根筋の上部方向となるが、調査対象範囲外となるため柵列の延長については確認できない。柵列
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10m 弥生墳墓埋葬主体部

第33図 浅後谷南城跡検出遺構平面図

の柱穴掘形の大多数は方形掘形であるが、一部の柱穴に円形掘形が認められる。掘形規模は、建

物跡の柱穴掘形に比べやや小規模となる。掘形の埋土に残る柱痕跡は、直径約15cm前後の規模で、

あった。柵に伴う柱穴は一部に重複する事例があり、部分補修が行われたと判断される。

(2）浅後奇南墳墓関連遺構

平坦地の中央から、墳墓の中心埋葬主体部と判断される第 l主体部を検出した。さらに、第 l

主体部を取り巻く状況で、8基の埋葬主体部（第2～第9主体部）を検出した。このうち、第9主

体部は墓墳の規模 ・形状から無棺の土墳墓と判断される。他の第 1～第8主体部については、木

棺が使用されている。

墳墓は、尾根筋の上部側を大規模に削 り、一辺約20mの方形で平坦な墓域を削 り出している。

限られた範囲の調査であったため墳墓の全容に不明な点が多いが、確認した限り墳墓斜面も地山

削り出しによる整形を行っている。

今回の報告では、墳墓の中心主体部である第l主体部の遺構について述べる。
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第34図掘立柱建物跡SB l実測図

4m 

第l主体部（第35図）は、墳墓の中央部に設けられた大型の埋葬施設である。墓墳の主軸は尾根

筋に直交する。墓墳は、比較的幅広な長方形を呈し、地山を二段に掘り下げた二段墓壌と呼称さ

れる掘形をもっ。墓壊規模は全長約6.5m×幅約4.3mで、 一段目墓墳底までの深さは約1.2mを

測る。墓墳壁面の立ち上がりはきつく 、立ち上がり角は約71。である。壁面の四隅の仕上げは、

地山の岩礁脈が露出する南西隅を除き、残る 3方の隅部は比較的角立って仕上げられている。

一段目の墓墳底の中央には、木棺据付けの墓墳がさらに掘り下げられている。この二段目の墓

墳は、木棺より一回り大きく掘り下げられ、木棺外部は裏込めを行っている。二段目の墓墳規模

は、全長約4.6m×幅約2.3m×深さ約0.5mを測る。墓壊底は水平で平坦に仕上げている。墓境

底の東部には斜行する地震のズレ（上下約3cm）が認められた。

二段目の墓墳検出時点の精査によって木棺痕跡を確認した。木棺痕跡は裏込め土や棺内の崩落

土とは明瞭に異なり、淡黄色系の細かい砂粒として 3～ 5cmの厚み幅をも って検出でき た。木棺

司

iつd



京都府遺跡調査概報第83冊

痕跡、にみる平面形は隅丸長方形であり、全長約4.0m×幅約1.55mを測る。墓墳埋土の断面によ

って確認した木棺痕跡の形状から、この主体部には舟形木棺が使用されたことが判明した。木棺

痕跡の上端から棺底面までの深さは約70cmを測る。棺内底面には鮮やかな発色をもっ朱が、全長

E
O
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N
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27.0m 

1.旧表土（黒色粘質土）

2.暗貧灰色土

3.暗灰黄色砂質土

4.灰黄色砂質土

5.貧褐色粘質土

6.；炎茶灰色粗砂質土

7.第6層に白色小穣混入

8.第7層の白色礁が多量

9.茶灰色租砂質土（白色小型軽混入）

10.茶灰色粗砂質土

11.茶灰色租砂貨土（褐色土混入）

12.貧灰色土

13.淡黄色細砂（木棺痕跡）

。 2m 

第35図 浅後谷南墳墓第 l主体部実測図
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約2.2m×幅40～60cmの範囲に散布されている。特に、被葬者の頭部とみる東側の朱は発色も鮮

やかで、厚みをもっている。一方、足元側とみる棺内西部の朱は薄く、散布された範囲（幅）も頭

部側に比べ40cmとその幅を減じている。

副葬品として、棺内の頭部付近に多量のガラス製玉類と鉄製錐 l点が認められる。玉類として

は勾玉5点、小玉は200～300点にのぼる。勾玉の内2点は、小玉群から30cm程度西に離れている。

小玉出土地点は、朱散布範囲の東端に近く、近接しながらもおよそ3～ 4群に分かれる。勾玉3

点はこの小玉群に混じって出土した。特に、小玉群の内、東端の l群は整然と並ぶ小玉列で構成

されている。小玉の周辺及び直上に薄い木質痕跡が存在したことから、 3点の勾玉を含む小玉群

は束ねられた状態で、木箱などに納められていた可能性が高い。なお、先述の2点の勾玉は被葬

者の胸元付近に位置すると判断される。

棺外遺物と判断するものに鉄剣2点と棄の破片がある。鉄剣2点は、木棺北側側面の木棺痕跡

（淡黄色系砂）中から出土した。2点の鉄剣は、棺内底面から約lOcm上部に位置している。このよ

うな出土状況から、鉄剣は木棺腐朽に伴って棺外の上部から落ち込んだ可能性が高い。鉄剣の元

の位置は、棺身上端付近であったと判断される。鉄剣は、それぞれ切っ先を西に向け、約20cmの

間隔を保って出土している。なお、個々の鉄剣の出土レベル高はほぼ同一であった。

棺内の崩落土及び一段目墓墳底面から、弥生時代後期の聾の破片が出土した。出土した蓋は同

一個体であ り、いわゆる破砕土器供献と認識されるものである。また、墓上でも土器供献があっ

たとみられ、旧表土と判断する黒色粘質土中から高杯破片が出土している。

3. まとめ

浅後谷南城跡 ・浅後谷南墳墓の調査は、当初目的とした城跡施設を検出するとともに、新たに

弥生時代の墳墓の存在を確認し、多くの成果を得ることができた。

城跡関連施設としては柵列 ・建物跡を検出し、遺構の状況 ・立地などから物見櫓と判断される

ものである。建物跡などに伴う遺物がほとんどなく時期確定にいたらないが、中世山城の一施設

と判断される。周辺の山城として調査地の北約200mに浅後谷北城跡（城主不明）、同方向約700m

には勝山城跡（城主：高屋治部左衛門）、南約500mには公庄城跡（城主 ：森忠左衛門）などの山城

跡が正陵上に点在する。今回検出した城跡施設も、これらの中世山城と密接な関係にあったとみ

られる。

弥生時代墳墓は、同時に範囲確認を主眼に調査を実施した浅後谷南遺跡（調査地の南約100～

200m）と、特に密接な関係であったと判断される。両遺跡の位置関係、同時期の遺構 ・遺物の存

在 ・内容などから、 浅後谷南遺跡は集落であり、集落内の指導者層の墓が調査を実施した丘陵部

に葬られたと判断される。今回検出した第 1主体部は、同時期の丹後地域の墳墓の中でも墓境規

模が傑出したものである。副葬品・多量の朱の散布などの内容から、第 1主体部の被葬者は眼下

の福田川流域を統括した指導者層の一人と判断してよかろう 。

なお、調査地点の尾根上部側には、調査地とほぼ同規模な平坦面が階段状に存在する（第32図）。
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また、同E陵の最高所には浅後谷南古墳群が存在する。今回の調査成果を考えると、このE陵部

には弥生時代墳墓・古墳・中世山城施設が複合しながら、さらに幾つか存在する可能性が高い。

今後、継続中の整理作業を進めることによ り、さらに遺跡の性格を明らかにしていきたい。

（竹原一彦）

付表4 浅後谷南墳墓埋葬主体部一覧表

番号
墓 嬢 木 キ宮

出 土 遺 物 備考
形態 規模（m) 1』t；，玉F音•C量，、 規模（m)

二段 長 6.5 舟形 長 4.0 棺内；勾玉5 棺内底面に朱

幅 4.4 幅 l.55 小玉200～ 300 玉はガラス製

深 l.7 深 o.7 錐 l 破砕土器供献

棺外；鉄剣2

聾破片

墓上 ；高杯破片

2 二段 長 4.6 舟形 長 3.9 棺内；鉄剣2 棺内底面に朱

幅 3.1 幅 l.4 棺外；聾破片 破砕土器供献

深 l.5 深 0.7 墓上；

3 二段 長 3.6 割竹 長 2.6 棺内； 破砕土器供献

幅 2.0 幅 0.85 棺外；蓋破片

j采 0.6 深 0.45 墓上；

4 二段 長 3.2 箱形 長 2.0 棺内；勾玉 I 玉はガラス製

幅 l.8 幅 0.5 棺外；聾破片 破砕土器供献

深 0.8 深 0.4 墓上；

5 一段 長 2.8 割竹 長 2.0 棺内； 一部調査地外

申百 (1. 6) 幅 0.65 棺外；聾破片 破砕土器供献

深 0.7 j采 0.35 墓上；

6 二段 長 3.7 舟形 長 2.3 棺内； 破砕土器供献

幅 2.5 幅 0.65 棺外；査・蓋 ・聾破片

深 0.9 i采 0.5 墓上；

7 一段 長 3.1 割竹 長 2.1 棺内； 破砕土器供献

幅 l.8 幅 0.65 棺外 ；高杯破片

j采 0.9 深 0.45 墓上；

8 一段 長 2.8 割竹 長 2.0 棺内； 破砕土器供献

幅 l.4 幅 0.5 棺外；聾破片

深 0.8 1菜 ワ 墓上；

9 一段 長 1.4 なし 楕円形土壌墓

幅 0.8

深 0.5
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写真 l 土器溜まり実測風景 写真2 小型丸底査（4）出土状況（流路 1) 

機により遺構 ・遺物の多くみとめられた層位まで、ていねいに掘り下げていった。重機掘削の終

了した トレンチから、再び人力で遺構検出作業にはいった。重機掘削の時点から大量の土器が出

土した 7トレンチと 3トレンチの精査は、たいへん難渋し、最終日である翌年の 2月26日までか

かった。3トレンチからは、自然流路内で弥生土器及び古墳時代前期かけての土師器が多量に出

土した。7トレンチからは、遺構では平安時代～古墳時代の柱穴痕や、古墳時代前期の流路跡が

検出され、遺物では主に弥生時代～古墳時代前期の土器が多量に出土している（第37図、写真

1・2）。 3・7両トレンチの土器溜まりの精査をほぼ終え、かつ他のトレンチの状況も明らか

になった 1月29日に、浅後谷南城跡とあわせて現地説明会（参加者約50名）を開催した。さらに、

2月5日にはラジコンヘリコプターによる空中写真撮影及び図化作業を業者委託により実施し

た。調査も終盤となった 2月9日、 7トレンチの流路跡（土器溜まり）の下層から新たな流路跡を

検出し、その流路底から梯子や板状木製品が出土したO また、その東側を掘削した結果、大がか

りな導水施設を検出するに至った。2月19日にようやく導水施設の全体を出し切り、写真撮影や

実測などの最終的な記録作業をすすめた。2月25日に導水施設一式の取り上げ作業を行った後、

2月26日にすべての作業を終了した。

~~~く1

0 10cm 

第37図 流路内出土土器（導水施設より上層）

4は、写真2

q
L
 

dAτ 
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3.調査概要

ほとんどの トレンチで水田耕作

士、さらに灰褐色砂質土（lOcm前

後）の直下で平安時代の遺構 ・遺

物を含む暗灰褐色系の細砂質土の

堆積が認められた。7トレンチで

は、この面で直径20～25cmの多数

の円形柱穴痕や、溝状遺構を検出

した。さらに下層では、赤味がか

った暗黒褐色系粘質土を埋土とす

る柱穴痕や、自然流路跡 ・溝状遺



国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

構などが検出され、共伴する遺物から古墳

時代前期のものであることがわかった。こ

の時期の掘立柱建物跡が存在するかは検討

中である。数本の自然流路の切りあう暗黒

褐色土層の下は、暗青灰色砂粒の広がりが

認められ、扇状地内における氾濫原を形成

しているようである。暗青灰色砂粒には、

弥生時代後期の土器を多量に含んでいる。

以上のことから、浅後谷南遺跡が少なくと

も弥生時代後期 ・古墳時代前期 ・平安時代

の遺構・遺物を包蔵する複合遺跡、であるこ

とが明らかとなった。以下、調査の最終段

階、 7トレンチから検出した導水施設（第

38図・写真 3）について記しておきたい。

導水施設は、トレンチを北東から南西方

向に流れる小規模な流路跡の北岸に接岸し

た状態で検出した。流路跡の現存する規模

は、長さ約13m分 ・幅 2～ 3m・ 深さ約

0.3mを測る。

導水施設の本体は一木造りで、全長約

3. 5mを測る。中間部に水貯め用の槽（約

1. 1 m×約0.6m）を、その前後に樋（幅約

0. 29m）をもっ特異な形態である。下流側

の出水口のか所は、上流側の入水口とは異

なり、内側に滑らかな絞り込みの造作が認

められる。約0.1 m前後の深さをもっ槽も

滑らかな仕上がりである。また、上流側の

端部は横板と杭を用いて簡便なせき止めを

行っている。横板の上辺は、樋に水が落ち

るようにほぼ半円形に扶られている。この

横板は、何らかの転用部材と思われる。さ

らに、この本体の北側に密接して足場用の

板が設置されている。出土遺物は、古墳時

代前期の土師器（布留式）や桃の果核が出土

している。所属時期は 4世紀前半といえる。

e一一一一
出oε・6~ ＝1

L_  
b 

b 
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写真3 7トレンチ導水施設検出状況（東から）

この導水施設から下流約4mのところで、梯子と板状木製品が出土している。これらは原位置を

とどめない。

4.まとめ

今回の調査では、8か所のトレンチを設定し掘削を開始したが、すべてのトレンチで、遺構 ・

遺物を検出した。主に、弥生時代後期 ・古墳時代前期～平安時代の自然流路、溝状遺構、柱穴痕

（掘立柱建物跡）である。平安時代及び古墳時代の掘立柱建物跡の広がりは、各トレンチの柱穴痕

の存在状況からわかる。さらに、古墳時代前期の流路跡の検出は著しく、土師器を大量に投棄し

ているもの、木製品（杭 ・導水施設）を据え付けているものなどがある。投棄された土器は、小型

丸底査と高杯が高割合を占め、体部に穿孔をもつものが含まれていることや、多くの桃の果核が

出土していることから、祭杷的な性格がうかがえる。 1993年までのデータであるが、京都府内に

は、溝・河川を対象とした祭杷遺跡（遺構を含む）はおよそ10か所で知られて氏る。さらに、古墳

時代前期（布留式期）の導水施設は、形態的に前例がなく、貴重な資料となろう。古墳時代の導水

施設は、奈良県南郷大東蓮跡・ 三重県城之越選跡 ・長野県屋代遺威辞なとマで、報告されている。多

くの事例が、導水施設の農耕儀礼に伴う流水・湧水祭杷的な側面と、水利 ・濯j既などの実用的な

側面から記述されている。本例も、複数の性格をもっといえる。

今回の調査では、多くの遺構・遺物を検出したことから、この遺跡、の周辺は古くから集落の拓

けた地域であることが明らかとなった。3トレンチからは、浅後谷南城跡の下層から検出された

弥生時代後期後半の墳墓と同時期の遺物も多量に出土している。ある時期、墓と集落の関係を築

いていたのであろう。さらに、流路跡に伴い、多量の古式土師器（布留式）や、木製品 ・導水施設

が出土した 7トレンチは、浅後谷南遺跡全体の性格を考える上で多くの問題を提起したといえる。

（黒坪一樹）
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( 5 ） 芋野城跡

1 .はじめに

芋野城跡は、京都府竹野郡弥栄町字芋野に所在する。この芋野という地名は、「丹後国竹野郡

芋野郷採部古与曽赤春米五斗Jと墨書された奈良時代の木簡が平城京から出土したことで著名で

ある。奈良の平城京と丹後地方が、赤米を通じて交流していたことを具体的に示す資料である。

時代は下って、 芋野城跡は中世の丹後地方を広く治めていた一色氏の居城のーっと考えられ、

調査地周辺にはシミズ谷城・堤城・吉沢城・ 菩提城など、 一村落一城といわれるほど多くの中世

の山城が知られている。芋野城跡は、 『京都府遺跡地図』によると、平野部に向かつて東西にの

びる尾根上にその範囲が推定されている。また、 『竹野郡誌』によると、山城の本体（本丸）はよ

く残存し、石垣・土手 ・馬場 ・通路などを有しているようである。しかし、全体の規模や構造は

まだまだ不明な点が多い。今回の調査地は、芋野城跡のなかでも、平野部からかなり奥に入った

ところにある （第39図）。 標高120～130mを測る 3か所の尾根上の調査地（第1区～第3区）にトレ

ンチを設け、山城関連の遺構検出をめざし調査を開始した（第40図 ・空中写真）。

2.調査概要

トレンチは、古墳状隆起の頂部から斜面及び裾部にかけて広く設定した（第40図）。

第39図芋野城跡調査地位置図
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第1区は、尾根の頂部（ピーク）が細い切り通しの道で二分される。その東側の頂部で赤褐色粘

質土の堆積が約60cmの厚さで認められた。これは、切り通しの道をつける際に廃土が盛り上げら

れたものと考えられる。遺物は、表土直下で底部糸切りの土師器杯がl点出土した（第41図）。

時期は、平安時代のものである。このことから、山城に関する何らかの遺構や、経塚や古墓など

が存在した可能性を指摘できるが、今ではその痕跡は完全に失われている。

第2区は、浅い表土直下で堅い地山（岩盤）面となり、遺構の存在は認められなかった。四分法

で設定したトレンチの中央部で、人頭大の円礁を確認したほかは、遺物の出土もみられない。

第3区は、最高位の古墳状隆起と思われたところは、表土直下で地山（岩盤）が露出し遺構・遺

第40図 芋野城跡調査トレンチ配置図
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物は検出されなかった。これに続く尾根の裾部

で、喋層や暗赤褐色粘質土層の厚い堆積を確認

した（第42図）。 岩盤までの堆積の深さは、深い

ところで、約70cmを測る。出土遺物はなく、人為

的な遺構の痕跡も認められないことから、トレ

ンチを斜めに縦断する自然堆積層と考えられる。

、、

。 10cm 

第41図芋野城跡土師器杯

3. まとめ

今回は、第 l～ 3区でトレンチを設定して掘削した。その結果、第 1区で土師器の断片が出土

したほかは、 芋野城跡に関する遺構・遺物は検出されなかった。山城跡に関する形跡がないこと

から、芋野城跡、の範囲を再考する一つの材料を提供したといえる。しかし、広範囲にわたる芋野

城跡の限られた部分の調査であるため、今後とも慎重な検討が必要である。

1 

2 

（黒坪一樹）

3 

4 

空中写真芋野城跡（1 . 2 ）、調査地全景（3・4)
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( 6 ）愛宕 神社古墳群

1 .はじめに

愛宕神社古墳群は、竹野川右岸の大成山から派生する丘陵上に位置する。調査地は標高78～80

mの丘陵尾根上で、周辺は山林であった。なお、調査直前まで愛宕神社の社殿があった。西方眼

下には堤の集落、水田が広がり、北方の溝谷地区の丘陵上には前期古墳の溝谷2号墳がある。さ

らに、竹野川を挟んだ対岸の丘陵には「青龍三年J銘鏡が出土した大田南5号墳など、大田南古

墳群が眺望できる。

今回の調査地は、中世の城館跡に比定され、昨年度は調査地の南の丘陵上ではシミズ谷城跡を

確認している。そして、この地は、当初は堤城跡とされ、昨年度、弥栄町教育委員会が試掘調査

した結果、神社の境内がl号墳であることが判明した。これらの成果を踏まえて、今年度、当調

査研究センターが 1号墳及びその周辺の遺構を詳細に調査するに至った。

2.調査概要

調査対象地は、 l号墳 ・3号墳のほか、南方の尾根上に古墳状の隆起が見られたことから、対

象面積を広げ、最終的に1,800m2とした。 l号墳は、前年の調査では表面の観察から方墳、主体

部は木棺直葬墓、時期不祥であった。3号墳は、 1号墳の北側で新たに発見したものである。調

査の結果、前述の古墳状隆起には古墳に関連する遺構・遺物などは全くなかったが、中世末期の

古墓、時期不明の小形炭窯を検出した。

( 1) 1号墳（第43・44図、図版第35～37)

①墳正（第44図）

愛宕神社の社殿が建立された時期（近世）に削平され、特に西斜面に石の階段が取り付けられた

時期に開削が著しく、墳形がわかりにくい。しかし、墳正基底部の北辺と南辺については、それ

ほどの改変が見られず、南辺と北辺の一部は尾根筋に直交して削り出し、墳Eを整えている。墳

正上の盛り土は神社の造成に伴うものである。墳形は、一辺約20m・残存高約1.3mを測る方墳

である。葺石・埴輪などの外表施設は認められない。

盛り土以下の層序は、 (1）木痕が残存する淡緑灰色を呈する腐植土を多く含む砂質土（旧表土）。

墳丘上の西半部に厚く堆積し、時期については不明である。（2）遺物を含まない地山である淡黄

褐色土（主体部の基盤層）の層順である。

②主体部（第45図）

墳Eの中央部からやや東側で南北に主軸を持つ主体部を一基検出した。主体部は、 二段に穿か

れた墓墳に組合式木棺が据え付けられた、木棺直葬である。

墓墳の規模は、長辺約 7m・ 短辺約2.6m・深さ約 lmを測り、 2段目直上までは約0.7mであ
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る。2段目の規模は長辺約6.5m・短辺約0.8m・深さ約0.3mを測り、木棺の大きさとほぼ同じ

であることから、木棺を設置するための土壌である。墓墳の底面の高低差は南側で3～ 4cm低い。

木棺の形態は、「HJ型と呼ぶ組合式箱形木棺である。2枚の仕切り板と南端の白色シルトを

積み上げて（ここにも仕切り板があった）、棺を大きく 3室に分ける構造である。木棺の規模は、

長さ約6.lm・幅（内法）は0.6～0.7mを測り、北側に行くに従って幅広になる。棺の側板痕跡は、

厚さ 5～ 7cm・残存高45cm、仕切り板の厚さは8～lOcmを測る。

第43図調査地周辺地形図（1/2,000) 

ハU
「
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木棺の埋設方法は、 2段目の墓墳の底を棺底として東西に長側板を置き、仕切り板、白色シル

トをはめ込む。それと同時に、側板の外側には粘土質、砂質土を互層にして固く充填し、棺の設

置が完了する。棺底は南半が若干低いため、淡赤褐色土（地山）を敷き詰めて北の棺底と同一レベ

ルにそろえている。棺底の板材は用いられなかったと思われる。棺蓋の有無は不明であるが、土

層断面の観察から、ある一定期間に空間が保たれていたと思われる。

＼＼＼  

＼ ＼ ＼  

0 10m 

第44図 l号・ 3号墳地形図

ーム「ひ



第45図 l号墳主体部実測図

1.黄褐色粘質土（白色シルト混）

2.黄褐色粘質土（白色・赤褐色土混）
3.黄褐色粘質土（白色・赤褐色土混）

4.黄褐色粘砂質土（白色シルト多く混） ｜仰 '-.) U「 11～54-11 
5淡黄褐色粘質土（白色土混）
6目黄褐色土（灰色粘質土混土：崩落土）
7.黄褐色粘砂質土（炭化物混）

8.6に同じ（白色シル ト多く含：崩落土） O 50cm 

9.黄褐色土（灰色粘砂質土混土）

10.灰色粘砂質土（黄褐色土 ・赤褐色士混） 第46図 1号墳主体部詳細図

11. I炎茶褐色粘質土（炭化物含） （番号は遺物実測図の番号、 トーン部は朱）

木棺内の空間は前述のとおり 3室に分かれる。この空間を北から「北副室」、「主室J、「南副室」

と呼ぶことにする。各室の呼称名は、後述する遺物出土状況から便宜的につけたものである。各

室の規模は、主室の長さ約1.9m・幅0.65～0.7m （北側が広い）を測り、棺底はほぼ水平である。

南副室の長さ約1.9m ・幅0.6～0.65mを測 り、棺底は主室 より 2～ 3cm低いがほぼ水平である。

北副室の長さ は、北端が崩壊しているため不明であるが、側板の長さは lm・幅0.7mを測る。

主室と南副室が同型、同規模であることが注目される。

③遺物出土状況（第46図、図版第37)

遺物は、ほ とんど棺底から出土したもので、銅鏡、竪櫛 1点以外はほぼ水平に保たれ、人為的
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0 5cm 

第47図銅鏡出土状況実測図

に埋設されたものである。しかし、これらがすべて原位置にあるとは限らず、 二次的に「移動」

した状況もみられた。この観点から、各遺物の出土状況を検討し記述する。

主室 銅鏡2面（2型式 ：斜縁四獣形鏡、斜縁？）、鉄万 l口、玉類（勾玉4点、管玉18点、ガ

ラス玉196点）、竪櫛大4点、小3点、水銀朱などが出土した。

銅鏡は、 2枚とも棺の南東隅で、鏡片は 8片が故意に分割され重ねられており、仕切り板に立

て掛けられていた。鏡面はほとんど内側（被葬者）を向いている。鉦の残る破片鏡は、 二次的に倒

れたものである。鏡の破片は土圧によるものでなく、人為的な、いわゆる破砕鏡である。

鉄万は、棺の東側板に沿い、刃部は外側に、切先を南に向け、ほぼ水平に置かれている。全長

は87cmを測る。把には極細の糸がキメ細かく巻かれている。把頭は腐蝕が著しく、形態は不明で

ある。万身には鞘の木質があり、鞘口部分には黒漆が残存する。

竪櫛は、管内の北側中央部で中形3枚と小形3枚、西側板沿いで大形l枚を検出した。大小の

櫛各 l枚がセットとなり、 3セットが半円状に櫛先を西、南西に向け配される。竪櫛の上面及び

周辺には水銀朱が分布しており、被葬者の頭位にあたるものと推察される。西側板の櫛は、歯先

を下方に向いており、側板に立て掛けていた。

玉類は、棺の北部に集中し、おおきく東西に分かれる。東側は、勾玉2点と管玉18点が横並び

する。管玉は糸で連接している。一方、西側は勾玉 l点とガラス小玉の組み合わせが広く分布す

る。さらに、仕切り板痕跡にも小玉が点在する。側板の竪櫛付近でガラス小玉に混じって小さい

ガラス製の勾玉がl点あった。

北副室 直万鎌 l点、有肩鉄斧 1点の農工具類、ガラス小玉が出土した。

鉄製鎌は、東の長側板に接し刃部は外側に向き、刃先は北に少し傾く 。

鉄斧は、仕切り板の東側に沿って、刃先を棺底につけ側板に向ける。若干移動しているようで、

もともと側板に立て掛けていたものであろう 。

ガラス小玉は、主室から連続して分布しており、ばらまかれたものか、或いは棺上から落下し

たものと思われる。

円
〈

υ
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第48図 3号墳主体部実測図

1.褐灰色粘砂質土 2.黄褐色粘質土

3.淡黄褐色粘砂質土 4.黄褐色粘砂質土

5.暗黄褐色粘砂質土

南副室 鉄剣 l点、竪櫛3点、万子3点が出土し、

ほぼ原位置を保つ。

鉄剣は、仕切り板にほぼ平行、切先を西に向け水

平に置かれる。柄、刃部に木質が残る。

竪櫛は、櫛歯の残りがよく、鉄剣の万身の下から

少しはずれているが3枚重なり合っていた。歯先は、

いずれも西方向である。

刀子は、側板に沿って切先を南に向ける。3本の

うち、東側の万子は蕨手万子で刃部を外側に向ける。

他の2本は側板に接して刃部を内側に向けている。

(2) 3号墳（第48図、図版第38・39)

①墳正

l号墳の北方約lOm、主体部が木棺直葬の古墳で

ある。墳正は、後世の削平のため認められず、墳形

及び規模は不明である。表土下30cmほどは l号墳の

近世盛り土に似た士層であることから、愛宕神社の

造営時に改変され、植林時の耕作跡とも考えられる。

②主体部

墓墳は、南北に主軸を持つ長方形を呈し、その規

模は長辺約3.8m・短辺約0.9m・深さ約0.3mを測

る。棺の形態は、小口が丸みを帯び、棺底が湾曲し

ていることから、舟形木棺である。棺の規模は長辺

約3.3m・短辺約0.4m・深さ約0.3mを測る。堆積

土は、腐植土混じりの黄灰色砂質土で、かなり砂質が強いことから、棺内はある期間空間が保持

されていたと思われる。

③遺物出土状況

棺内から鉄剣、鉄製鋤先、錨各 l点、棺外から鉄鉱14点が出土した。これらは土層、棺底の形

態などから原位置が保たれているとはいいがたい。鉄剣は、棺の中央、主軸よりかなり振れるが、

ほぽ棺底に近い。切先は、南に向き水平を保つ。

鋤先は、棺の南端、歯先は北を向き東へ傾く 。この下には錐があり、刃部を北に向け、ほぼ水

平に近い。

鉄鉱は、棺外東側よりの鍛先を北に向け束ねられている。鍛身と矢柄が一体になって残存して

おり、原位置からあまり動いていないと思われる。

(3）中世末の古墓（第50図、図版第40)

古墓は、 l号墳の南約20m、正陵頂部で検出した。墓墳は長方形を呈し、その規模は長辺約

A
斗
A

F
h
d
 



0. 9m ・短辺約0.6m・深さ約0.5mを測

る。堆積土は主に淡黄灰色の砂で、 一部

棺側の朽ちた痕跡があった。出土遺物は、

鉄製釘、小万、土器などがある。釘は、

棺底と側板の中段で出土した。小万は棺

底で、土器は土壌の上面で出土した。

3.出土遺物

a. 1号墳出土遺物

①鉄万（第51図、図版第43)

刀身87cm、反りのない直万である。万

身の長さ67cm・幅4.0cmを測る。万身に

は鞘の木質が残り 、鞘口部分は黒漆が残

る。関部の形状は斜角の切り込みがある。

把は万身より闘を境にして少し屈曲す

国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要
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る。柄間は柄木を目釘で固定し、極細の

糸を密に巻き黒漆が塗布される。柄頭は 第49図古墳状隆起地点地形図

全長38cm・刃部長28cmを測る。

刃部は、関部から 5cmの位置が最

大幅で、 3.0cmとなり、切先近く

で2.0cmと若干狭くなる。刃部中

軸線の稜線は明瞭でなく、刃の断

面は凸レンズ状を呈する。刃部に

は鞘の木質が残る。関部は片側の

み撫角で、浅い切り込みが見られ

る。把の幅は鞘口2.Ocm ・把尻

l.6cmで

は細長い長方形を呈し、厚さ 4阻

である。

③万子（第54図12～14、図版第43)

12は、 全長12.lcm・刃部幅l.2cmを測る。万身は刃部、背とも内反りで、断面は平棟平造りで

ある。関部は撫角で段差がなく、曲線的な柄が取り付く 。この湾曲した柄には目釘孔はなく、柄

木質が少し残るが、腐朽が著しいため不

明である。

②鉄剣（第54図11、図版第43)

由刊
弘
司
川γ札、ふ＼

ba
 

E
刊に
H
J

a 

~5 

a’ 
戸／／

a 
1.淡黄白色粘質土

2.淡黄白色砂

3.黄白色砂

4.黄褐色砂（符材の痕跡）
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第50図 中世墓実測図
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E 第52図 l号墳出土銅鏡実測図(1)
υ 

~11 頭は平坦面を持つ。これは蕨手万子の類である。13・14は、全長10.9cm ・ 

9. Ocm ・刃幅l.5cmを測る。刀身の脊は直線的で、刃部は少し反りを持つ。

13の関部は、刃部側に斜角をなし、脊側には段差がない。一方、 14は関が

ない。13・14とも目釘干しはない。

④鉄斧（第54図15、図版第43)

全長11.6cm・刃部幅8.2cmを測り、中形の有袋式有肩鉄斧である。袋部

は断面隅丸方形を呈し、刃部まで筒状にふくらむ。袋部の接合面は中央部

で綴じる。刃部は肩の張り出しが直角に近い。刃部の厚さは基部で2.2cm

で、断面は鋭角で鋭い。鍛造の縦斧である。

⑤鉄鎌（第54図16) 鍛造の直刃鎌である。

⑥櫛（第54図l～10、図版第44)

櫛は竹製、黒漆が全体に塗布された竪櫛。製作方法は竹ヒゴを10数本密

に並べ、中央を糸で綴じる。これを曲げて半円状の頭部と歯との境に糸を

幅l.6cmの帯状に巻き固定する。黒漆は頭部、歯に至るまで塗り固める。

櫛は大型、中型、小型に大別できる。大型（ 6～ 8・10）は、全長約

14cm（推定）・頭部長3.9～4.6cm・幅4.6～5.2cm、頭部の帯状の幅はl.6cm

を測る。中型（ 4・5・9）は、頭部長3.2～3.8cm ・幅3.8～4.0cmを測る。
第51図 l号墳出土

鉄万実測図
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帯状の幅l.Ocmを測る。小型(1～ 3）は、頭部長l.5～l. 6cm ・幅1.7cm・帯状

の幅0.6cmを測る。頭部の厚さは大型と中型は変わりないが、小型は明らか

に薄い。大型と中型の違いは頭部幅、帯の幅の大きさによって区分できる。

小型は、機能的側面より装飾的な櫛である。

⑦銅鏡（第52.53図）

斜縁四獣形鏡と型式不明鏡の 2面がある。

斜縁四獣形鏡（第52図、図版第41) 全面を復原的に見ると、深い緑色と風

化の進んだ緑青色が大半を占めるが、全体の鋳上がりは よい。直径 ---
12. 8cm（推定）、面の反り 0.2cmを測る。偏平な半円球の鉦を中心に周辺に乳 第53図 l号墳

出土銅鏡実測図（2)
を4個配した内区を設け、銘帯、櫛歯文帯、鋸歯文帯、仮称「U」字形文帯 S=3/5 

からなる外区を設ける。その聞に三重の圏線で内外区を画する。鉦は高さ0.9cmを測り 、半球状

の断面を呈する。鉦孔の断面は偏平な長円形を呈し、下位の鉦座に接する。紐座は直径2.7cmの

低い正円形である。

内区地文部は、 4乳に分画されている地にそれぞれ半肉彫の獣形を描くが、 l分画で完結する。

主文様として虎の顔、胴、尾などが観察できるが、その他は同獣形かは不明である。しかし、似

た文様が乳付近で曲線文、列点文などが見られることから四獣形鏡と思われる。乳は頂上が丸み

を持ち、直径 1cmの乳座におさ まる。各乳の間隔は等しくなく、正方形の位置にはない。

外区は、銘帯、文様帯、素文の斜縁からなる。各文様帯は圏線を介して少しずつ段差があり、

全体に反りをもっ。

銘帯は、低く肉彫りされた 「自」、「有」、「而J、「口Jの4文字が判別できる。間隔からいえば、

かつては 6文字程度であったと思われる。櫛歯文帯は、放射状に展開し、界線がないため鋸歯文

帯と連接して一体感がある。鋸歯文帯は、外向鋸歯文が明瞭に肉彫りされている。しかし、鋸歯

文の頂点は界線によ って潰れているところがある。「U」字形文帯は、鋸歯文帯より低い段にあ

る。「UJ字形文は半肉彫りで横向きに一周配しているが、各々の文様は形、大きさが異なり 、

その間隔も微妙に違う。

縁は、無文で「UJ字形文帯から斜め上方に立ち上がる。頂部の稜線は丸みを帯びる。縁外側

は斜め下方に向き、端は丸くおさめる。

この鏡の型式は、斜縁四獣形鏡と思われる。外区の「UJ字形文帯は非常にめずらしい。この

鏡は舶載鏡である。

銅鏡（第53図、図版第44) 前述の四獣形鏡と混在して出土しており 、外区鋸歯文帯と斜縁の破

片のため詳細は不明である。鏡の鋳上がりは 1と同程度である。直径13cm（推定）を測る。

鋸歯文帯は、半肉彫りで外向鋸歯文である。スリムな二等辺三角形を呈し、頂点は縁に接し、

あるいは縁の内側斜面に至るところもある。縁は、鋸歯文帯から膨らむように立ち上がり 、頂点

は大きく丸みを帯び、斜め下方に向き端部を丸くおさめる。全体にlより鋭さはないが、おそら

く舶載鏡であろう 。
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

③玉類（第55図、図版第42、付表 5)

勾玉・管玉・ガラス小玉などがみられる。

勾玉（ 1～4) 4以外は菊翠らしい硬玉、軟玉である。 1・2は、淡い緑がかった乳白色の色

調で、表面は光沢をもっ。頭部の穿孔は直径 1mm、両面から穿つ。3は、薄い黄色味を帯びた白

濁した乳白色の色調を呈し、光沢がない。頭部の穿孔は、両面からであるが、新たに半ば重複す

る片面穿孔があった。この孔にガラス小玉が装填されていた。4は、滑石に近い石材であろう 。

色調は、緑青色を呈し、頭部片面穿孔である。

管玉（5～19) 全長2.0～2.9cm ・直径0.3～0.4cmを測り、大きさのばらつきがある。内孔は両

端穿孔で、端部はていねいに整えられ、その横断面は正円形である。色調は、少し風化が進んだ

淡緑灰色を呈し、石材は緑色凝灰岩である。

小玉（20～200) 全長 2～5mm・直径 3～6mmを測る。小玉の横断面はほぼ正円形、側面は水

平、斜線状の 2種類があることから、型造り、切り割り造りの両技法が用いられた。色調は黄緑

色、紺色、スカイブルーなど、さまざまである。一部茶褐色を呈する小玉は、石製品（滑石系統

か？）のものが含まれる。

付表5 愛宕神社 l号墳出土玉類観察表（単位は凹）

番号 種類 長 中国 干し径 色調 備考

1 勾玉 30.0 9.9 1. 7 淡乳緑色

2 イシ 29.6 9.4 1. 8 ’〉

3 ペ， 24.9 8.0 3.8 淡乳黄色 厚さ
1. 75 

4 ，， 8.8 2.4 1. 4 乳緑色

5 管玉 19.6 3.8 1. 9 淡緑色

6 ぞ〉 20.5 3.9 1. 9 ク

7 イシ 23.6 3. 7 2.0 イシ

8 イシ 24. 7 4.0 2.2 イシ

9 イシ 25. 1 4.1 2.0 今

10 ,,, 25.5 4.1 2.3 ’》

11 今 24. 7 4.1 1. 8 ，， 

12 ，， 26.0 4.0 2.0 ，， 

13 イシ 26.l 4.2 2.1 ，， 

14 イシ 27.2 4.1 1. 9 ，， 

15 今 27.4 4.1 1. 9 ，， 

16 イシ 27.5 4.0 2.3 ，， 

17 イシ 28.9 4.1 2.2 ，， 

18 イシ 29.9 4.1 2.5 ，， 

19 ガラス管玉 12.0 4.9 1. 5 淡青色

20 ガラス小玉 3.9 4.8 1. 9 濃紺色

21 イシ 3.2 5. 1 1. 5 淡青色

22 今 3.3 4.5 2.0 ，， 

23 イシ 3.9 4.5 2.0 ，， 

24 。 3.4 4.6 1. 9 ，， 

25 今 2.3 3. 7 1. 8 紺色

26 ガフス小玉 2. 7 5.9 2.1 j炎青色

27 。 3.9 3.8 1. 3 ，， 

28 今 3. 7 4.0 1. 9 。

29 今 3.2 4. 7 1. 8 濃紺色

30 4シ 3.9 3.4 1. 0 淡青色

31 イシ 3.6 3. 7 1. 7 イシ

32 イシ 2.9 4.5 1. 7 ，， 

33 ク 3. 1 4.3 1. 2 宅ヤ

34 今 4.0 5.3 1. 7 死〉

35 ク 4.2 6.5 1. 9 濃紺色

36 イシ 2.9 5.3 1. 9 紺色

37 ィシ 3. 7 5.3 1. 9 j炎青色

38 今 3.8 4.0 1. 5 イシ

39 4シ 3.3 3.9 1. 7 名〉

40 今 2.4 4.4 1. 4 紺色

41 。 3.6 4.6 1. 8 j炎青色

42 。 2. 7 5. 1 1. 9 紺色

43 。 3.3 6.2 2.8 今

44 ,,, 1. 8 4.2 2.0 i炎青色

45 砂 2. 7 4.3 1. 7 イシ

46 石製小玉 3.2 5. 1 2.1 茶褐色

47 ガラス小玉 4.1 4.1 1. 3 淡青色

48 。 4.5 5.4 1. 8 イシ

49 。 4.4 5. 1 1. 4 今

50 。 3. 1 3.4 1. 2 今

51 イシ 3.9 4.5 1. 7 イシ

52 ,, 3.5 4.1 1. 5 紺色
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53 ガラス小玉 3.0 4.1 1. 7 紺色 102 ガフス小玉 3.3 3.6 1. 2 i炎青色

54 ク 4.4 5.9 2.6 淡青色 103 ，〉 3.3 4.0 1. 7 ，， 

55 ，〉 4.0 5.4 2.2 紺色 104 ，〉 3.0 4.4 1. 7 ，， 

56 。 4.4 4.6 1. 6 イシ 105 ，， 3.5 4.6 1. 6 紺色

57 ，， 2. 7 4.8 1. 7 淡青色 106 ，， 3.2 4.0 1. 5 i炎青色

58 ，， 3. 1 4. 7 1. 3 紺色 107 宅〉 2. 7 3. 7 1. 1 ，， 

59 ，， 3.9 4.9 2.9 淡青色 108 ，， 2.0 5.8 1. 9 ，， 

60 ,, 3.8 4. 7 1. 9 紺色 109 石製小玉 2.5 4.9 1. 9 茶褐色

61 イシ 2.2 4.9 1. 9 イシ llO ガラス小玉 2.6 4.2 1. 7 紺色

62 ，， 3.9 4.3 1. 7 j炎青色 lll ，， 4.4 6.4 1. 9 濃紺色

63 イシ 4.8 4.6 1. 4 イシ ll2 ，， 2.9 5.3 2.0 紺色

64 石製小玉 3. 1 5.4 2.3 茶褐色 ll3 ，〉 5.5 7.8 2.3 ，， 

65 ガラス小玉 3.0 4.2 1. 3 淡青色 ll4 ，， 2.2 4. 1 1. 9 i炎青色

66 宅， 2.5 4.8 1. 8 イシ ll5 ウ 2.3 4.3 2.0 ，， 

67 ,, 3.5 5.0 2. 7 紺色 ll6 ，， 2.4 3.8 1. 3 ，， 

68 今 3.5 4.0 2.0 i炎青色 ll7 ，〉 2.5 4. 7 2.5 ，， 

69 ，， 3.4 4.5 1. 7 濃紺色 ll8 宅ヤ 2.4 4.2 1. 9 紺色

70 イシ 2.5 3. 7 1. 4 紺色 ll9 ，， 2.4 4.2 1. 3 淡青色

71 。 3. 7 4.1 2.0 淡青色 120 ，〉 3.2 3.9 1. 2 ，， 

72 ク 3.3 4.9 2.0 紺色 121 ，， 2.3 5.5 1. 7 ，， 

73 イシ 5. 1 5.4 1. 9 民〉 122 ，， 2.2 4.2 1. 9 紺色

74 ，， 3.3 4.4 1. 5 淡青色 123 ，， 3.9 4.0 1. 5 ，， 

75 イシ 1. 3 4.4 1. 6 ぞヤ 124 ，， 3.8 6.4 2.1 淡青色

76 ぞ， 3.5 4.1 1. 7 紺色 125 ，〉 3.4 4. 7 1. 8 ，， 

77 イシ 1. 9 5.2 1. 9 淡青色 126 ，， 3.8 3.9 1. 7 ，， 

78 イシ 4.2 3.5 1. 5 ぞ少 127 ，， 3.2 5.5 2.2 紺色

79 イシ 4.9 3.8 1. 7 今 128 ，， 2.6 4.3 1. 4 淡青色

80 イシ 4.4 3.5 1. 2 ,, 129 今 2.5 5.5 1. 6 イシ

81 イ少 3.0 4.9 2.0 今 130 イシ 2.8 4.2 1. 3 イシ

82 砂 4.6 4.4 1. 0 ，， 131 ク 2. 7 4.1 1. 6 イシ

83 ’〉 3.4 5.4 1. 9 紺色 132 ,, 2.8 4.8 1. 8 紺色

84 ’〉 4.8 5. 1 1. 7 淡青色 133 ，， 3.4 5.6 2. 1 ，， 

85 ’〉 2.9 4.2 1. 7 ，， 134 広〉 2.6 4.8 1. 8 i炎青色

86 イシ 2. 7 4.1 1. 2 ，， 135 石製小玉 2.2 4.7 1. 8 茶褐色

87 イシ 5.0 4. 7 1. 6 紺色 136 ガラス小玉 2.6 4.5 1. 4 淡青色

88 4シ 2.8 4.3 1. 8 ，， 137 内ヤ 3.2 3. 7 1. 7 イシ

89 イシ 3.9 4. 7 1. 8 ，， 138 石製小玉 2.5 4.6 1. 3 茶褐色

90 ，， 2. 7 4.6 1. 4 淡青色 139 今 2.6 4. 7 1. 5 イシ

91 ，， 3.4 4.1 1. 3 ，， 140 ，， 2.2 4.1 1. 4 イジ

92 ，， 3.9 3.5 2. 1 ，， 141 ガラス小玉 2.3 4.2 1. 7 淡青色

93 ，， 2.8 4.0 1. 6 ，， 142 ，， 3.6 4.1 1. 4 ，， 

94 ，， 3.4 4.5 1. 8 紺色 143 ，， 2.8 4.1 1. 8 紺色

95 ク 3.0 4.5 1. 7 イシ 144 ，， 4.5 4.4 1. 3 ，， 

96 ，， 2.4 4.0 1. 8 ，》 145 ，， 3.4 4.0 1. 5 淡青色

97 イシ 2.5 3.8 1. 3 i炎青色 146 ’F 2.9 4.5 1. 5 紺色

98 ，， 3.9 5.0 2.0 名〉 147 ，， 4.6 4.2 1. 7 黄緑色

99 砂 3.2 4.8 1. 7 イシ 148 ，， 2.3 4.1 1. 6 淡青色

100 ,, 2.5 3.8 1. 6 紺色 149 宅ヤ 3.3 4.9 1. 5 。
101 イシ 2. 7 4.0 1. 3 。 150 ，， 2.6 4.0 1. 2 紺色
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151 ガラス小玉 3.3 4.3 1. 7 j炎青色 177 ガラス小玉 3.0 4.2 1. 9 淡青色

152 イシ 2.9 5.3 2.3 紺色 178 ，， 2.9 4.1 1. 9 。

153 ク 2.3 4.5 2.0 j炎青色 179 ，， 2.9 4.4 1. 7 紺色

154 。 2.4 4.3 2.0 ，， 180 ，， 2.6 4.0 1. 8 ，， 

155 イシ 2.5 4.1 1. 8 ，， 181 。 2.6 4.2 2.1 ，， 

156 イシ 3.8 4.8 1. 7 ，， 182 ク 2.4 4.9 1. 8 j炎青色

157 イシ 4.0 4. 7 1. 5 ，， 183 イシ 3.2 5.0 1. 5 紺色

158 イシ 2.5 4.5 1. 8 紺色 184 イシ 1. 5 5.2 1. 9 ク

159 。 2.9 4.2 1. 3 淡青色 185 イシ 2.5 4.1 1. 8 淡青色

160 ’〉 2. 7 4.8 1. 6 ，， 186 今 1. 9 4.3 1. 7 ，， 

161 ，， 2.2 3.6 1. 3 ク 187 イシ 1. 8 3.9 2. 1 淡灰色

162 ，， 2. 1 3.9 1. 7 紺色 188 イシ 2.3 3. 1 1. 3 紺色

163 ，， 2.0 3.8 1. 3 i炎青色 189 。 3.2 4.2 1. 6 i炎青色

164 ，， 2.4 4.3 1. 2 イシ 190 イシ 2.0 4.0 1. 6 紺色

165 ，， 2.8 4.5 1. 7 ，， 191 イシ 1. 8 3.8 1. 6 今

166 ，， 3.2 3.4 1. 3 紺色 192 。 2.0 3.8 1. 4 ク

167 ク 2.0 4.0 1. 8 ，， 193 。 2.4 3.3 1. 8 ク

168 イシ 3.9 4.6 1. 4 イシ 194 イシ 3. 7 4.1 1. 9 i炎青色

169 。 3.5 6.4 1. 5 淡青色 195 石製小玉 2.5 4.8 1. 8 茶褐色

170 今 4.2 4.2 1. 8 イシ 196 ガラス小玉 2.0 3.9 1. 6 淡青色 半分

171 広〉 3.5 4.2 2.3 ク 欠損

172 ，〉 4.4 4.5 2.2 ク 197 イシ 3.9 5.3 2.5 ，， ，， 

173 ，， 3.2 4.7 1. 6 tン 198 ,,. 2.9 紺色 イシ

174 ，， 3.3 4.3 1. 7 そシ 199 ，， 2. 1 i炎青色 ぞ少

175 石製小玉 2.3 3.8 1. 6 茶褐色 200 ，， 2.3 紺色 イシ

176 ガラス小玉 3. 1 3. 1 1. 8 紺色

b. 3号墳出土遺物（第54図、図版第43)

①鉄剣(17)

全長26.Ocm ・刃部長20.7cm・幅2.3cmを測る。鞘の木質が多く付着しており、切先がわかりに

くい。関部は両側とも直角にくびれる。柄の幅は0.7～l.Ocmを測り、柄尻の方が狭い。柄聞の中

央部には目釘孔がある。

②鉄鉱（18・20)

全長12cm・簸身長8.0cmを測る。茎部には矢柄が残る。鍛先から膨らみながら中央部に至り、

直線的に関に向いて幅狭になる。 身の中軸線の稜線は明瞭でなく、断面は偏平な凸レンズ状を呈

する。関部は、両側とも直角の段差をもち、茎部の断面は方形である。矢柄は竹製を茎に装着し、

桜の皮（幅4mm）を巻き付けて固定する。

③錨(19)

全長17.6cm ・刃部幅1.lcmを測る。刃部は両刃で、大きく関部から反り返る。刃部内側の稜線

は峰と茎（関部）の両端に至り、 三叉鏑を作り出す。刃部は裏面が平坦面であり、断面は低い三角

形状である。柄の幅は刃部近くで0.9cm、柄尻で0.7cmを測り、柄尻に向かつてわずかに狭まる。

断面は長方形である。柄には木質が残存する。
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

④鋤（21)

全長14.8cm ・幅18.0cmを測る大型の鉄製「U」字形鋤先である。鋤木の装着部分は、「v」字

形を呈し、中央部分が最も深い。

4. まとめ

愛宕神社古墳は、 l号墳～ 3号墳からなる。 1号墳は一辺約20mの方墳、主体部は木棺直葬で、

古墳時代前期（4世紀後半）の古墳である。3号墳は主体部が木棺直葬墓で、 l号墳よりやや後出

( 5世紀前半）する古墳である。 l号墳の特徴としては、 (1）主体部の木棺が長大で、大きく 3室

に分かれる棺構造である、（2）棺内の副葬品が豊富である、この 2点が挙げられる。以下に、埋

葬方法や喪葬儀礼の特色を記述する。

l号墳の木棺は、埋設方法（技法）から見れば長い側板を固定、維持するために 3枚の仕切り板

を必要とする。しかし、必ずしも仕切り板だけでなく 、例えば横桟木、棺蓋で維持できるとすれ

ば、 3枚の仕切り板が等距離にあるこの形態は不必要なものと思われる。したがって、主室と副

室の同規模の空間は、埋葬方法の意図する設定にほかならない。この両室が、副葬品とその出土

状況から、主室のみに被葬者が葬られたと考えられる空間であることは、前述したとおりである。

主室の副葬品には、鉄刀－玉類 ・竪櫛 ・銅鏡などがあり、被葬者の四辺に配されている。玉類

は、勾玉と管玉とを組み合わせ、ていねいに置かれ、一方、ガラス小玉はばらまかれていること

から、単なる装身具ではなく、埋葬儀礼の所産であろう 。

竪櫛は、被葬者の頭位に位置し、「コjの字状の配置から、装身具あるいは魔除けのためだけ

に副葬されたのではない。この竪櫛は、箱形面軍（漆塗りの一方が聞いた箱形で、内面の 3面に

鏡が貼り付けられ、これを死者の頭にかぶせる）、あるいは大阪府黄金塚古墳の東榔では、鏡を

顔面にかぶせるなどの飾りから、この鏡に代わる櫛であると思われる。

銅鏡は、埋葬時に、人為的に割られた破砕鏡であり、一部欠損していることから、欠損鏡であ

る。弥生時代後期の「破鏡」とは性格を異にしたものかもしれない。この銅鏡は、被葬者の頭位

に置かれることが多い中で、被葬者の足元に置かれた意味がわかりにくい。そして、この銅鏡が

単独で出土している状況は、本来、頭位にあるものとすれば、対峠しうる副葬品を考えると、前

述の竪櫛が想起される。

南副室の副葬品は、鉄剣 ・万子、 3枚重ねの竪櫛などがある。この竪櫛は、主室の櫛とは異な

り、「昨邪」の呪術性を持つものかもしれない。

（竹井治雄）
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( 7 ）茶カス古墳群

1 .はじめに

茶カス古墳群は、吉沢地区の小丘陵に群在し、分布調査では10基程度確認されている。調査地

さらに北側の溝谷古墳群などがある。周辺の遺跡は、竹野川右岸では堤地区の愛宕神社古墳群、

右岸では、当調査地の真西 1kmの正陵上に 「青龍三年j銘鏡が出土した大田南 5号墳（大田南古

墳群）がある。これらの古墳群は、みな小規模の古墳でE陵上に立地し、古墳時代前期に属する。

今回の調査の茶カス 9・10号墳は、標高120m前後の丘陵尾根上にあたり、地表の高まり、墳

9 . 10号墳のほか新たにl基（11号墳）を発丘の規模、形状などが観察されている。調査の結果、

見した。また、 古墳に関連する士坑 1基のほか、中世墓を検出した。

休泳、‘

A
1
h！
十
｜
＼
代
、

調査地位置図
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

2.調査概要

(1)遺構の概観（第57図）

墳丘測量の結果、北側に位置する 9号墳は、直径約lOm・高さ約1.4mの不整形な円墳、南側

に位置する10号墳は、一辺径約 6m・高さ約1.3mの方墳で、あることが判明した。これらの古墳

は、地山を削 り出した後に盛り土によって墳形を整えていることが確認できた。一方、 11号墳の

墳Eは、南 ・西辺の傾斜変換線が不明瞭であるものの、北－東辺の状況から、一辺約 6m・ 高さ

約0.5mの方墳として復原できた。

調査は、墳正上に十字の畦を設定し、墳頂部から掘削を開始した。また、同時並行して畦沿い

に断ち割りを入れ、墳丘の盛り土、裾部、周溝の状況を観察した。9・10号墳の墳正では、先述

oh円
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第57図 9～11号墳地形図
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したように、盛り土を確認したが、墳E内での主体部の検出は困難であった。断面観察から、盛

り土の下位には旧表土（暗黒褐色土）が堆積しているが、十分な検証をなし得なかったものの、旧

表土の一部を切り込んで主体部が掘り込まれている可能性が高い。盛り土中からは、土器が出土

しているが、これらの土器は、本来、埋葬主体部に伴う遺物であった可能性も指摘できる。おそ

らく、墳E築造後の盛り土の崩壊と木棺の腐蝕による墓墳埋土の落ち込みによって、断面観察に

おいても明確な墓墳を検出できなかった可能性もある。

第59図に図示した埋葬主体部の実測図は、明瞭に確認できた段階の輪郭を図示しており、墳E

内の墓壊プランについては省略した。

(2) 9号墳（第58・59図、図版第46)

9号墳は、直径約llm・ 高さ約1.7mを測る円墳である。墳頂の標高は約120.4mである。墳丘

全周は、地山を削り出し、裾部、斜面を成形する。削り出しは、北側 ・西側では裾部よりさ らに

下方まで行われている。墳正の盛り土は厚さ0.7mを測り 、旧表土層から上位には灰色土、赤褐

色土、黄色土などを 5～15cm単位で、互層に積み上げる。盛り土は、墳丘斜面にまで及ぶが、 人為

的なものか自然の崩落かは不明である。出土遺物は皆無で、あった。

旧表土層は、暗黒褐色を呈する腐植土が主であるが、粘土質が混在する土層も確認でき、厳密

には均一な土層ではない。この土層は、墳正平坦面に 5～20cmの厚みをもち、注目すべきは、東

側のみ墳丘斜面から裾部に至り 、土坑の底まで連続して広がることである。布留式土器の破片が

まとま って出土した。

主体部は、墳Eやや北側寄りに墓壊2基を検出した。2基と も東西方向に主軸を持つ木棺直葬

である。北の主体部は、墓横長約2.6m ・木棺長約2.4m・幅約0.4mを測る。棺の東側には地山

を掘り残して仕切り板を設けている。棺は、組合式箱形木棺である。堆積土は、 淡赤褐色粘質土

と淡黄色砂質土が混在する。出土遺物はない。南の主体部は、墓墳長約2.7m ・木棺長約2.4m・ 

幅約0.5mを測る。棺内には、北主体部と同様の仕切りの痕跡があり 、箱形木棺である。出土遺

物はなく、土層の観察結果から南の主体部が新しいと判断される。

w 

口 盛仕 協 賛褐色土

~ 周溝暗黒灰色土 白 土坑
臼 暗黒褐色土

第58図 9号墳墳正断面図
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(3) 10号墳（第60図、図版第47)

10号墳は、一辺約 9m・高さ約1.2mを測る方墳である。墳頂の標高は約120.45mで、ある。墳

丘の四辺は、地山を削り出し、裾部、斜面を成形するが、とりわけ西・南辺では明瞭に裾部が溝

や傾斜変換椋として残る。南西隅の溝の底から布留式土器が出土した。墳丘の盛り土は厚さ0.5
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mを測り、 9号墳ほどていねいな互層をな していない。腐植質の層が多く、褐色土が少ない。表

土層から近世の遺物が出土した。

旧表土層は、暗黒褐色腐植土が均一に堆積しており、 9号墳とは随分異なることから自然、の堆

積土（旧表土）と思われる。この層の分布は、墳丘上から南側の高所に広がる。出土遺物はない。

主体部は、墳丘やや北寄りで墓境 l基を検出した。墓墳は、東西方向に主軸を持つ木棺直葬墓

である。主体部は、墓横長約2.7m ・幅約l.3m、木棺長約2.0m－幅約0.5mを測る。棺内の東側

には地山を掘り残した木口跡があり、箱形木棺である。堆積土は淡黄褐色砂質土で、出土遺物は

全くない。

( 4) 11号墳（第61図、図版第47)

11号墳は、一辺約 6m・ 高さ約0.5m、墳頂部の標高約117.5mを測る方墳である。南斜面は、

地山を削り出して成形される。南辺には、幅約l.Sm・深さ約0.8mを測る断面「U」字形の深い

溝がある。溝底から布留式土器が出土した。東辺は、 9号墳の墳丘の一部を掘り崩し、幅約l.2 

m・ 深さ約0.4mを測る溝があり、 土器の細片があった。北・西辺は削平、崩落が著しく、裾部

は不明である。墳丘の盛り土は、後世の植樹による開墾のため残存せず、出土遺物もない。また、

ここでは旧表土は全く見られない。

主体部は、墳Eの北寄りで墓墳 l基を検出 した。墓墳は、東西方向に主軸をもっ木棺直葬墓で

ある。墓横長約3.0m・幅約l.4m、木棺長約l.Sm・ 幅約0.7mを測る。木痕、陥没による腐植土

が、棺中央部に集中する。墓壊埋土は、淡黄白色砂である。出土遺物はない。

(5）土坑（第57・62図）

9号墳の東側裾部に接するように検出した円形の土坑である。土坑は直径l.7m・深さ0.3mを

。
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第61図 11号墳主体部実測図

1赤褐色土 2.暗黒灰色腐植土 3.灰黄色粘砂質土 4.暗黒褐色腐植土 5.暗灰黄色腐植土 6.明黄白色砂粘質土
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積する。土師器の細片が出土したが、

時期は不明である。（3）・（4）は焼土坑

特有の堆積状況である。以上のことか

ら、土坑の時期は 9号墳とほぼ

同時期であると思われる。

(6）中世墓（第63図、図版第

50) 

10号墳の南辺溝で検出した、

墓墳上に集石を伴う方形古墓で

ある。集石は人頭大に割られ、

中央部はやや陥没するが水平に

敷かれている。集石の規模は長

辺約l.5m ・短辺約l.0 mを測

る。墓墳は、東西に主軸をもち

長辺約l.3m ・短辺約0.9m・深

さ約0.5mを測る。ほぼ集石の

規模と一致する。堆積土は、暗

茶褐色腐植土で炭化物が含まれ

る。出土遺物はない。

3. 出土遺物（第64図、図版

第50)

出土した遺物は、図示した3

点の土器のほか、表土層から不

明鉄製品、陶磁器などがある。

この 3点の土器については、

1・3は溝底、 2は9号墳の暗

国営農地（丹後東部 ・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

。 1町、

測り、裾部を切る。堆積土は、上位か

ら順に、 (1)9号墳の盛り土（灰色土、
{WI 

赤褐色土、黄色土）、（2）旧表土層（暗

黒褐色土）、 （3）黒色炭化層、（4）赤色

焼土層である。(1）は崩落したものか、

人為的な盛り土かは判定できない。

(2）は厚さlOcm、腐植質を多く含む土

壌で、帯状に墳丘斜面から連続して堆

(E) 

旦旦旦m

第62図土坑断面実測図

A. B音褐色腐植土 B. B音褐色土混黄褐色土 c.暗灰色土

l表土 2淡灰黄色砂磯混土 3.暗茶褐色腐植土

4暗褐色土混黄褐色土 5.暗黒灰色腐植土

6黄褐色土混暗黒灰色腐植土 7.暗黄褐色土

8暗灰褐色泥土 9.赤色焼土痕

J グメ〉

a一一ーーー

第63図 中世墓実測図

L ~ 120 . 4 円、
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0 50cm 

1.表土 2.褐灰色泥土

4’．褐灰色砂質土

5’．黒灰色砂質土

7.小磯混黒灰色腐植土

3褐灰色腐植土 4褐灰色泥砂土

5.褐色合黒灰色腐植土

6.黒灰色腐植土

8.暗黒褐色砂質土（棺材の痕跡）
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第64図出土遺物実測図

黒褐色腐植土から出土したが、原位置を保たない。しかし、 1. 3は破損が著しいがまとまって

検出していることから、墳頂部から滑べり落ちたものと推察される。

lは、口径15.4cmを測る斐と思われる。口縁部は外反しながら斜め上方に立ち上がり、口縁端

部は丸くおさまる。頚部はゆるやかに「くJの字形を呈し、肩部は直線的に斜め下方にのび、肩

の張りがない。器壁は 8mmを測り、厚みがある。口縁部内外面は横ナデ、 肩部外面は幅2cmの縦

ハケ、内面はケズリ調整を施す。胎土は砂粒を含み、やや粗い。色調は茶褐色を呈する。

2は、口径12.6cmを測る布留式土器の聾である。口縁部はやや内湾ぎみに斜め上方に立ち上が

り、端部は内側に肥厚しておさまる。頚部は深く丸みを帯び、肩部は内湾ぎみに斜め下向きに下

り、少し肩が張る。口縁部内外面は横ナデ調整を施す。肩部は不明である。器壁は 3・4mmを測

る。胎土は綴密、色調は淡茶褐色を呈する。

3は、口径16.5cmを測る高杯と思われる。口縁部は、内湾しながら直上して立ち上がる。口縁

端部は、 平坦面を有しておさまる。口縁部内外面は横ナデ、内面にやや凹状の強いナデ調整を施

す。胎土はやや粗く、色調は淡褐白色を呈する。

4. まとめ

茶カス 9・10号墳は尾根を削り出し、裾部、斜面を成形し、盛り土を施した古墳である。今回

の調査の結果、 3基の木棺直葬墳を確認した。主体部は、いずれも東西に主軸をとる ものである。

時期は、出土遺物や古墳の重複関係から、 9・10号墳は古墳時代前期、11号墳は中期に築かれた

と考えられる。このほか、中世墓 l基も確認した。

（竹井治雄）
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( 8 ）苗 代古墳群

1 .はじめに

苗代古墳群は、京都府中郡峰山町二箇小字相之目に所在する。今回の調査は、 二箇団地造成に

伴って実施した。調査地は、竹野川の支流である鱒留川の左岸にある正陵の一部に立地し、調査

開始前は山林であった。鱒留川流域は、峰山町から久美浜町にぬける谷筋にあたり、久美浜町と

の境の比治山峠には『丹後国風土記逸文』にみられる羽衣伝説が£6。古墳群の所在する丘陵の

最頂部には曲輪状の平坦面があり 、そこから派生する 4つの尾根にも堀切や曲輪状平坦面が存在

することから、苗代城跡A地区という名称が与えられている。調査地は東側の尾根筋にあたり、

堀切2か所と曲輪状平坦面4か所が存在したことから、苗代城跡B地区と仮称して調査を実施し

た。調査の結果、古墳時代の埋葬施設を検出したことから、関係機関と協議の上、苗代古墳群と

名称を改めた。眼下には鱒留川によって形成された沖積低地が広がり、苗代の集落とほ場整備の

終了した水田地帯が続く 。
（注9)

周辺遺跡について時代ごとに概観していくと、北東方向には途中ヶ正遺跡を望むことができる。

途中ヶ正遺跡は、鱒留川右岸の標高約40mの丘陵上に展開しており、その範囲は南北約340m・ 

東西約260mの広範囲に及ぶ。1972年から1975年にかけて峰山町教育委員会により4次にわたっ

て発掘調査が行われた。調査の結果、弥生時代全期にわたる大環濠集落であることが明らかにな

った。注目される遺物に鉄斧や陶墳などがある。

古墳時代の遺跡には、相之目古墳（当調査研究センター請峯）や笹ヶ谷苦境（平成8年度峰山町

教育委員会・平成9年度京都府教育委員会調査）があり、南西へ約2.5kmのところに弥生時代終末

から古墳時代にかけての墳墓である金谷 l撃事がある。笹ヶ谷古墳は、直径約40m・高さ約 5m

を測る巨大円墳で、平成8年度の峰山町教育委員会の調査により 10基を数える主体部の存在が確

認された。平成9年度は、京都府教育委員会によって周辺埋葬の調査が行われた。金谷 l号墓は、

複数の埋葬施設をもっ弥生時代後期の墳正墓であり、平成6年度に当調査研究センターで調査を

実施した。調査では、木棺の痕跡が明瞭に確認され、舟形木棺、箱形木棺が採用されていたこと

が明らかになった。その他、現在土取り場になっている南東の独立E陵にはかつて船山横穴があ

る。『丹後国中郡誌稿Jによると、横穴は明治36年に発見され、人骨・土師器・銅鉱などが採集

されたようである。

古墳時代の集落については、調査例がないが、現在の苗代の集落の辺りに弥生時代から古墳時

代の遺物散布地である苗代遺跡が広がっており、苗代古墳群の造墓集団の居住地の可能性がある。

平安時代の遺跡には、青谷窯跡や名地谷遺跡などの遺物散布地がある。今年度、笹ヶ谷古墳の西
（注目）

側丘陵斜面で須恵器窯跡がl基発見された。そこに続く青谷窯跡の東側の谷筋では、底部糸切り
（注14)

の須恵器片が数点採取されており、さらに数基の窯跡が分布していると思われる。
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中世になると、山城が多く造られる。笹ヶ谷古墳の立地する尾根の先端には二箇城跡があり、

大きな曲輪状の平坦面とそれを取り囲む土塁及び堀切がよく残っている。

第65図調査地及び周辺遺跡、分布図（ν25,000)

1.苗代古墳群 2.相之目古墳 3.笹ヶ谷古墳 4.苗代遺跡 5.下和田古墳群

6.焼山古墳群 7.薪谷古墳群 8.桃谷古墳群 9.荒神古墳群 10.タルメ谷北古墳群

11.タルメ谷古墳群 12.途中ヶ正遺跡、 13.大芝原古墳群 14.穴虫古墳群 15.金谷古墳群

16.夏焼古墳群 17.船山横穴
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

2.調査の概要（第66・67図）

今回の調査では、開発予定地である 2つの尾根にトレンチを設定した。丘陵の頂上部には、城

跡が想定されており、調査地はその一部と推定されていた。調査の結果、城跡ではなく、 6基の

古墳からなる古墳群であることが明らかになった。苗代古墳群は、標高約80～98mのところに位

置する。西から東へ降りる尾根筋に l～ 5号墳が階段状に並び、 2号墳付近から派生する尾根の

基部に 6号墳が立地する。なお、当初みられた曲輪状平坦面4か所は l～ 4号墳に相当する。

また、農地造成対象地では、発掘調査と並行して事業に伴う樹木伐採が進められていた。樹木

伐採の後、地表観察を行ったところ、新たに 4号墳の続きの尾根筋と 1・2号墳から南にのびる

尾根筋に平坦面が認められたので、試掘調査の トレンチを 4か所（A～D）設定することになった。

A ・C・D地区は当センターが、 B地区については、京都府教育委員会が試掘調査を担当した。

その結果、 A地区と C地区でそれぞれ埋葬施設（ 5号墳・ 6号墳）を確認したことから、両地区に

ついても調査を実施することとなった。B地区では、表土下10～20cmに「地山Jと判断できる黄

色砂磯質土が確認されたが、無遺物・無遺構という試掘結果が得られた。B地区では、古墳が造

られなかったか、埋葬施設などがすでに流出していたと推定される。 D地区のやや広い 2か所の

平坦面では、表土下10～20cmで、赤褐色土・黄褐色粘質土や黄色砂離質土（花両岩風化土）が堆積し

「地山jと判断された。下位の平坦面の東斜面では、表土直下から須恵器杯身がl点出土した（第

第66図 苗代古墳群位置図及びトレンチ配置図（ν5,000)
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85図10）。古墳の墳丘は、

いずれも地山を削り出して

整形しており、 1. 2・6

号墳は、区画溝をもっ。古

墳の墳正上では、表土と地

山の間10～20cmに自然、堆積

土があり、埋葬施設はすべ

て地山面から掘り込まれて

いる。 6基の古墳のうち、

墳丘規模が最大である 2号

墳は複数埋葬墳で、その他

の古墳は単独埋葬墳であ

る。地山層は、赤褐色砂質

土または黄白色砂質土（花

両岩風化土）である。

国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

→ウムミ』

F
H
岨吋
・印
ヨ

1.淡褐色砂質土
2.灰褐色砂質土

----

。 1m 

第68図 1号墳主体部実測図

（石尾政信・松尾史子）

3.検出遺構

( 1) 1号墳（第68図）

尾根の最西端に位置する古墳で、農地開発の境界が古墳の中央部を南北に横断することから、

調査対象地は、古墳の南半部分に限定された。調査対象地内では、埋葬施設 l基分を確認した。

方墳で、墳丘の規模は東西約11m×南北約 9mを測る。今回は、その 1/4が調査対象となっ

た。墳正は、地山を削り出して整形しており、尾根の基部（西側）と 2号墳との間（東側）に区画溝

を設けている。今回は、東側の区画溝（S DOI）のみが調査範囲に含まれた。溝は幅約3.0m・深

さ約0.4mを測り、断面が逆台形を呈する （第69図）。底から査の底部が出土した（第70図1）。

埋葬施設（第68図）は、墳正の東端に位置する東西方向の主体部である。主軸は北で87.5。東に

傾く 。墓壊は二段墓墳で、幅約1.2m ・長さ約2.2m分を確認し、さらに調査地外に続く 。検出面

1.表土
2.淡掲色砂質土
3.黄灰褐色砂質土
4.淡黄褐色砂質土
5.淡灰褐色砂質土

。 1m 

第69図 S DOI断面実測図
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から墓墳底までの深さは約0.85mを測り、棺掘形の深さは約0.35mで、ある。木棺の棺痕跡は確認

できなかったが、墓墳の形状から箱形木棺であったと考えられる。副葬品などの出土遺物はなか

った。墳正の規模から、 1号墳にはこのほかにも数基の主体部が存在すると考えられる。

(2) 2号墳（第71～78図）

古墳群の中で最大規模の古墳である。 l号墳の東側に位置し、区画溝（S DOI）を共有する。墳

丘平坦面で9基の埋葬施設を検出した（第71図）。

a.墳丘

方墳で、墳丘の規模は東西約19m×南北約14mを測る。墳Eは、地山を削り出して整形してい

る。墳正平坦面には 9基の主体部があり、第 1主体部を中心にそれを取り囲むように他の主体部

が重複している。第 1～ 6主体部の6基が木棺直葬で、第 7～ 9主体部の3基は壷棺を埋葬した

ものである。墳丘の南西部分と南東隅の一部は、自然崩壊により墳丘が流出している。

b.埋葬施設

①第 1主体部（第72.73図）

。 1 

20cm 

第70図 S DOI出土遺物実測図

墳丘の中央部で検出した東西方向の主体部

で、中心主体部にあたる。9基のうち、最も

古い時期に位置づけられる。主軸は、 北で

73.5。東に傾く 。墓壌は二段墓墳で、上段は

。 5m 

第71図 2号墳遺構配置図
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要
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。 1m 

Li炎灰褐色砂質土

4.淡黄灰褐色砂質土（地山ブロ ック混）

7. i炎黄褐色砂質土

10.淡灰褐色砂質土（棺埋土）

13. y，炎赤樫色砂質土（置き土）

第72図 2号墳第 l主体部実測図(1)

2. i炎黄灰褐色砂質土 3. i炎樟褐色砂質土

5. l炎糧褐色砂質土（地山プロ ック混） 6. i炎褐色砂質土

8. i炎赤櫨色砂質土 9.茶褐色土（地山ブロ ック ・小口裏込め土）

11.黄褐色砂質土（棺埋土） 12.淡黄褐色砂質土（置き土）

14.淡赤褐色砂質土（棺材） 15.淡灰褐色砂質土
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長さ約5.7m ・幅約2.5m、下段

（棺の掘形）は長さ約5.0m・幅約

、対十～ l. 2mを測る。上段と下段は東側

の小口部分が接しており、木棺の

両側板が当たる部分が掘りくぼめ／一一一一一
／ 

られていた。検出面から墓墳底ま
〆，，ヨ

／ での深さは約l.2mで、墓塘底か

ら約0.3mで棺痕跡を確認した。

木棺は「H」形の組合式木棺で、

内法で長さ約3.7m ・幅約0.5mを

測る。木棺は、棺の掘形の底に厚

さ5cmほどの置き土をして整地し

た後におさめられている。ここで

注目されることは、整地の際、中

央の約 2m分だけ赤色の土が使用

されていることである。遺体を埋

葬する場所を明示するための意図

的な行為と考えられる。棺の外側

には、淡赤褐色砂質土（第8層）を

棺材の裏込め土として入れてお

り、小口板の裏込め土には別に地

山ブロック混じ りの茶褐色土（第

9層）を入れて補強している。棺

底のレベルは、西側が若干低い。

＼」 副葬品には、勾玉 l点（第86図

。 1m 
5 ）と錨2点（第86図2・4）があ

る。勾玉は、菊翠製で両面穿孔で

第73図 2号墳第l主体部実測図（2) ある。棺の中央部よりやや西側の

棺底で出土した。錨は、両小口板から約 lmの地点で、折れた状態で、出土してお り、出土層位から

棺上に置かれたものが木棺が陥没した際に転落したものと思われる。これらの遺物の出土状況か

ら、被葬者の頭位は西側であったと考えたい。

②第2主体部（第74図）

第l主体部の北側に位置する東西方向の主体部で、墓墳の重複関係から第 l主体部より新しく、

第5主体部より古い。主軸は北で76。東に傾く 。墓墳は二段墓壌であるが、下段の小口部分は両

方とも上段と接しており 、縦断面は二段にならない。規模は、上段が長さ約5.7m・幅約2.5m、

-78-
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。 1m 

第74図 2号墳第 2主体部実測図

l淡黄灰褐色砂質土 2.黄灰褐色砂質土

3.掻褐色砂質土（地山ブロ ック混） 4.黄褐色砂質土

5.黄積褐色砂質土 6. i炎褐色砂質土

7. i炎糧褐色砂質土（地山ブロック混）一一一第 I主体部埋士

8. i炎赤褐色砂質土（棺材）
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第6主体部

1.黄灰褐色砂質土
2.黄褐色砂質土 （地山ブロック混）
3.桓褐色砂質土 （地山ブロ yク混）
4.濁灰褐色砂質土 （地山ブロック混）
5.灰褐色砂質土
6.淡灰褐色砂質土

第 3主体部

E
－
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』
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」
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第75図 2号墳第3・第6主体部実測図
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下段（棺の掘形）が長さ

約5.2m ・幅約0.85m

を測る。検出面から墓

墳底までの深さは約

0. Smである。墓墳底

から約0.3mで棺痕跡

を確認したが、小口部

分については不明瞭で、

あった。棺掘形の東半

分には地山を削った土

で整地した後に木棺を

おさめている。棺掘形

の底は、東側の方が低

く掘られているが、整

地することによ って棺

底の東西のレベルはほ

ぼ’同じにな っている。

掘形の西側小口部分の

木棺の片方の側板が当

たる部分がくぼんでお

り、木棺は箱形もしく

は「HJ形の組合式木

棺であ ったと推定す

る。副葬品などの出土

遺物はなかった。

③第3主体部（第75図）

墳丘西南部に位置する東西方向の主体部である。重複関係から第 l・第6主体部より新しく、

1.淡黄灰褐色砂質土
2.黄褐色砂質土

3.黄灰褐色砂質土
4.淡褐色砂質土

（地山ブロック混）

。

「
H
由
吋
曲

0
0
ヨ

＼＼ 

Ii 11 
2 

第8主体部よ り古い。主軸は北で70。西に傾く 。墓墳は二段墓墳で、上段は長さ約6.4m・幅約

2.2m、下段（棺の掘形）は長さ約4.7m・幅約0.6mを測る。墓墳規模は最も大きい。検出面から

墓墳底までの深さは約0.8mを測る。棺掘形の深さは約0.15mである。棺底のレベルは、東側の

方が若干高い。棺掘形の形状は、小口部分が丸みを帯びており、舟形木棺が埋納されていたと推

定される。副葬品などの出土遺物はなかった。

④第4主体部（第76図）

墳E北西部に位置する東西方向の主体部である。重複関係から第 l・第3主体部より新しい。

主軸は北で50。東に傾く 。墓墳は二段墓墳で、上段は長さ約3.6m ・幅約1.Sm、下段（棺の掘形）

／ 

／ 

1m 

第76図 2号墳第4主体部実視lj図
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は長さ約3.15m・幅約0.5mを測る。検出面から墓壌底までの深さは約0.6mを測り、棺掘形の深

さは約0.2mで、ある。棺底のレベルは、東側の方が若干高い。木棺は、棺掘形断面の形状が湾曲

していることから割竹形木棺と推定する。棺内の中央部より西側から錨（第86図3）が二つに折れ

て出土した。出土状況及び層位から、第 l主体部と同じく棺上に置かれていたものが、木棺が陥

没した際に転落したものと思われる。

⑤第5主体部（第77図）

墳正東端の南北方向の主体部である。重複関係から第2主体部より新しい。主軸は北で9.5。西

に傾く 。墓墳は二段墓壌で、その規模は、上段が長さ約3.7m ・幅約1.2m、下段（棺の掘形）が長

さ約2.85m・幅約0.5mを測る。検出面から墓境底までの深さは約1.2mで、調査した主体部の中
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第77図 2号墳第5主体部実測図
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では第 l主体部と同様最も深いものになる。棺掘形の深さは約0.lmで、ある。棺掘形の底は、地

山と同じ土を入れて整地している。棺底のレベルは、南側の方が若干高い。棺掘形の形状から木

棺は箱形木棺と考えられる。副葬品には勾玉 1点（第86図6）、管玉 l点（第86図7)、錨 l点（第

86図1）があり、内容としては最も豊富である。いずれも、棺底からの出土である。勾玉は、棺

の中央部から出土した。淡緑灰色で、材質は凝灰岩と考えられる。管玉と錨は、棺の南側部分で

出土した。錐は二つに折って棺の主軸と平行に置かれていた。刃先ともう片方の折れ口を合わせ、

さらに刃の先端を下に向けて置いてあった。棺底のレベルと副葬品の出土状況から、南側が頭位

であると考えられる。

⑥第6主体部（第75図）

墳正西南部に位置する東西方向の主体部である。重複関係から第3主体部より古い。主軸は北

で70。西に傾く 。墓墳は二段墓墳で、その規模は上段が長さ約3.6m・幅約1.3m以上、下段（棺の

掘形）が長さ約3.6m・幅約0.4mを測る。墓塘上段の南側長辺は、自然崩壊のため確認できなか

った。また、下段の小口部分は両方とも上段と接しており、縦断面は二段にならない。検出面か

ら墓墳底までの深さは約0.4mを測 り、棺掘形の深さは約0.05mである。棺底のレベルは、東側

の方が若干高い。木棺は、棺掘形の形状から箱形木棺と推定する。棺の中央部で鉄製品が出土し

たが、損傷が激しく形態は不明である。

⑦第7主体部（第78図）

墳丘の南東隅、墳E平坦面からやや下がった斜面部に位置する埋葬施設（査棺）である。棺の主

軸（査棺の口縁部と底部を結んだライン）は北で20。東に傾く 。墓墳掘形の平面形は楕円形を呈し、

全長約1.Om・ 幅約0.85m・検出面からの深さ約0.4mを測る。墳Eが自然崩壊しており、表土直

下で壷棺を検出した。墓墳は、中央より東側を一段深く掘り込み、地山とよく似た淡褐色砂質士

を5～lOcm敷いた上に、査棺を横にして埋納する。壷棺には、土師器の査2個（第83図2. 3）を

転用している。査は、口縁部を打ち欠いた後、合わせ口にしており、合わせ目の上に口縁部の破

片をかぶせている。壷は、いずれも二重口縁査である。壷の大きさから乳幼児用の棺と考えられ

る。査棺の内部には土砂が堆積していた。骨・歯牙や副葬品などの遺物はなかった。

③第8主体部（第78図）

墳E平坦面の中央部やや西よりに位置する埋葬施設である。第1主体部、第3主体部と重複関

係を持ち、最も新しい。棺の主軸は北で63°西に傾き、墓墳の主軸は不明である。墓境掘形の平

面形はほぼ円形を呈し、径約1.3m、検出面からの深さは約0.5mを測る。墓墳の中央よりやや西

側に査棺をおさめる。墓墳の底は、査の部分だけ一段掘りくほめている。査棺には大小 2個の土

師器査（第84図6・7）を使用している。大型の査を横たえて棺本体とし、小型の査を蓋としてか

ぶせている。大型の査は、丸底の二重口縁査で、頚部が細くくびれ、口縁部は内傾する。体部に

は穿孔がある。小型の査は、口縁部を打ち欠いている。査の大きさから小児用の棺と考えられる。

査棺の内部には土砂が堆積しており 、骨・歯牙や副葬品などの遺物はなかった。
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2号墳第 7・第 8.第9主体部実測図
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⑨第9主体部（第78図）

第l主体部の南、第3主体部の東側に位置する埋葬施設（査棺）で、墓墳掘形の平面形は隅丸方

形である。墓墳の主軸は北で85。東に傾き、棺の主軸は北で約63。東に傾く 。墓墳の規模は、全長

約l.4m・幅約1.15m ・検出面からの深さ約0.8mを測る。墓墳掘形は、ほぼ垂直に掘り込まれて

おり、墓墳底の東南隅に直接壷棺をおさめる。墓墳の底は査の部分だけ一段掘りくぼめ、査のす

わりをよくしている。第8主体部と同じく大小2個の土師器査（第84図4・5）を棺として使用し

ている。大型の査を横たえて棺本体とし、小型の査を半分に割り、その破片を葦としてかぶせて

いる。大型の査は二重口縁査である。尖り気味の丸底で、口縁部が内湾している。類例として、

久美浜町権現山苦品ゃ福知山市宝蔵山苦皆、峰山町七尾南古噴出弥栄町スクモ塚苦岩出土の査

棺があげられよう。査棺は、土圧のため上半分が押しつぶされており、内部には半分近く土砂が

堆積していた。査の大きさから小児用の棺と考えられる。骨・歯牙や副葬品などの遺物はなかった。

(3) 3号墳（第79図）
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＼＼／寸

E
O円
四
ム

。 1m 

2号墳の東隣りの下段に位

置する階段状古墳である。墳

丘は、尾根筋を削り出して平

坦面を造り出しており、盛り

土はない。墳丘の北側が一部

自然崩壊しているため、墳形

は明らかではないが、 他の古

墳が方形であることから、 3

号墳も方墳であったと考えた

い。墳丘の規模は東西約5.5

m・ 南北約8mを測る。平坦

面の標高は約93m付近にあ

る。平坦面中央部で木棺直葬

の主体部を l基検出した。

埋葬施設（第79図）は、南北

方向の主軸で、尾根に直交す

る。主軸は北で西に約 l。傾

いている。墓墳は、他の墓墳

がすべて二段墓墳であるのに

対し、唯一一段墓墳で、規模

は長さ約3.6m・幅約1.9mを

測る。検出面から墓墳底まで

の深さは約0.8mである。墓
第79図 3号墳主体部実測図
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墳底のレベルは、南側の方が若干高い。木棺の痕跡は確認できなかったが、墓墳の底に棺を置い

た跡と考えられる窪みがある。副葬品などの出土遺物はなかった。

(4) 4号墳（第80図）

3号墳の東隣りの下段に位置する階段状古墳である。墳Eは、尾根筋を垂直に切り落とし、平

坦面を方形に削り出して整形している。墳丘の規模は、東西約 6m・ 南北約 9mを測る。平坦面

の標高は約89m付近にある。墳丘の表土直下から土師器の高杯が l点出土した（第85図8）。平坦

面中央部で木棺直葬の主体部を l基検出した。

埋葬施設（第80図）は、南北方向に主軸をとり、尾根に直交する。主軸は、 北で東に約14。傾い

ている。墓墳は二段墓墳で、その規模は上段が長さ約4.2m・幅約1.6mを測り、下段が長さ約

3.2m・幅約0.5mを測る。検出面から墓墳底までの深さは約0.9mで、棺掘形の深さは約0.15m

ー比々
l

4号墳

E
O冊
目
H
J

L・89.0m 

5号墳

-L~.5m 

4号墳

1.黄褐色砂質土 （地山ブロ ック混）
2.黄信褐色砂質土
3.燈褐色砂質土
4.淡横色砂質土 （白色砂混）
5 淡褐色砂質土

5号I貴

1.淡燈褐色砂質土
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第80図 4号墳.5号墳主体部実測図
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である。棺底のレベルは、北側の方が若干高い。墓墳底は、中央部が低くなっているが、第 l主

体部や第2主体部のように整地していた可能性がある。木棺は、棺掘形の形状から箱形木棺と考

えられる。棺内の北側部分で鉄製品が出土したが、損傷が激しく形態は不明である。その他の副

葬品はなかった。 （松尾史子）

(5) 5号墳（第80図）

尾根の稜線部を階段状に削り出し、方形状の平坦部を造る。墳丘平坦面は、標高約81.6m付近

に位置し、平坦面規模は、南北約6.5m・東西約 7mを測る。墳丘の表土直下から須恵器査（第85

図9）が出土した。平坦面のほぼ中央付近で、尾根筋に直交する南北方向の埋葬施設を検出した。

埋葬施設（第80図）は二段墓壌で、主軸は北で約13。東に傾く 。墓墳の規模は、 上段が残存状況

がよくないが長さ約2.8m・幅約l.7m、下段（棺の掘形）が長さ約2.7m・幅約0.55mを測る。検

出面から墓墳底までの深さは約0.2mで、ある。下段の小口部分は上段の墓墳に接し、縦断面は二

段にならない。棺掘形の断面形が弧を描く形に掘り下げられ、小口部分が垂直に近い形状となる

ことから、割竹形木棺が納められたと推定される。副葬品などの出土遺物はなかった。

(6) 6号墳（第81・82図）

尾根の稜線部を階段状に削 り出し、方形状の平坦部を造る。墳正平坦面は、標高が82.5m付近

ー一一－ X•-43,850 

82 

一一－ X•-43,860 

。 5m 

一－ X•-43.870 

Y•-86,810 Y•-86,800 

第81図 6号墳地形測量図
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1.淡黄櫨色砂質土
2.淡褐色砂質土（棺I里土）
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5002土層断面図
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6号墳主体部及びSD02実測図第82図

に位置する。平坦面規模は、南北約6m・ 東西約6.5m以上を測る。平坦面の北部よりに、尾根

筋に直交する東西方向の埋葬施設を検出した。尾根の基部に切り離し溝（区画溝： SD02）を設け

ている（第81・82図）。溝の規模は、幅約 lm・深さ約0.2mを測り 、断面形は浅い 「UJ字形で

ある。長さ約3.5m分を検出した。

埋葬施設（第82図）は二段墓墳で、主軸は北で約32.5。西に傾く 。墓墳の規模は、上段は残存状

況がよ くないが長さ約3m・幅約1.5m、下段（棺の掘形）は長さ約2.5m・幅約0.6mを測る。検

出面から墓墳底までの深さは約0.4mである。下段はやや南よりに造られている。棺掘形の両断

面形が垂直に近い形状であることから、箱形木棺が納められたと推定される。副葬品などの出土

（石尾政信）遺物はなかった。

4.出土遺物（第70・83～86図）

出土遺物には土師器（査棺を含む）、須恵器、鉄製品、 玉類がある。

( 1）土師器（第70図l、第83図2・3、第84図4～ 7)

S DOlで出土した。底部は平底で、 2 . 3は、第7主体わずかに突出する。lは壷の底部で、

3は口径20.0cm・器高33.5cmを測る。いずれ

口縁端部は外側に面をもっ。も丸底で、外反する二重口縁をもっ。 口縁部はヨコナデで調整し、

88 

2は口径20.6cm ・復原高34.4cm、部の壷棺である。
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体部外面はハケメ調整をし、内面はヘラケズリを施す。4・5は、第9主体部の査棺である。4

は、口径26.2cm・残存高36.Scmを測る。口縁部は直線的に外反し口縁端部は丸くおさめる。体部

内面はヨコナデ調整し、外面には綾密なヘラミガキを施す。半載して棺の蓋に転用されていた。

5は、口径35.4cm・器高68.0cmを測る大型の二重口縁査である。最大径を肩部に有する体部から、

「くJの字に屈曲した後、内湾しながら立ち上がる口縁部をもっ。口縁端部は内側に面をもっ。

底部はやや尖り気味の丸底である。頚部に部分的であるが、退化した綾杉文状の文様がある。口

縁部はヨコナデで調整する。体部内面はヘラケズリの後ハケメ調整し、外面には綴密なヘラミガ

キで調整する。口径の体部径に対する比率が大きいことや、口縁部の立ち上がりの特徴から山陰

系の聾の影響を受けていると考えられる。棺本体に使用されていた。6. 7は、第8主体部の査

棺である。6は、残存高24.7cmを測る。丸底の体部をもち、口縁部は棺の蓋に転用する際に打ち

欠いている。体部内面はヘラケズリ、外面はハケメ調整を施す。器壁は非常に薄い。7は、口径

20.4cm・器高59.2cmの大型の二重口縁査で、ある。丸底で、最大径を肩部に有する体部から、直立

した後、内傾して立ち上がる口縁部をもっ。口縁端部は内側に面をもっ。頚部及び口縁部内外面

は、ヨコナデの後ハケメ調整を施す。体部内面はヘラケズリで調整し、外面はハケメ調整を施す。

口径の体部径に対する比率が小さいことや、口縁部の立ち上がりの特徴から東部瀬戸内系の査の

影響を強く受けていると考えられる。8は、高杯である。4号墳の墳正北西部表土直下で出土し

た。口径14.2cm・器高13.2cmを測る。やや内湾して立ち上がる体部をもち、口縁端部は外反する。

体部と口縁部の境で稜線をもっ。体部及び口縁部の外面はヨコナデで調整し、内面はハケメ調整

を施す。

〆エζ’i5
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第83図 2号墳第 7主体部出土壷棺実測図

89 



京都府遺跡調査概報第83冊

第9主体部査棺（第84図5）肩部文様

4・5・第9主体部

4 6・7：第8主体部

。

(2）須恵器（第85図9・10)

9は、須恵器査である。5号

墳の墳正北西部の表土直下で出

土した。口径17.Scm・残存高

9.8cmを測る。口縁部は「く」

の字に外反し、口縁端部は丸く

おさめる。口縁部外面には櫛描

きの波状文が施されている。内

外面ともタタキ・あて具の痕跡

をナデ消しているなど、古い様

相をもっている。10は、須恵器

杯身である。試掘調査D地区で

40cm 

第84図 2号墳第8・第9主体部出土査棺実測図
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2・4・5・第1主体部

4 3 ：第4主体部

1・6・7：第5主体部

。 10cm 

第86図 出土遺物実測図（2) 鉄製品・玉類

付表6 苗代古墳群検出遺構一覧表

古墳 主体部 墓墳形態 墓墳規模（m) 棺掘形規模（m) 棺形態 副葬品

l号墳 二段 1. 2以上×2.2 0.9以上×1.4 箱形？

第 l ，， 5. 7×2.5 5.0×1. 2 組合式 錨2・勾玉 l

第2 ，， 5. 7×2.5 5.2×0.85 箱形？ なし

第3 イシ 6.4×2.2 4. 7×0.6 舟形？ なし

第4 ク 3.6×1. 5 3.15×0.5 割竹形 錐 l

2号墳 第 5 。 3. 7×1. 2 2.85×0.5 箱形 錐 1.勾玉 1・管玉 l

第6 ，〉 3.6×1. 3以上 3.6×0.4 箱形？ 不明鉄製品

第7 楕円形素掘り 1. 0×0.85 壷棺 なし

第8 円形素掘り 径1.3 ，， なし

第9 方形素掘り 1. 4×1.15 ，， なし

3号墳 素掘り 3.6×1. 9 不明 なし

4号墳 二段 4.2×1. 6 3.2×0.5 箱形 不明鉄製品

5号墳 ，， 2.8×1. 7 2. 7×0.55 割竹形 なし

6号墳 ，， 3.0×1. 5 2.5×0.6 箱形？ なし
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出土した。口径11.2cm・器高3.5cmを測る。6世紀末頃のものである。

(3）鉄製品（第86図1～ 4)

1～ 4は、 錨である。すべて二つ以上に折れて出土している。lは、 第5主体部から出土した。

刃部長3.2cmで、基部から切先にかけて大きく外反している。刃部は内側に反り、基部はわずか

にくびれる。柄部には木質が残る。2・4は、第l主体部から出土した。2は西側仕切り板の、

4は東側仕切り板の外側で出土した。2は刃部長2.7cmで、基部から切先にかけての外反度合い

はわずかである。刃部は内側に反り 、基部のくびれはほとんどない。4は、刃先が欠けているが、

基部から切先にかけて大きく外反している。基部のくびれはほとんどない。3は、第4主体部か

ら出土した。刃部長2.4cmで、基部から切先にかけての外反の度合いはわずかである。刃部は内

側に反り 、基部はわずかにくびれる。

(4）玉類（第86図5～7)

5は、第 l主体部出土の勾玉である。菊翠製で、長さ2.7cmを測る。「CJ字形を呈し、全体に

丸みを帯びており 、ていねいに仕上げられている。両面穿孔である。6は、第5主体部出土の小

型の勾玉である。長さl.8cmを測る。「CJ字形を呈し、ていねいに仕上げられている。全体に丸

みはなく、偏平である。片面穿孔である。淡灰緑色を呈し、質の悪い緑色凝灰岩製と推定される。

7は、第 5主体部出土の管玉である。径6.5cmを測る。破損が激しく 、全長は不明である。ガラ

ス製でスカイブルーを呈する。

5. まとめ

今回の調査で、苗代古墳群は6基の古墳からなる古墳群であることが明らかになった。2号墳

は複数埋葬墳で、3～ 6号墳は単独埋葬墳である。1号墳は一部のみの調査であったが、墳丘の

規模から複数埋葬墳と推定される。埋葬施設のほとんどが木棺直葬であった。木棺の種類には、

箱形木棺・舟形木棺 ・「HJ形の組合式木棺がある。いずれも盛り土をもたず、地山を整形して

おり 、日本海側の弥生時代から続く台状墓の系譜をヲ｜く。古墳群の中で特に注目されるのは、 2

号墳である。9基の埋葬施設の中には、乳幼児または小児用と考えられる壷棺が存在してお り、

家族墓的な色彩が強い。弥生時代の家族墓の伝統を強く残しているといえる。なお、個々の主体

部の規模 ・副葬品などは付表6にまとめた。また、出土遺物は第88図に出土地を図示した。

以下、いくつかの間題点について整理し、 まとめとしたい。

(1)主体部の新旧関係について（第87図）

まず、2号墳の9基の主体部の新旧関係についてであるが、重複関係から第 l主体部→第2主

体部→第5主体部、 第l主体部・ 第6主体部→第3主体部→第4主体部・第8主体部の流れを追

うことができる。第1主体部と第6主体部、第4主体部と第5主体部、第7主体部、第9主体部

は直接重複関係をもたず、個々の新旧関係は残念ながら不明である。

次に、主体部の主軸に目を転じると、主体部の主軸方向は、

第l群 北で東に約75。前後振るもの 第l主体部・第2主体部
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第2群 北で西に約70°振る もの

第3群 北で東に約50。振る もの

第4群 北で西に約9.5。振る もの

第3主体部・第6主体部

第4主体部

第5主体部

の4つのグループに分けられる。さらに、第7～9主体部については、棺の主軸から、第9主体

部が第 l群、第8主体部が第2群、第7主体部が第4群に属すると考えられる。このように見て

いくと、第4主体部のみが他の主体部の相関関係からはずれており 、注意される。また、第5主

体部は、尾根筋に直交するという点で3～ 6号墳の主体部と共通点をもっ。以上のことから、 2

号墳では、第 l群→第2群→第3群→第4群の順に主体部は構築され、第5主体部または第7主

体部を最後の主体部として、それ以降3号墳、 4号墳、 5号墳が新造されたものと考えたい。

(2）古墳群の築造時期について

（注19)

古墳群の築造時期は、出土土器の検討が重要となってくる。しかし、丹後地方における土器編

年がまだ確立していないため、時期比定には慎重を要する。今回の調査では、壷棺に使用された

土器が年代を考える手がかりとなるが、いずれも、布留式土器の影響を受けているものの、共伴

遺物に乏しいため定点を押さえるのが困難である。そこで、類似の例を参考に現時点での年代観

。 5m 

Eヨ第1群

E霊 第2群

四四 第3群

仁ゴ第4群

第87図 2号墳主体部主軸別分布図
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第4主体部 第 1主体部 第5主体部

~－j ~－］ 
ij ~ ~ J 4 還 0 －~5 出 i 出

3 

@ 7 

0 5m 

第8主体部

U
6
 

第9主体部

第88図 2号墳出土遺物分布図
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を提示したい。査棺の類似例は奈具古墳群(14手議） ：古墳時代前期中頃、福知山市宝蔵山苦議

(4号墳）：古墳時代前期後半、丹後町神明山苫議：古墳時代前期後半末、峰山町七尾南古選準

( 1号墳）：古墳時代前期後半末～中期初頭、弥栄町スクモ塚古選準（37号墳）：古墳時代前期後半

末～中期、加悦町愛宕山 9事議：古墳時代中期前半、久美浜町権現山苫議 ：古墳時代中期前半～

中頃にみられる。これらの年代は、いずれも古墳時代前期中頃から中期中頃に位置づけられてお

り、今回の出土例もこの範囲内におさまると考芝2。

具体的に見ていくと、第7主体部の査棺は神明山古墳の例に近似しており、ほぼ同時期と考え

られ、体部の肩部に最大径を持つ点から、加悦町愛宕山 9号墳の例よりも古いと考える。第9主

体部の査棺については、口縁部の屈曲がシャープであることと、体部の肩部に最大径を持つ点か

ら古い方に位置づけられるが、肩部の張りがゆるいことや、文様の様相から、宝蔵山例・権現山

例よりも新しいと考えられる。したがって、 2号墳の築造時期は古墳時代前期中頃以降と考えら

れる。また、 4号墳で出土した土師器高杯は、加悦町鴫谷東 1亨議出土の高杯よりも新しく、須

恵器を伴う時期になる。以上のことから、苗代古墳群は、 4・5号墳出土の土器が古墳の築造時

期を示すと考えると、古墳時代前期後半から中期中頃にかけて l～5号墳へと順次築造されてい

ったと考えられる。6号墳については、どの時期に構築されたか不明で、ある。

(3）副葬品について

埋葬施設の副葬品は、全体的に質素であるが、鉄製品に鉄鉱が l点も見られず、錨のみであっ

た。このことは、造墓集団の性格を考える上で興味深い。また、錐がすべて二つ以上に折れてい

ることと、第 5主体部での出土状況から、葬送の時に意図的に錐を折る行為が想定できる。

(4）複数埋葬墳について

2号墳のような古墳時代の複数埋葬墳は、但馬地方や丹後地方でよく見られる墓制である。丹

後地方の例としては、峰山町金谷 1号墓、加悦町内和田古議詐 ・愛宕山3・9亨議、久美浜町権

現山古墳などがあげられ、出土土器の年代から 2号墳は愛宕山3・9号墳より若干古く位置づけ

られる と考える。金谷 l号墓は弥生時代終末から庄内期、内和田古墳は古墳時代前期のもので、
（注目）

これらや、弥生時代の墳墓と 2号墳との違いは、弥生時代に見られる破砕土器供献が行われてい

ないこと、 墓墳が長大であることであろう 。

苗代古墳群は、 2号墳にみられるように在地色の強い古墳であり、その後は 4～6号墳にみら

れるように単独埋葬墳へと変化していく 。一つの古墳群の中で弥生時代的な墓制から古墳時代的

な墓制へと変化していくようすがわかるという点で重要な資料であり、丹後地方の古墳時代前期

から中期にかけての墓制を考えていく上で貴重な資料を追加したといえる。また、 2号墳の築造

が開始される古墳時代前期中頃は、丹後地方では加悦町蛭子山古墳に代表される大規模な前方後

円墳が築造され始める時期であり、 言い換えれば、弥生時代からの伝統を残す在地の古墳が存在

する一方、畿内の影響を強く受けた古墳が出現してくる時期である。苗代古墳群の被葬者集団と

して、畿内の墓制を取り入れた集団の支配体制に組み込まれた在地の小首長クラスを想定したい。

（松尾史子）
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( 9 ）相之目古墳

1 .はじめに

相之目古墳は、中郡峰山町字二箇小字相之目233他に所在する。この調査は、 二箇団地の造成

に伴い実施した。相之目古墳は、竹野川支流の鱒留川左岸の正陵上の苗代城跡推定地（三角点が

置かれたE陵頂点）から、南東方向にのびる尾根筋にある。この尾根筋の中間に古墳状隆起が2

か所あり、正陵先端側（南方のもの）は、開発予定地に含まないこととなり、北方に位置するもの

が調査対象地となったO 周辺には、北に苗代古墳群、西に笹ヶ谷古墳などがある。

2.調査概要

調査対象地域の樹木伐採後に地形測量を実施したところ、尾根筋の隆起は自然地形の可能性も

考えられたので、試掘調査を行った。古墳状隆起の中心部分の埋葬施設が想定される場所を起点

とした幅1.2～1. 5mのトレンチを設定し、人力で掘削した。

トレンチの堆積土観察では、北西で表土の下が赤褐色土・明赤褐色粘質土、中心部で表土の下

が茶褐色土 ・明赤褐色粘質土、南東で、表土下約lOcmで、黄色砂礁質土（花両岩風化土）となる。明赤

褐色粘質土や黄色砂磯質土は堅く締まっており、 「地山Jと推定された。中心部で深掘りしても

土色変化はなかった。調査対象地内で、遺物は出土しなかった。

3. まとめ

試掘調査で、堅く締まった明赤褐色粘質土や黄色砂磯質士の堆積層が、古墳状隆起として残存

した自然地形と判断できる結果となった。

（石尾政信）
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X= 44010 

x~44020 

第89園 地形測量・トレンチ配置図
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(10） 菩 提城 跡（菩提東古墳）

1 .はじめに

菩提城跡は、京都府竹野郡弥栄町字吉沢小字菩提に所在している。この城跡は、竹野川の東側

にある吉沢地区の入り組んだ丘陵上に築かれた中世の城跡である。調査地は、城跡が想定される

正陵の尾根先にあり、尾根とは切り放された、小高い正陵の南側半分である。調査地の西側には

吉沢城跡があり、調査地の丘陵先端部には菩提古墳が存在する （第90図）。今回の発掘調査は、国

営農地吉沢団地の造成に伴って実施した。

なお、今回の報告は、略報的なものであり、本来の報告は来年度に予定されている。そのため、

現段階は整理作業中で、今後の報告とは遺構・遺物の数量や考察にに変更点が生じる可能性があ

ることを了承しておいていただきたい。

2.調査概要

調査地の地形は、南方の主尾根とは分断された小高い隆起をもっE陵で、頂部は平坦になって

いる。北側斜面は、数段の曲輪状の平坦地があり、急、な傾斜になっている。今回の調査地は、小

高い隆起の南側部分について調査を実施した。標高は約93mで、ある。

調査区は、頂部平坦地と北側を除いた斜面部及び斜面裾の平坦部を調査した。頂部平坦部の中

央部は、さらに一段高くなっている。

現地作業は、樹木伐採終了後に表土掘削を開始し、現地表から約 5cmで、遺構を検出した。頂部

の西側では約3～ 5cmで地山となる岩盤を検出した。頂部東側では 5cmほど掘り下げると遺構を

検出したが、地山ではなく、 lOcmほど盛り土されていた。その地山面で下層の遺構となる古墳時

代と思われる遺構を検出した。また、東側のテラス部分と南西斜面で埋葬施設を検出した。その

ため、弥栄町教育委員会と協議し、頂部とその周辺で検出した下層の古墳時代の遺構について菩

提東古墳の名称を与えることとなった（第91図）。

3.検出遺構

( 1）城跡の遺構（中世の遺構）

正陵の平坦地で、数多くの小穴を検出した。この小穴は幾っか並んでいるものがあ り、建物や

塀を建てる柱穴と思われる。東西棟の掘立柱建物が2棟建てられていたようである。その他には、

小溝や不定形な土坑を検出した。

①掘立柱建物跡 1

調査区中央の一段高い高まりの北側にある。尾根の主軸に対して、東西方向に建てられ、 1

間× 2間である （約2.8m×約4.2m）。
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l菩提城跡（菩提東古墳）

5.新ヶ尾古墳群

9.茶カス古墳群

13.溝谷城跡

17.奈具岡北古墳群

第90図調査地及び周辺遺跡分布図（1/25,000) 

2.菩提古墳 3.吉沢城跡

6.上野古墳群 7.スクモ塚古墳群

10.シミズ谷城跡

14.太田古墳群

18.奈具阿南古墳群

-98-

11.堤城跡

15.丸山古墳

19.芋野城跡（×印）

4.新ヶ尾東古墳群

8.下上野古墳

12.立山城跡

16.奈具岡古墳群

20.愛宕神社古墳群
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②掘立柱建物跡2

同じく高まりの南側にあり、建物も尾根の主軸に対して東西方向に l間× 2間で建てられてい

る（約2.7m×約4.Sm）。 方角 ・規模などはほぼ同じで、同時期に建てられたものと思われる。

③塀跡 1～5

建物跡は、塀によって区画されていたようである。頂部で4列（塀 1～ 4）、そして東側のテラ

ス部で塀を l列（塀 5）検出した。その塀と正陵斜面の間には、小溝が検出された。

X=-39750 

Y= -81 630 Y= 81620 

0 10m 

第91図 菩提城跡遺構平面図（スクリーントーンは、古墳時代の遺構）
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また、不定形な土坑や、南北方向に長い「コ」の字状を呈する小溝 l条と、東西方向の短い小

溝2条を検出した。さらに、この調査地区の南側に、陸橋らしきものを幅約 lm確認した。

なお、現在、遺構の配置を検討中であり、頂部平坦地には、かなりの数の柱穴が存在するため、

建物跡や塀が増えたり、規模が変わる可能性がある。

(2）菩提東古墳の遺構（古墳時代の遺構）

頂部平坦地の東側半分の下層、及び斜面やテラス部分で、古墳時代の遺構を検出した。墳丘は、

頂部が削平されているため詳細は不明であるが、方墳であったと考えられる。規模は、現状で南

北方向約20m・東西方向約16mを測る。墳丘の高さは、テラス面から現在の墳頂部までで約 2m

を測る。東側のテラス部分は、幅約 5mある。また、墳頂部の北側と北東側で区画溝らしきもの

を検出した。

検出した遺構は、埋葬施設4基や土坑などである。埋葬施設は、頂部平坦地で破壊されたもの

が l基検出され、南西斜面で l基と東側テラス部分で 2基検出した。南西斜面のものを第 l主体

部、東側テラス部分の北側にあるものを第 2主体部、南側を第3主体部、頂部平坦地の破壊され

たものを第4主体部とした。

①第1主体部

この埋葬施設は、丘陵の南西側の斜面を削り込んで平坦面をっくり、埋葬されている。埋葬形

態は、 二段墓墳で木棺の痕跡は確認できなかったが、おそらく木棺直葬と思われる。墓墳の上段

の長さが約2.7m ・幅約0.9m、深さは東側では約0.5mで、あった。西側の一部は、破壊されてい

るようである。2段目の墓墳の長さは、約1.7m ・幅約0.5m・深さ約0.3mと細長い墓墳であっ

た。棺内の北側には、朱が床面から約 2～ 5cmの厚さで敷かれていた。おそらく、遺体は北枕で

葬られていたと思われる。その朱の底付近から、板状の滑石製勾玉が 1点出土した。中央付近か

らは管玉3点やガラス製小玉9点・滑石製小玉55点 ・琉拍玉4点が集中して出土した。玉類が集

中して出土した地点から15cmほど南側から、銅製の小型鏡が鏡面を上にした状態で 1枚出土した

（第92図）。

②第2主体部

東側のテラス部分の北側に位置し、やや東に傾いた南北方向の墓墳である。埋葬形態は、 三段

墓墳である。規模は、上段が長さ約1.5m・幅約0.6m・深さ約0.05mで、下段は長さ約1.Om・ 

幅約0.3m・深さ約0.12mで、ある。第 1主体部と比べると小規模なものである。この墓墳からは、

遺物は出土しなかった。

③第3主体部

この墓墳は、第 2主体部の南側に位置しており、方向も同ーの方向を向いている。墓墳自体も

同じく小規模な二段墓墳である。規模は、上段は長さが約1.2m、幅が約0.6m、深さが約0.16m

で、下段が長さ約O.Sm・幅約0.25m・深さ約O.lmである。ここからも遺物は出土しなかった。

④第4主体部

この墓墳は、中世の遺構検出面から、約lOcm掘り下げた地山面で検出した。しかし、後世の遺
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構などで破壊され、地山自体も削平されていた。墓墳は、二段墓壊であったと思われるが、東側

と南側が破壊されていて上段の規模は不明で、ある。下段となる墓墳の規模は、長さ約l.lm －幅

約0.6m・深さ約0.15mであった。墓墳埋土からは、須恵器の聾の破片が数点出土した。

⑤土坑

この土坑は、約 lm 四方の方形で、 l基検出した。深さは、約0.15mあったが、出土遺物はな

かった。

4.出土遺物

今回の調査で出土した遺物は、城跡のものとしては少量で、、須恵器 ・土師器・陶磁器などの土

器の破片と鉄製の鋤先 1点が出土した。土器の器種としては、須恵質の大型聾 ・土師質のす り

鉢 ・土師器の小皿の破片などがある。鉄製の鋤先は、「UJ字状を呈している。その他、砥石な

どが出土している。

古墳時代の遺物は、南西斜面にある第 1主体部から出土したものがほとんどである。銅製の小

型鏡は、径約4.6cmと小さなもので、 1/4ほど欠損していた。鏡背の文様は、外区に鋸歯文、内

区に櫛歯文が確認されるが、錆などでもろくなっており、文様が判別しづらく 、鏡の種類につい

ては、現在、検討中である。また、玉類としては、滑石製の板状勾玉がl点、緑色凝灰岩製の管

玉が3点、 コバルトブルーのアルカリ石灰ガラス製小玉が9点、滑石製小玉大小含めて55点、琉

泊玉が4点出土した（第92図）。

5. まとめ

今回の調査では、当初、城跡の調査として発掘作業を開始した。しかし、調査を進めていくと、

城跡に関する遺構のほかに、下層遺構として古墳時代の遺構が確認された。中世の遺構としては、

平坦面に柱穴群と不定形の士坑や小溝などを検出した。柱穴の存在から、掘立柱建物と塀が建っ

ていたようであり、建物は塀によって区画されており、建物の方向などに規則性がみられる。建

物跡の規模は小規模で、その数も少ない。出土遺物からみても、土器類が少量であることから常

駐するような施設ではなく、小規模な見張り程度の出先の施設であったと考える。しかし、同規

模の建物跡や塀による区画など、規則性がみられることから、重要な施設であったと考えられる。

南側には、陸橋が存在しているので、さらに南側に城の本体が存在する可能性がある。今回の調

査の結果、城跡に関連する遺構は、出てきた遺物から考えて、平安時代末～鎌倉時代前期と思わ

れる。今後、今回確認した山城に伴つ小規模な見張り施設のようなものについて、その性格付け

や本城との位置関係など、検討の必要があると考える。

次に、今回新たに検出した古墳時代の遺構は、弥栄町教育委員会と協議し、古墳に伴う埋葬施

設などであると判断した。それによ って、古墳の名称が新たに与えられた。調査地の尾根の先端

部分には、菩提古墳が存在するが、少し距離があることから菩提東古墳と名付けられた。墳正は、

南北方向に若干長い方形墳であった。墳頂部は、中世の遺構がつくられた際に破壊されていた。
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城としてこの丘陵を利用する際、 E陵を削ったり、土を盛って平坦地に整地していたことを確認

した。

古墳時代の遺構としては、埋葬施設や土坑が確認された。しかし、埋葬施設は、頂部の平坦地

には少なく、丘陵斜面や東側のテラス部分で3基検出した。また、中心となる埋葬施設も検出で

きなかった。墳頂部の埋葬施設は、後世に削られ破壊された可能性がある。斜面やテラス部分で

検出した埋葬施設は、周辺埋葬墓であると思われる。しかし、第 l主体部は、大量の玉類や鏡が

副葬されていたり、テラス部分よりわざわざ高い位置に墓壌が築かれていることから中心主体

（存在不明）の埋葬者に近い存在であった可能性がある。

これらの主体部の埋葬時期は、第 l主体部から出土した遺物の玉類のセット関係や鏡などから、

古墳時代前期後半～中期初めのものと考えられる。

また、今回出土した鏡は、鋸歯文鏡と呼ばれる小型の鏡と思われるが、いままで出土した鏡の

中では、類似するものが京都府内にはなく、大きさも最小のものである。現在、類似鏡や鏡式を

検討中である。

今回の調査で、中世の山城に関連する遺構のほかに、新たに古墳時代の遺構が確認されたこと

で、今後この付近にもさらに古墳の存在が予想される。また、丘陵の先端に存在する菩提古墳と

の関連も検討する必要がある。

さらに、今回、この地区を調査したことで、中世では、 菩提城の本城と今回の検出遺構との関

係など、多くの課題がでてきた。古墳時代の遺構にしても、新規の発見であり、今後、この地域

の古墳時代を考える上で、貴重な資料を提示することとなった。今後のこの地域における城跡の

関連施設や、古墳時代の墓域の広がり、集落との関連などを考えることが必要であろう 。

（村田和弘）
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(11）吉沢城跡

1 .はじめに

吉沢城跡は、弥栄町字吉沢小字城山に所在する早尾神社境内を中心とした戦国時代の城跡とさ

れている。城跡は、神社本殿がある標高68mのやや広い平坦地と、その南に同じ標高の平坦地が

あり、周囲は急な崖で、それより下にこれらを取り巻く曲輪群が造られている。2か所の平坦地

の間には、深い堀切が設けられ、北側の広い平坦地に主郭（本丸）が推定されている。

永正13(1516）年から翌年にかけての丹後一色氏と若狭武田氏の争乱は、一色氏が二分した複雑

な戦争であった。永正13年9月10日頃に武田元信方の兵が、丹後国の奥深く吉沢城 ・堤城にまで

侵入している（三重県白井家文書）。

天正10(1582）年に細川氏と一色氏方の攻防で吉沢城によったのは、一色氏の武将松田遠江守と

後藤下総守であったという（『丹後旧事記』）。 戦いは一色方の敗北に終り、吉沢城は廃城となっ

たと推定される。

今回の調査対象地は、これまで推定されていた吉沢城跡の南東の丘陵上に所在する平坦地で、

南まで広がる広域の城跡と推定した場合に、関連する施設が想定される地域であった。そこでは、

平坦地や階段状の地形が観察できた。また、南には、弥栄町小原集落に至る道沿いの低丘陵に新

ヶ尾古墳群・同東古墳群が、北には茶カス古墳群があり、古墳の可能性もあった。

2.調査概要

調査地を、方形の平坦地と緩傾斜地及び階段状地形、 2段の平坦地が続く地形、稜線が古墳状

を呈する地形の 3か所に分け、竹野川に近い方から、A・B・C地区と呼称する。樹木伐採後、

各地区の試掘をした。A地区には、平坦地・緩傾斜地・階段状地形に、幅約l.4mのトレンチを

合計9か所設定した。試掘調査では、方形の平坦地で隅丸長方形土壌（埋葬施設）1か所、緩傾斜

地及び階段状地形で隅丸長方形土墳（埋葬施設）を 3か所検出した。緩傾斜地の南東では堀切溝跡

を検出した。また、緩傾斜地の西側に急斜面があり、 急斜面の崩落土から平安時代後期の土器が

出土した。その後、遺構が検出された地域を中心に、表土掘削の範囲を拡大した。

B地区は、試掘調査で土坑などが見つかったので、表土掘削の範囲を拡大した。ここでは、低

位の平坦地で方形土坑1か所、高位の平坦地で炭や焼土が混じる土坑2か所、 平坦地の地形変換

点で落ち込みを検出した。

C地区の試掘調査では、表土直下が黄褐色・淡褐色砂質土（花両岩風化土）の 「地山」となり、

自然地形と判断できた。

城跡、に関連するものには、緩傾斜地の南東で検出した溝跡、緩傾斜地西側の急斜面がある。溝

跡のみ掘削しただけであり、時期は不明で、ある。なお、 A地区で検出した埋葬施設を古墳と判断
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し、弥栄町教育委員会と協議した結果、小字名から家ノ 山古墳群と命名された。

（石尾政信）
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(12）天王山古墳群 ・別荘古墳群・ 別荘遺跡

1 .はじめに

平成9年度の丹後西部地区での発掘調査は、天王山古墳群 ・別荘古墳群 ・別荘遺跡の3遺跡で

ある。これらは、熊野郡久美浜町字鹿野小字天王山・ 別荘ほかに所在する。国営農地鹿野 l団地

造成工事に伴う発掘調査は、平成8年度から開始され、京都府教育委員会 ・久美浜町教育委員

会 ・当調査研究センターとの3者が分担して調査を実施してきた。

2.調査経過

天王山古墳群は、 A・Bの2支群からなる。調査対象となったのはB支群の 1. 2号墳であっ

たが、造成工事に伴う樹木伐採によって古墳状隆起の確認や、工事中に須恵器片や石棺材と考え

られる石材が出土したため、天王山古墳群A支群で6基、B支群では8基の古墳が不時発見とな

った。地区外となるA支群28号墳 ・B支群の 5～ 7号墳を除き、京都府教育委員会がA支群25号

墳を、当調査研究センターがA支群23・24・26・27号墳と、 B支群3・4・8～10号墳の調査を

実施した。

不時発見された古墳については、造成工事を中断することなく、かつ円滑に調査が実施できる

よう関係諸機関協議の上、工事の進捗状況をみながら調査を実施することとなった。調査は、別

荘遺跡と併行して実施した。このため、古墳の表土掘削及び主体部検出までは大量に作業員を動

員し、主体部検出後は少人数で調査を実施したため、遺構の残存状況により、短期間で終了した

調査もあれば、規模の割に長期化したものもある。

別荘古墳群・別荘遺跡は、標高約20mの台地に広がる遺跡である。試掘調査の結果、顕著な遺

構 ・遺物が検出された場合には、面的な調査を実施する予定で調査を開始した。

当初、調査対象となったのは別荘 1・2号墳と台地平坦部約10,000ばであった。650m2の試掘

調査結果を受けて、 5,OOOm2の調査面積が確定し、調査を実施することとなった。

調査は、平成9年5月12日から重機で平坦部全域の試掘に着手し、沈砂池が計画されている台

地東 ・南側の谷部も掘削を行った。平坦部は梨園や畑地として開墾され、部分的に杉 ・槍が植林

されていた。また、畑の区画である大きな溝が東西南北方向に認められることから、遺構はかな

り削平を受けていると想定された。試掘では遺物包含層を確認した後、徐々に包含層を除去しな

がら最終地山面まで遺構が存在するかどうか確認を行った。

その結果、平坦部の西側 1/3は削平が著しく 、遺物包含層も遺構も検出されなかった。しか

し、別荘 I号墳が存在する平坦部中央付近から東側谷部までは、多くの遺構・遺物が検出された。

以上の調査経過から、別荘古墳群は、墳E部分が全壊した古墳2基が加わって合計4基となっ

た。また、別荘遺跡については、 竪穴式住居跡2基、古墳状遺構2基、掘立柱建物跡14棟以上、
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井戸 1基、鍛冶炉 5基、土坑 l基、火葬墓 1基、溝状遺構 1条、 1200を越える柱穴群などを検

出した。遺物としては、これらの遺構に伴うもののほか、弥生時代後期から中世の陶磁器類にい

たるまでのものが大量に出土している。

なお、古墳の規模などについては、鹿野団地造成予定地内で、調査を行ったすべての古墳を末尾

の一覧表に記した（付表8）。

3.遺跡分布状況（第94・95図）

天王山古墳群・別荘古墳群 ・別荘遺跡は、久美浜湾に注ぐ佐濃谷川河口部の左岸に位置し、日

本海を望む標高20mの台地から50mの丘陵上に分布している。別荘遺跡の北東約750mには、国

1.天王山古墳群A支群

第94図 調査地及び周辺主要遺跡分布図(1/25,000) 

2.天王山古墳群B支群 3.別荘古墳群・別荘遺跡、

6.鹿野A遺跡 7.鹿野城跡

10.古里ヶ山古墳 11.奥茨田古墳

14.日光寺遺跡 15.小丸山古墳

4.鬼の釜古墳群

8.鹿野B遺跡

12.明神古墳群

24.岡がなる古墳群

5.平田城跡

9.ドウブン古墳群

13.日光寺古墳
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

指定史跡である函石浜遺跡がある。鹿野 I団地造成予定地内及び周辺の丘陵上には、別荘古墳群

( 4基）、天王山古墳群A支群（27基）、B支群(lo基）、横穴式石室墳の可能性がある鬼の釜古墳群

( 2基）、前方後円墳 l基を含むドウブン古墳群（7基）の総数50基の古墳が築かれている。また、

丘陵裾部分の台地には別荘遺跡、これより谷を挟んで西側の台地には鹿野A遺跡が存在しており、

多くの遺跡が密集する地域でもある。また、別荘古墳群・別荘遺跡が存在する台地上は、過去に

7つの塚があったとか、「大門Jの地名が残ることから寺院が存在する可能性もあると指摘され

ていた。このほか、丘陵上には鹿野城跡、平田城跡など中世の山城跡も存在する。

平成8年度には京都府教育委員会が天王山古墳群A支群5誓議の調査を行い、 6世紀中頃の装
｛注33)

飾付査を副葬した木棺直葬墳、久美浜町教育委員会が天王山古墳群A支群2・3. 22号墳の調査

を行い、 6世紀前半に比定される木棺直葬墳を確認した。当調査研究センターでは天王山古墳群

A支群13 17～19亨議の調査を行い、中期を中心とした木棺直葬 箱形石棺を検出するとともに、

経塚2基の調査も行った。

天王山古墳群及び周辺の古墳群の埋葬施設には、箱形石棺、木棺直葬、横穴式石室と多岐にわ

たっており、時期的には古墳時代前期後半～後期後半にかけての古墳群であり、長期間にわたり

正陵が利用されていたことがうかがわれる。造墓集団としての集落遺跡は、周辺では鹿野A遺

跡 別荘遺跡・箱石浜遺跡・浦明選訟などが考えられるが、詳細は不明である。また、正陵上で

L~51 .0m 

。 10m 

第96図 天王山A支群23号墳測量図
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弥生土器が出土する部分も認められ、弥生墳墓が存在していた可能性もある。

4.調査の概要

A.天王山古墳群

a. A支群（23・28号墳）

工事に伴う伐採整理中に発見したもので、 A支群21号墳から南にのびる尾根が東に派生する分

岐点に28号墳が、派生した東側に23号墳が存在する。いずれも尾根全体が梨・桃畑として開墾を

受けており、部分的に段々畑状の地形が認められた。

(1) 28号墳（第95図）

重機の轍跡から須恵器片が出土し、古墳の存在が明らかとなったものである。墳E東側は、 平

成8年度調査で試掘が行われているが、開墾によるためか古墳とは認められていなかった。地形

からすると、墳丘は12mほどの円墳であったと考えられる。

重機が通った部分を中心に試掘を行ったところ、主体部と考えられる土色の変化を確認したが、

開墾及び重機の削平により部分的にしか残存していなかった。墓墳と考えられる部分は、およそ

長さ約 3m×幅約 lm・深さ約0.1 mと推定される。規模から木棺部掘形の底面のみ残存するも

のと推定される。遺物は出土していない。外表から出土している須恵器麗片からすると、 6世紀

中頃に築造されたものと考えられ

E
O
B
NJ
 

L=51.0m 

lm 

第97図 天王山A支群23号墳主体部実測図
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(2)23号墳

①墳丘（第96図、図版第71)

27号墳の東側に位置する。27号

墳同様開墾を受け、墳頂部には東

西にのびる溝状の窪みが見られ

た。墳丘は、楕円形状に改変され

るが、長辺約15.Sm×短辺約10.5

m・ 高さ約 lmを測る方墳であ

る。西側には自然地形と区画する

幅2mの溝が設けられている。墓

壌北側に梨棚のアンカーが設置さ

れ、そのときかなり削平したよう

で、削平は、 南側ほど著しい。墳

正中央部で墓墳 1か所、西側墳正

区画溝で円形の炭窯 l基を検出し

た。



国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

②埋葬施設（第97図、図版第71)

墓墳は、隅丸長方形をなし、長辺約2.9m×短辺約 2m・深さ0.8mを測 り、東側がやや広い。

主軸はN-89。－Wである。梨棚のアンカー設置時

に墓墳の存在に気付き、掘削が行われたようで、墓

境周辺に石棺材として使用されていた凝灰岩の板石

が積まれていた。掘削は、墓墳底面よりも下層にま

で及んでおり 、中央部分が舟底状に窪んで、いる。

墓墳内部は完全に掘削されているため、ま ったく

遺物は出土しなかったが、墓境検出面で細片化した

土師器査片と思われるものが少量出土した。時期を

特定できるものではないが、昨年度調査を行った箱

式石棺を主体部とする 13・17号墳の成果からする

と、中期古墳の可能性がある。

③炭窯（第98図、図版第71)

西側区画溝中央付近で検出したも

ので、直径約0.8mの円形をなすも

ので、深さ約0.5mを測る。掘り込

み側壁には粘土を貼り付けるが、底

面から約0.25m上方までしか貼られ

ていない。底面には空焚き時に酸化

したと思われる被熱部分が認められ

た。内部は、木炭 ・灰が多く堆積し

ていた。時期を特定できるような遺

物の出土は認められなかったが、別

荘遺跡、で検出されている鍛冶工房に

伴う炭窯であったとも考えられる。

b. A支群26・27号墳

平成8年度に調査された天王山A

支群3・4・22号墳から北に派生し

た稜線上に位置する。いずれも伐採

後の木材片づけ時に発見されたもの

で、 26号墳は墳丘の大半を削られ、

27号墳は墳丘の北東側裾付近が大き

く削平されていた。

仁コ赤色焼土 0 

L=49.5m 

1m 

第98図 小型炭窯実測図

！｜ 

..－－－－：：：：－己一一一一ーミ
占三主互主m 0 10m 

第99図天王山A支群26・27号墳測量図
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第100図土器棺実測図

(1) 26号墳

①墳正（第99図、図版第72)

標高45m付近に位置し、尾根稜線上よりや

や西側斜面にかけて築造されたものである。

東側には南から北に向かつて傾斜を持つやや

円形をなす尾根と区画する「VJ字状の溝が

設けられている。溝の規模は、幅約1.5m ・ 

確認長約12.3m・深さ約0.75mを測る。稜線

上に築造されなかったのは、区画溝の東側に

は土器棺墓があり、これを意識したものかも

しれない。溝内から須恵器杯蓋片が出土した。
50cm 

復原される古墳の規模は、直径約15m・高さ

約 2mが推定される。

②埋葬施設（第100図）

墳正中心部が重機によって削平されており 、主体部は検出されなかった。その東側では、重機

によって削平された斜面が広がり、そこから土器棺墓が検出された。土器棺は、重機で口縁部及

び体部の大半を削平されているが、長径約0.84m・短径約0.73mの楕円形の掘形内に口縁部を北

に向けた状態で査を納めていた。内部からは副葬品などの出土はなかった。

③出土遺物

溝内から出土したもので約 l個体分ある。天王山A支群 l号墳第 1主体部出土のものと同様の

もので、 TKlO併行期と考えられる。

土器棺に使用されていた査は、口縁部・体部の大半を削平されており、全体を復原できる残存

状況でないため図化できなかった。体部外面はハケ調整を行う 。内面は残存状況が悪く不明であ

る。時期的には、古墳時代中期のものと考えられる。

(2)27号墳

①墳正（第99図、図版第72・73)

26号墳下方の標高40m付近に位置する。自然地形を方形に削り出したもので、 一辺約24m・高

さ約3.3mの規模を測る。盛り土はほとんどなく、尾根高位側にも自然地形と区画する溝は設け

ておらず、 4面とも自然地形との傾斜変換点が墳E裾となるようである。

墳E西側肩部付近で、土師器長頚査片が出土しているが、図化できなかった。

②埋葬施設（第101図、図版第73)

墳正中央部で、地山を掘り込んだ l基の埋葬施設を検出した。墓墳の検出時には、棺蓋の落ち

込みに伴う暗褐色粘質土が溝状に堆積していた。墓墳は、長辺約3.4m×短辺約0.75m ・深さ約

O.Smを測り、細長い二段墓墳で、主軸はN 89° Wである。木棺痕跡は確認されなかったが、

墓墳の形状から舟形木棺が想定される。

つ釘
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国営農地（丹後東部 ・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

遺物は、墓墳上面と棺上に置かれて

いたと考えられる土師器の 2群があ

る。いずれも中央部分を中心に出土し

ている。墓境内から出土したものには、

高杯5点 ・器台3・査4～6点 ・蓋 l

点以上がある。いずれも破砕され埋め

られていた。

③出土遺物（第102図）

いずれも土師器で、その残存状況は

非常に悪く、器壁は剥離しており、復

原は困難である。

高杯（ 1・2) 高杯の脚部のみで、

他の部分は細片の状態で出土したた

め、復原はできなかった。大きく 「ハj

字状に開く脚部と、器壁が太く斜め下

方に開く脚部の2種が見られた。

器台（3・4) おそらく別個体と思

われる。大きく開く脚端部外面に、わ

ずかにヘラ磨きの痕跡が見られた。

台付査（5～ 7) 「く」字状に屈曲

して大きく外反する口縁部（5・6) 

z / I 
豆~I

第101図 天王山A支群27号墳主体部実測図

1m 

と、脚の部分（7）を図化した

球状の体部の一部も確認して

いるが、図化できなかった。

弥栄町太田4号墳出土品と類

似するが、口縁部に擬凹線文

を施していないことからする

と、後続するものと考えられ、

古墳時代前期初頭に相当する

) ~＼ ,J,,I ¥_, 入ζ島~
：淳子~

i士、7）~111~－， ~ 主同4 0 
10cm 

第102図 天王山A支群27号墳出土遺物実測図

と思われる。

c. B支群 1・2号墳

天王山古墳群の東端に位置する古墳で、北方に派生する丘陵先端部に位置する。昨年度に一部

掘削が行われ、 l号墳墳丘上から、12世紀後半の経塚 l基が確認されている。板石で室を設け、

鉄製の経筒が埋納されていた。レントゲン写真の結果、経筒内には経巻 l巻が残っていた。この

経塚については昨年度に調査を実施しているため、その詳細については省略する。
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( 1) 1号墳

①墳丘（第103・104図、図版第74・79)

直径約18m・高さ約l.Smを測る円墳である。大半が盛り土で築かれた古墳で、主体部検出面

から約 lm下で｜日表土を確認した。主体部は、墳頂部中央と南西寄りで2基確認した。また、第

l主体部の北東側検出面で須恵器杯身 ・杯蓋4点が出土した（第107図、図版第77）。もう 1基の

主体部の存在が考えられたが、主体部は見つからなかった。 1・2号墳聞には幅約 3m・深さ約

O.Smを測る区画溝が設けられている。この区画溝の流土内から、管玉（第111図87）とともにミニ

チュア土器が l点（第113図111）出土した。これらの遺物は、埋葬後の祭記に伴うものとも考えら

れる。

) 
天王山B支群 1・2号墳測量図（調査前）

10m 

②埋葬施設（第105・106図、図版

第74～76)

中央に位置する主体部を第 l、南

西側の主体部を第 2主体部として調

査を行った。

第 1主体部 墳頂部ほぽ中央か

ら、二段墓壌を検出した。検出面で

の規模は、幅約1.9m ・長さ約5.4

m・ 深さ約0.4mを測る 。主軸は

N 78。－Wである。木棺痕跡は確

1号境

。 10m 

第104図天王山B支群 1. 2号墳測量図（調査後）
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認されなかったが、墓壌の形状などから幅約0.7m・長さ約3.5mを測る箱形木棺であったと考え

られる。出土遺物には、棺内遺物と棺上遺物があり 、棺上遺物は主に木棺上と南側板横から出土

した。

棺上遺物としては、木棺上から須恵器の杯身 8・杯葦8・高杯 1・麗4・棄し土師器長頚査

Iなどが破砕された状態で出土しており、長側板外側から馬具（轡 l・辻金具・革金具）や鉄搬な

どの鉄製品も出土した。また、裏込め内からも麗 lが出土した（第105図、図版第77）。

ガラス玉14、管玉8、須恵器（杯蓋 5.杯身 2）、鉄銀、万 l、刀棺内遺物としては、勾玉 l、

E
O刷
円
H
J

t

k

 

寸ブ,C>-・'Z

子が出土した。杯身・杯蓋は転用

枕として使用され、周辺に朱が認

t
d
h
J
tL
J
』

められた。転用枕は 4か所に土器

を据えてお り、口径のさまざまな

杯身・杯蓋でも って、枕としてい

この転用枕付近からた。勾玉は、

I 

17－吋

I 
I 

I 

出土した。万は切先を西に向け、

足元付近（図版第77）から、また玉

類は、棺内にまき散らした状態で

出土した。転用枕から頭位方向は

西である。

6世出土した土器の形態から、

紀前半の特徴をもつものと中頃の

6世紀中ものとが共存してお り、

頃に築造されたと考えられる。

第l主体部西側か第2主体部

ら並行して検出した主体部で、 二

段墓墳である。第1主体部より残

存状況は悪いが、検出面での規模

は幅約1.3m ・長さ約6.0m ・深さ

約0.4mを測り、 主軸はN-69。ー

， ， r Wである。木棺痕跡は確認されな

， 
ーーーーー＿，

， 

ーー、、、
かったが、 墓墳の形状などから箱

L=32.0m 

仁コ

形木棺が推定される。墓墳検出面

の東小口部から、須恵器杯蓋 1点
朱

が出土した。棺内からは切先を南

1m 

天王山B支群 l号墳第 l主体部実測図

。
第105図

巳
U

1
i
 

唱
E
ム

東に向けた万子 lが出土した。頭

位方向は不明である。
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木ダ7 ・手
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¥¥ )( L;32.0m 

制 緩倒 。

E
D制
円
斗

1m 

小口部の土器の形態から、6世紀

中頃に埋葬されたと考えられる。墓

墳掘形は、第 l主体部とほぼ同一面

から掘り込まれていることや、第 1

主体部との位置関係から、第 1主体

部より後に、ほとんど時間差をおか

ずに埋葬されたと思われる。

③出土遺物（第108～111図、図版

第97～104、付表7)

土器 第108図8～16と24～26、

28～30の土器群は、第 1主体部の棺

上遺物で破砕した状況で出土した。

17～23は、転用枕として使用されて

いた須恵器である。27は、棺を埋葬

する際に埋められたものである。31

は、第2主体部から出土した杯蓋で、

32～35は第 l主体部東側から出土し

たもので、祭紀に伴う土器群である

と考えられる。

杯蓋（ 8・17～19・31) 丸みを帯

びた天井部と下方に降りる口縁部か

らなる。17・18は、口縁部がほぼ真

下を向く 。器高の高いもので、杯身

と合わせると球状に近い形となる。

口縁部基部には、1条の凹線がめぐ

る。天井部外面はヘラ削りが施され、

天井部内面と口縁部はロクロナデで

成形されている。土器の形状からT

KIO併行期のものと考え、その中で

も古い要素の濃い遺物と思われる。

第106図天王山B支群l号墳第2主体部実測図 杯蓋（ 9～11・20・21・32・33)

口径がやや小さくな り、中でも11 は、

小型の杯蓋である。器高も上記の蓋ほど高くない。丸みを帯びた天井部と下方に降りる口縁部か

らなる。天井部外面はヘラ削りが施され、天井部内面と口縁部はロクロナデ成形している。土器

の形状からTKlO併行期のものと考え、その中でも新しい要素の濃い遺物と思われる。
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杯身(14～16・22・23) 丸みを帯びた底部と上方に立ち上

がる口縁部からなる。いずれも器高は高く、蓋と合わせると

球状に近い形となる。底部外面はヘラ削りを施し、底部内面

及び口縁部はロクロナデ成形している。その形状から、 TK 

10併行期のものと考える。杯身34・35と比較すると、古い時

期のものと考える。

杯身（34・35) 平坦な底部から外上方に立ち上がる体部

と、斜め内上方に立ち上がる口縁部からなる。底部外面の平

M戸！ ？｜
33。／

- ~~~~ 
Lo32.5m 

に~ '-.-)' 
’／／／／／／／／／／／／／う

0 50cm 

坦部のみヘラ削りが施され、その他はロクロナデ成形で仕上
第107図天王山B支群 l号墳

げている。杯蓋9・10・32・33と同時期のものと考える。 墳頂部遺物出土状況

無蓋高杯（24) 底部から内湾しながら立ち上がる杯部と、外下方に降りる脚部からなる。脚部

には、 三方に長方形の透かしがある。杯部底部外面にはわずかにヘラ削りの痕跡が認められ、そ

の他はロクロナデ成形を施す。脚部はロクロナデ成形されており、ヘラ状工具で透かしを作って

いる。そのため、部分的に粘土のはみ出しが内面に見られた。その形状からTKIO併行期に相当す

る土器であろうと考える。

躍（26・28) 球状の底 ・体部と逆「ハ」字状に開く口縁部からなる。26は、体部半ばの張るも

ので、口縁部は大きく開く 。口縁端部は、「SJ字に屈曲する。底部外面にはヘラ削りが施され、

体部半ばと口縁部には波状文が施されていた。28は、 26よりも器高が高く、口縁端部・口縁部に

は波状文がめぐっていた。時期については、土器の形状ならびに上記の杯身・杯蓋とともに出土

していることから、 TKIO併行期のものと考える。

査（25・27・29) 29は、土師器である。25・27は、口縁部や口縁端部を意図的に欠いている。

25は、須恵器の長頚査である。やや肩の張る体部と逆「ハj字状に立ち上がる口縁部からなる。

頚部に 2条の凹線が認められた。27は、木棺を固定するための土中から出土したもので、口縁部

は出土しなかった。やや肩部の張るもので、外面にはカキ目が見られ、底部内外面には叩き目が

残っていた。29は、体部半ばで大きく外側に張り、口縁部は逆「ハ」字状に開く 。口縁端部は丸

い。時期については、 25・27の土器の形状ならびに上記の杯身 ・杯蓋とともに出土していること

から、 TKIO併行期のものと考える。

蓋（30) 球状の体部と逆「ハ」字状の口縁部からなる。体部内外面には叩きが一面に施されて

おり、体部 213にカキ目がめぐる。

鉄製品 第109図36～39・第110図54～77は、第 l主体部の長側板横から出土したものである。

40は、第2主体部内から出土した。

直万（36) 全長105cm・刃部幅4cmを測る。関は片関である。刃部に、鞘と思われる木質が遺

存する。

万子（37～40) 37は、同一個体と考えられる。37は、刃部残存長 8cm・茎残存長 5cmを測る。

38は、両関で全長14.3cm、39は棟側が斜めの両関で、全長13.4cmを測る。40は、関部分で錆によ
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

辻金具（55～57) 4点出土している

が、図化できたものは 3点である。十

字状の辻金具で、厚さ0.2cmの鉄板の

中央部に l鋲、各々 4脚に l鋲ずつ配

したものである。鋲はいずれも径0.6

～0. 7cm・高さ0.2～0.3cmの半円状の鋲を配するが、中心鋲、脚鋲ともほとんど差は認められな

り刃部と茎が左右にズレている。全長

lOcmを測る。

鉄鉱（41～52) 41・42は短頚鍛で腸

扶三角形鍛。鍛身断面は平造り、頚部

は関箆被。41は、鍛身部全長 6cm・幅

3 cm。42は、鉱身部全長 8cm・幅3cm 

43～52は長頚鍛で、鍛身部は長三角形

状を呈する。44・46・48は、鍛身関が

角関である。43・45・47は、余ヰめ関で

ある。頚部関は関箆被であるが、 48は

台形関に近い。ほぼ完存する46は全長

llcm、鍛身部長2.3cm ・幅l.4cmを測る

49～52は、頚部のみ残存するもので、

49・50は箆被部から茎部にかけ徐々に

細くなる無箆被、 52は出土した鉄鉱中

最も箆被部が長いもので、関部刃がや

や台形闘を呈する。

錨（53) 残存長19.4cm・刃部長 4

cm・幅 1cmを測る。刃部は大きく上方

へ湾曲して鏑を持つ。断面は片平鏑造

りである。

馬具 （第l10図） 馬具には、辻金

具 ・革金具・銃具 ・環状鉄器不明鉄製

品がある。
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第109図 天王山B支群 l号墳出土遺物実測図（2)

い。脚は、 基部に鋲が打ち込まれていないため、 責金具が使用されていた痕跡が認められた。 55

の脚の鋲は、足が直角に曲げられ、この折り曲げられた部分と鉄板の間には皮革の痕跡が残って

おり、幅0.3cm弱ほどあいていることから、使用されていた革帯は0.3cmほどのものと思われる。

環状鉄器（65～68) 4点出土した。直径3.5～4.0cmの環状をなすもので、環の厚さ0.3cmを測

る。馬具の一部と考えられ、革帯をつないだものと思われる。
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京都府遺跡調査概報第83冊

革金具 （58～64) 4鋲と 8鋲の 2種が認められる 。8鋲のものは 2点出土した。58は、

5.4cm×2.2cmの長方形の地板に、鉄製円頭鋲を 8鋲打つ。中央部の 2鋲は周囲の 6鋲に比べて

0.8cmとやや大きい。59も同様のものであるが、 1/2を欠損する。鋲上に責金具が付着する。鋲

脚の先端をいずれも欠く 。4鋲を持つものは 6点出土したが、図化できたものは 5点である。2

～2.5cmの方形の地板に鉄製円頭鋲を 4鋲打つ。裏面には皮革の痕跡が残る。鋲脚の先端を欠く

が、 64の1鋲は完存しており、革帯の厚さ 1cmで、鋲脚が直角に曲げられる。

銃具（69～71) 69は、直径0.5cmの鉄棒を曲げて輪金をつくり、基部に 5cmほどの鉄棒を端を

~ 
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

巻きつけて刺金とする。輪金の全長4cm・ 環部幅2.5cmを測る。70は、 0.5cmの鉄棒を「UJ字形

に曲げ、基部でさらに「Lj字形に折り曲げる。約 1/2が残存。71は、環状部分の破片である。

72・73は釘状のもので、 73は頭部先端を偏平にたたき、内側に強く巻き込む巻頭形のもので、

断面が方形を呈する。先端を欠損するが残存長5.4cmを測る。側面に責金具が付着する。

74は方形鉄板鏡板付轡で、鏡板・街・引手は揚め輪を介して結合される。鏡板は、方形の厚さ

2 mmの鉄板で、角部分には突起が認められる。先端を欠損しているが、これを立聞にしたものと

思われる。鏡板の一辺は、約 5cmである。揚め輪は、方形ないし楕円形の輪であったと推定され

る。引手は、厚さ 7mmの方形の鉄棒をねじり、 二つ折りにして、両端に輪を設けたものである。

手綱側になる環は外側に「くJの字状に折り曲げている。復原される全長は、19cmほどと考えら

れる。中央部分に責金具が装着されていた痕跡が残る。

74は、鐙のミニチュア状を呈するもので、「Vj字形の鐙担金具と 1連の兵庫鎖が残存する。

兵庫鎖は、はずれた状態で2連分付

着する。

75. 76は、薄い板状を呈しており、

75は残存長 3cm・厚さ0.3cmを測る。

責金具（77) 辻金具には装着され

ていたものと考えられる。細片化し

たものは多数認められるが、ほほ全

体がわかるものはこれ l点である。

先端を欠損するが、厚さ0.3cm ・幅

0.5cmほどの鉄板を「コj字状に曲

げて固定しており、細片化している

ものも、ほぼ同じ大きさである。

装身具 勾玉 l点（78）、管玉9点
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第111図 天王山B支群 l号墳出土遺物実測図（4)

番号 器種 長 干し径 色調 備考

78 勾玉 35.0 15.0 5.0～2.5 淡緑色 欠損

79 管玉 22.0 8.0 2.0～l. 0 濃緑色 碧玉

80 ，， 24.0 7.0 l. 5 濃緑色 イシ

81 ，， 21. 0 7.0 5.0～1.0 濃緑色 イシ

82 ，， 19.0 7.0 3.0～l. 5 濃緑色 。
83 ，， 18.0 6.0 2.0～l. 0 濃緑色 イシ

84 ，， 18.0 7.0 3.0～2.0 濃緑色 ク

85 ，， 18.0 6.0 4.0～2.0 濃緑色 イシ

86 ，， 15.0 6.0 2.0～l. 0 濃緑色 ，， 

87 ，， 19.0 8.0 4.0 i炎緑色 欠損

88 ガラス玉 3.5 4.5 0.5 濃紺色

89 ，， 3.5 4.5 l. 0 濃紺色

90 ，， 3.5 4.5 l. 0 濃紺色

91 ，〉 3.0 4.5 l. 5 濃紺色

81 80 

付表7 天王山B支群 l号墳第 l主体部出土玉製品一覧表（凹）

＠＠＠⑤  

日.o~ ~. 日87

番号 器種 長 申昌 干し径 色調 備考

92 ガラス玉 3.0 4.5 l. 0 濃紺色

93 ，， 3.5 4.0 l. 0 濃紺色

94 ，， 3.5 3.5 l. 0 濃紺色

95 ，， 3.0 4.5 l. 0 濃紺色

96 ，， 2.0 4.0 l. 0 濃紺色

97 ，， 3.0 3.5 1. 0 濃紺色

98 ，， 3.5 5.0 1. 0 濃紺色

99 宅P 3.5 5.0 1. 0 濃紺色

100 ，， 2.5 4.5 1. 5 濃紺色

101 ，， 2.0 3.0 1. 0 i炎青色

102 ，， 1. 5 3.0 1. 0 淡青色

103 イシ l. 0 2.5 1. 0 i炎青色

104 イシ l. 5 2.0 0.5 淡緑色
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京都府遺跡調査概報第83冊

(79～87）、ガラス玉17点（88～104）は、管玉87以外は第 1主体部内から出土したものであり、管

玉87は墳E裾部からミニチュア土器とともに出土したものである。法量については、付表7に記

した。なお、管玉の穿孔については、片側と両面穿孔の2種がある。

(2) 2号墳

①墳正（第103・104図、図版第78・79)

• 115・116

ヲ
，n

U
 

1
 

」

1m 

第112図 天王山B支群2号墳主体部実測図

ャーァ，.－－－：－ I 
＼ ムー－ _,,,,, 、c’』....－ ~ 

、＼ 」－ ·~

105 H ～ー圃園田F 107 

径約lOm・高さ約 lmを測る円墳

で、大半を盛り土で築いた古墳である。

南側から西側にかけての墳丘斜面と墳

頂部盛り土は、一部流失していた。墳

頂部中央から主体部 l基を検出した。

主体部床面付近に旧表土が広がってお

り、ここから弥生時代後期の土器片や

水晶性のハンマーが出土したO これに

伴う遺構は検出されなかった。このこ

とから古墳時代以前にも人の営みがあ

ったと思われるが、 古墳築造などによ

って、遺構は削平された可能性がある。

②埋葬施設（第112図、図版第78)

墓墳は二段墓壌で、検出面での規模

は幅約l.7m ・長さ約3.5mを測る。主

軸はN-42° -Wである。木棺痕跡は

確認されなかったが、墓墳の形状など

から箱形木棺が推定される。墓墳検出

面の南東側小口部で須恵器短頚壷 l、

土師器杯3が、床面から万子 1.鉄鉱

1が出土した。土器は、その形態から

6世紀中頃に築造されたと考えられる。

／ヲユで－＠；？－
＇~~〆虚 ゆJ

。 20cm 

第113図 天王山B支群2号墳出土遺物実測図(1)
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国営農地（丹後東部 ・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

③出土遺物（第113. 114図、図版第98.100・101)

2号墳から出土した遺物は、主体部内から105～108の土器と、113～116の鉄器である。109～

112については、古墳築造前の旧表土から出土した土器と石器である。

杯(105～107) 土師器である。底部から内湾しながら外上方に立ち上がり、口縁端部は上方を

向く。外面はヘラ削りを施し、内面はナデを行う。その後、 外面全面に指押さえを施す105もある。

短頚査(108) 肩の大きく張る体部と短く立ち上がる口縁部からなる須恵器である。底部外面

にはヘラ削りが施され、その他はロクロナデ成形である。この形態から TKlO併行期に該当する

ものと思われる。

弥生土器(109・110) 109は、「SJ字形に屈曲する聾の口縁部で、端部外面には疑凹線がめぐ

ることから後期の土器である。古墳築造前にも人

の営みがあったことがわかる。蓋内外面には、部

分的にハケ目が見られる。

ミニチュア土器(111) 管玉87とともに表土直

下から出土したもので、この遺物はl号墳に伴う

と思われる。祭最Eに使用されたと思われる。

石器(112) 水晶製のハンマーである。残存長

4 cm・ 同幅 5cmを測る。かつて、 E陵裾部を掘削

第114図 天王山B支群2号墳出土遺物実測図（2)
した際に多量の水晶が出土しており、この周辺出

l、
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第115図天王山B支群3・4号墳測量図
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京都府遺跡調査概報第83冊

土の水晶をハンマーとして使用した可能性がある。

鉄製品 いずれも主体部内から出土した。

万子(113・114) 113は、切先・茎の一部を欠損する。残存長11.2cmを測る。114は、全長

13.5cmを測り、研ぎ減りが観察される。

鉄鉱(115・116) 115-aは、短頚鍛と思われる鎌身部のみ残存するもので、腸扶三角形骸で

ある。逆刺部刃重扶である。鍛身断面は平造り、搬身部残存長8cm・幅3.8cm。115-b . 116は

長頚鉱で、鉱身は長三角形状を呈し、断面形は片丸造り。鍛身部関は115 bが斜関、116が角関。

115-bは、鍛身部全長3.2cm・幅0.9cmを測る。

d. B支群3・4号墳

1 . 2号墳の西側の標高約49mの丘陵稜線上に位置し、 1. 2号墳とは同一丘陵で続いている。

伐採に伴い、発見されたものである。

(1) 3号墳

①墳丘（第115図、図版第79)

E陵が北にゆるやかに傾斜を始める部分

に位置する。直径約12m・高さ約1.4mを

測る。墳丘の北側の大半と西側の一部は盛

り土を行うが、大半は地山を削り出して整

形する。北側は、自然地形と区画する幅約

1 ’心。〈ん今今ラγ／／／／，＜，， l戸49.0m

· y7y;y77＿／，＜えλメ~ゾγγy77./h( .. 

0 1m 

第116図天王山B支群 3号墳主体部実測図
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第117図 天王山B支群4号墳主体部実測図

d
A
τ
 

円
ノ
山



国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

2.5m・深さ約0.5mの溝が「C」字状に回る。南側は、 4号墳の区画溝を埋め

る形で3号墳の南側の削り出しを行っているため、両古墳聞が4.lm離れてい

る。墳頂部には盛り土が施されていたと考えられるが、流出したようで、表土

I I 

Tl; 
I ' 117 

直下がほぼ地山面となっていた。

②埋葬施設（第116図、図版第80) 0 5cm 
E 匝 =--I

墳頂部中央部で、尾根に直交する主軸をN 57。 Eを持つ主体部 l基を検 第118図天王山

B支群4号
出した。墓墳は、隅丸長方形をなし長辺約2.9m×短辺約0.9m・深さ約0.15m

墳出土遺物

を測る。木棺痕跡は確認されなかったが、墓墳の形状などから箱形木棺が推定 実測図

される。内部からは副葬品などは出土しなかったが、墓墳北西側の表土直下で須恵器杯蓋片が出

土した。l号墳の墓墳検出面に見られるものと同様な性格をもっと考えられる。

③出土遺物

表土直下で須恵器杯蓋片が出土しているが、図化できなかった。残存する部分の観察では、 1

号墳第 l主体部の棺上遺物と同様の形態で、 TKIO併行期と考えられる。

(2) 4号墳

①墳丘（第115図、図版第79)

3号墳の南側に位置し、墳丘の大半を削り出して整形する。長辺約19m・短辺約12mを測る方

墳で、墳頂部には約0.3cmの盛り土が施されている。北側の 3号墳との間には幅約 2mの直線的

な溝が設けられていたと思われる。3号墳の築造に際して溝が埋められ、それに伴い北側の墳丘

の一部が削平されている。南側は、 5号墳の溝が「CJ字状に回る。造成界付近に位置するため、

L-43 Om  

。 10m 

第119図天王山B支群8号墳測量図
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第83冊京都府遺跡調査概報

墳Eの南側 1/3は調査地外となる。

②埋葬施設（第117図、図版第80)

造成界付近で尾根に直交し、主軸を

N-34。－Eに持つ主体部 l基を検出

した。墓墳は隅丸長方形で、長辺約

4.25m×短辺約1.6m ・深さ約0.45m

を測る。木棺痕跡は確認されなかった

が、墓壌の形状などから箱形木棺であ

ったことが推定される。墓墳中央部の

埋土中から万子 lが出土した。出土状
I 

I 

況から木棺を埋置し、埋め戻す過程で

ノ

調査地外

入れられたと考えられる。

③出土遺物（第118図、図版第100)

万子117は、刃部のみの破片である。

残存長

5.4cm・刃部幅1.7cmを測り 、断面二等

切先・茎部を欠損する 。

L=44.5m 

『 一一ー←一ーーー

辺三角形をなす。
1m 。

B支群8・9・10号墳

天王山B支群8号墳主体部実測図

e. 

3・4号墳から南にのびる尾根が東に分岐し、

2号墳へと続いていくほぼ中央部分に位置する。丘陵

稜線より南側は梨・桃の果樹園となっており、墳丘の

1/2～ 1/3はそれに伴い削平を受けている。また、

造成界付近に位置するため、部分的な調査を実施する

にとどまった。

(1) 8号墳
~；~ 

0 

爪
川
内
川
げ
け
9

い店
間
川
町

第120図

爪
川
川
白
川
川
日
同
州

wmw官

①墳丘（第119図、図版第81)

B支群で最高所に位置する 5号墳から、 北東方向に

派生する丘陵尾根筋上に位置する。直径約lOm・高さ

約1.5mを測る円墳で、墳頂部から主体部 1基を検出

ハ
内
川
川
ω門
白
川

H
H
洞

mh
8
 

｛＼ 

した。墳正 1/3は調査対象地外となり、主体部も一
・10cm 

部調査することができなかった。墳正は、全体に砂土天王山B支群8号墳

出土遺物実測図

第121図

ないし砂質土で0.5m盛り土する。

②埋葬施設（第120図、図版第81)

主体部南端部分が調査地外となるため、その全容については不明であるが、検出面での長さ
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

第122図天王山B支群9・10号墳測量図

2.5m以上・幅約 lmを測る素掘りの墓墳で、尾根に直交し主軸はN-32。－Wである。主体部内

からは、鉄鉱山点が出土した。

③出土遺物（第121図、図版第101)

鉄鉱(118～129) 8号墳から出土した遺物は鉄鉱のみで、土器は出土しなかった。残存状況の

悪い122・123も含め、すべて鍛身部と頚部の比率がほぼ 1: 1の短頚関箆被片刃箭式の鉄鉱であ

る。鍛身部関は斜関で、箆被までの長さはほとんどない。鍛身部断面形は、切刃造りである。全

長のわかる最大の118は10.Scm、最小のもの120は9.2cm。鉱身部最大のもの118は長さ 5cm・ 幅 1

cm、最小の128は長さ3.8cm ・幅0.9cmを測る。いずれも茎部には桜の樹皮がよく残存する。

(2) 9号墳（第122図、図版第81)

8号墳の北東に位置する古墳である。調査は、古墳の北側 1/3のみ行った。直径約 9m・ 高

さ約 lmを測る円墳である。調査の結果、主体部の検出には至らず調査地外に存在すると思われる。

(3) 10号墳

①墳丘（第122図、図版第81)

9号墳の北東に位置する古墳で、古墳の北側裾部のみ調査を行った。直径約 9m・高さ約 lm 

を測る円墳である。

付表8 天王山古墳群規模一覧表

遺跡名 墳形
墳丘規模

主体部
墓壊規模

出土遺物 備考 ・調査主体
(m) (m) 

A 3号墳 円墳 径9.5 両 1.5 木棺直葬 2.2×0.4 須恵器 ・万子・鉄鉱 平成8年度町教委

4号墳 円墳 径9 高1.2 木棺直葬 3.5×1. 2 須恵器 平成8年度町教委

5号墳 円墳 径14 高1.4 木棺直葬 4.5×2.0 須恵器 ・土師器・鉄鉱 平成8年度府教委
万子

13号墳 方墳 17×15 高2.3箱式石棺 4.5×2.5 なし 経塚 ・平成8年度埋文

17号墳 円墳 千歪16 3.3×1. 9 ガラス玉 ・管王 ・勾玉 平成8年度埋文

18号墳 不明 半壊 3.2×1. 1 なし 平成8年度埋文

19号墳 不明 半壊 箱式石棺 3.1×0.9 なし 経塚 ・平成8年度埋文

20号墳 方墳 10×7 箱式石棺 2.3×0.6 なし 平成8年度埋文

21号墳 方墳 10×6 箱式石棺 1. 9×0. 7 なし 平成8年度埋文
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京都府遺跡調査概報第83冊

22号墳 円墳 半壊 流失 土師器 平成8年度町教委

23号墳 方墳 12×15 局1.5 箱式石棺 2.5×1. 5 土師器 平成9年度埋文

25号墳 円墳 半壊 木棺直葬 平成9年度府教委

26号墳 円墳 在日5 両2 流失 区画溝確認 須恵器 平成9年度埋文

27号墳 方墳 一辺24 高3.3 木棺直葬 3.4×0.8 土師器 平成9年度埋文

28号墳 円墳 径12 木棺直葬 3.0×1. 0 須恵器 平成9年度埋文

B-1号墳 円墳 径18 高1.8 木棺直葬 5.4×1. 9 須恵器・土師器 ・馬具 経塚

木棺直葬 6.0×1. 3 万・鉄鉱・ガラス玉・ 平成9年度埋文

勾玉

2号墳 円墳 径10 局l 木棺直葬 3.5×1. 7 須恵器・土師器・万子 平成9年度埋文

3号墳 円墳 径12 高1.4 木棺直葬 2.9×0.9 須恵器 平成9年度埋文

4号墳 方墳 12×19 高1.2 木棺直葬 4.25×1. 6 万子 平成9年度埋文

8号墳 円墳 径10 局1.5 木棺直葬 2.5以上× 1.0 鉄鍬・万子 平成9年度埋文

9号墳 円墳 径：9 両l 調査地外 なし 平成 9年度埋文

10号墳 円墳 径9 高l 調査地外 土師器 平成9年度埋文

町教委：久美浜町教育委員会 府教委： 京都府教育委員会 埋文：（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター

②出土遺物

墳丘斜面から土師器片 l点が出土したが、破片からその形態、や時期についてはわからなかった。

B.別荘古墳群

当初、調査対象となったのは別荘 1・2号墳と台地平坦部約10,OOOm2の試掘調査で、あった。

650m2の試掘調査結果を受けて、 5,OOOm2の調査面積が確定し、調査を実施することとなった。

別荘古墳群では、 I号墳南側であらたに墳丘部分が全壊した古墳2基が検出され（3・4号墳）、

西側でも古墳状遺構2基を検出した。調査終了時点で別荘古墳群は、新たに検出した古墳2基を

加えて、 3基の古墳群（1・3・4号墳）と、 l基の古墳状遺構（古墳状遺構 1）、 2基（ 2号墳・

古墳状遺構2）の方形の段地形を検出した。方形の段地形については、五輪塔・石仏を安置して

いた段と考えられる。

(1) 1号墳

①墳正（第123・127図、図版第82～84)

別荘遺跡のほぼ中央部に位置し、中世以降の土地利用に伴い、墳正の約 213が削平されてお

り、残存する部分や遺物の出土状況から、本来は直径約20mの円墳と推定される。墳Eは、旧表

土上に直接盛り土して築かれている。盛り土は、黒褐色粘質士と地山である黄褐色粘土の縞状堆

積で突き固められており、約 lmを確認した。墳Eの東、南側には 3号墳の溝が残存するが、こ

の l号墳の周溝とはならない。理由としては、築造時の旧表土と同じものがすでに周溝内の底近

くに堆積しているのが認められ、 l号墳築造時には 3号墳の周溝はすでに埋まっていたことにな

り、 l号墳に先行することが明らかである。天王山古墳群中で調査された 6世紀の古墳では、あ

まり遺物がなく、この古墳と同様な築造状況－規模であったり、万を保有していた古墳は、 B支

群 l号墳のみである。万を保有していた主体部が中心主体とすれば、これをもとに墳Eを復原す

ると直径約20mとなる。 3号墳の復原径を3lmにすると、大きくなりすぎ、また万の出土位置が

極端に偏ることからも、別のものと考えた方がよかろう 。

墳丘頂部の開墾を受けた部分から、須恵器杯蓋片が出土している。

口
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②埋葬施設

墳頂部全体が削平されているため、墓墳は検出されなかったが、かろうじて表土直下には木棺

部底面近くが残存していた。そこから、切先を西に向けた直万 l、削平に伴い細片化した鉄鉱約

4点 ・万子2点、これらとともにばら撒かれたような状態でガラス玉60個が出土した。木棺部底

主三二_;j9,520

C三三

主三二呈9.540

14
u
 

。 10m 

第124図 別荘古墳群・別荘遺跡、遺構配置図（2)
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

面の復原規模は約3m×約0.8mを測る。直万の方向は、 N-68°-Wであり、墓墳の主軸もこれ

に近いと推定される。頭位は、直刀の出土状況から東枕と考えられる。墳頂部自体の削平は戦後

に行われ、南辺側には経塚があったようで、外容器・経筒が出土したという伝えがあるが、遺物

自体はすでに散逸し、所在不明となっている。

古繍状遺構2

。 10m 

第125図 別荘古墳群・別荘遺跡遺構配置図（3)
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第83冊京都府遺跡調査概報

③出土遺物（第128・129図、図版第104・105、付表9)

墳頂部から出土した遺物は、万 ・万子・鉄鉱・ガラス玉である。

錆化及び根により劣化が著しい。全長96cm・刃部幅3.5cmを測る。聞は片関である。

刃部に鞘と思われる木質が残存する。

直万 (130)

x一三ニ豆9.520

主三ニヨ9,540。D
O
 

パ
川
い
同
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＠。。

。

。。。。 。。。

。
。
。

。。。。。

10m 

別荘古墳群・別荘遺跡遺構配置図（4)
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

万子(131. 132) いずれも茎片である。131が残存長 5cm、132が残存長3.8cmを測る。

鉄鉱(133～135) いずれも長頚鍛で、細片化 して全長のわかるものはない。133は、鍛身断面

形は片切刃造り、頚部関は台形関。134・135は関箆被で、 134の鍛身部断面形は両丸造りである。

(2) 2号墳

①墳丘（第123・130図、図版第85)

台地東端付近に位置し、 一辺約 2m・高さ約 lmの方形壇状で、平坦部には石仏・一石五輪塔

が約20個体置かれていた。これらは意識的に並べたのではなく、周辺にあったものを lか所に集

I ／角、、
I/  

／／ て ＼

。

別荘 1号績

別荘3号墳周溝 2 ノ ｝ 

徽倫級後徽
1.黒色土混じり茶褐色土 2.旧表土 4m 。3.青灰褐色土

第127図 別荘 1・3号墳測量図
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別荘 l号墳出土玉製品一覧表（凹）

番号 器種 長 申局 干し径 色調 番号 器種 長 申昌 干し径 色調

136 ガラス玉 2.5 3.6 0.5 淡青色 166 ガラス玉 2.0 3.0 0.8 濃青色

137 ，， 2.0 3.0 0.5 淡紺色 167 イシ 2.5 3.8 0.5 濃紺色

138 ，， 2.0 3.3 0.5 j炎紺色 168 ，， 2.8 3.5 0.5 淡紺色

139 ，， 2.0 3.3 0.5 i炎紺色 169 ，， 2.8 3.8 0.5 濃青色

140 ，， 2.0 3.0 0.5 淡青色 170 イシ 3.5 4.0 0.5 i炎青色

141 ，， 2.0 3.5 0.5 i炎紺色 171 ，， 3.0 3.5 0.5 i炎青色

142 ，， 1. 5 3.0 0.8 淡紺色 172 。 2.5 3.0 0.5 濃紺色

143 ，， 1. 3 2.5 0.5 淡紺色 173 ，， 2.8 3.8 0.5 j炎紺色

144 イシ 1. 5 2.8 0.5 淡緑色 174 イシ 2.5 3.5 0.5 濃青色

145 ，， 2.0 3.0 0.5 淡紺色 175 ，， 1. 8 3.5 0.5 j炎紺色

146 広〉 2.3 3.8 0.5 濃紺色 176 ，， 3.0 3.8 0.8 淡青色

147 イシ 1. 5 3.3 0.5 淡紺色 177 イシ 2.8 4.3 0.8 淡紺色

148 名〉 2.5 3.0 0.5 淡紺色 178 ，， 1. 5 3.0 0.8 i炎紺色

149 イシ 1. 5 3.0 0.8 淡紺色 179 ，， 1. 5 3.0 0.5 j炎紺色

150 ,,, 1. 8 3.5 0.5 淡紺色 180 ，， 2.8 3.5 0.5 i炎紺色

151 ゐ 2.0 3.3 0.5 淡青色 181 ク 2.5 4.5 0.5 i炎紺色

152 え〉 1. 8 3.0 0.5 淡紺色 182 ’F 3.0 3.5 0.5 淡緑色

153 イシ 2.0 3.3 0.5 淡紺色 183 イシ 2.5 4.0 0.5 i炎紺色

154 名〉 2.0 3.0 0.5 淡紺色 184 。 2.8 4.0 0.5 i炎紺色

155 。 2.5 2.5 0.5 淡青色 185 ，， 2.5 4.0 0.5 濃紺色

156 ，， 3.0 3.0 0.5 淡青色 186 ，， 2.5 4.0 0.5 淡紺色

157 イン 2.5 3.5 0.5 濃青色 187 イシ 1. 5 3.3 0.5 濃紺色

158 今 2.5 3.5 0.5 淡緑色 188 今 3.3 3.8 0.5 淡青色

159 イシ 1. 5 3.0 0.5 j炎紺色 189 。 2.5 3.0 0.5 淡青色

160 イシ 2.0 3.0 0.8 j炎紺色 190 ’〉 2.0 3.5 0.8 淡紺色

161 ，， 2.3 3.5 0.5 淡青色 191 ク 2.0 3.5 0.5 青緑色

162 ，， 2.3 2.8 0.5 淡紺色 192 ク 2.5 3.0 0.5 淡紺色

163 ，， 2.0 3.3 0.5 淡青色 193 今 2.0 3.0 0.5 淡紺色

164 ，， 2.5 3.0 0.5 淡青色 194 イシ 1. 5 3.0 0.5 i炎紺色

165 ，， 2.3 3.0 0.5 淡紺色 195 今 3.5 4.0 0.8 淡青色

付表9
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めたような状態であった。石仏 ・五輪塔を除去した後、精査したが、埋葬施設は存在しなかった。

②出土遺物（第130図、図版第108)

平坦部から石仏体 ・一石五輪塔が集積した状況で確認した。部分的に破損したものや、熱を受

け割れたものなどがあり、実際の個体数はこれよりもl.5倍ほどあったと考えられる。江戸時代

中期以降のものと考えられる。

(3) 3号墳

①墳正（第123・127図、図版第86・87)

l号墳築造時には

1号墳の溝とは考えられない。

l号墳周囲を取り囲むような状態で検出した周溝である。先述したように、

すでに旧表土面（黒褐色士）が溝内に形成されており、
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溝は、 1/2北側部分を開墾により削平されるが、南半分は 「C」字状に残存していた。溝は、

幅約 lmの陸橋状の区画で5分割されてお り、全周あったとすると 7分割されていたことになる。

l区画は長さ約12m・幅約3.5mを測る。深さは、東側が高く西側が低くゆるい傾斜地に設けら

れているため、地形に応じた深さとなっていたようである。上端は開墾によ り削平を受けるが、

東側溝で検出面から約0.5m、南側溝で約0.9mの深さがある。いずれも排水施設がなく、断面観

察では水が溜まっていたようで、最下層には青灰褐色の有機質を含む粘質土の堆積が認められた。

その上層には l号墳の旧表土面（黒褐色土）が溝内に形成されていた。これから上層は、l号墳の

築造に伴うと考えられる整地層、さらに中世の建物建設に伴う削平や整地の時の淡黒褐色粘質土

の堆積が認められた。

残存する西端溝の観察をすると、北側に続く部分は同レベルにもかかわらず、溝が存在してい

ないことからすると、この部分が古墳の入口に相当する可能性がある。溝内最下層からは遺物が

出土しなかったため、時期は不明である。東側溝の中世の開墾に伴う堆積土中からは、須恵器短

頚壷が出土している。

3号墳の中心がl号墳の南辺近くにあたるため、 l号墳の盛り土を除去して精査を行ったが、

埋葬施設は検出されなかった。

(4) 4号墳（第123・124図、図版第87)

竪穴式住居跡の西側で検出したもので、開墾を受けて墳正部分は残存しない。古墳の周溝は、

東側と北側の一部を「LJ字状に確認した。検出面での溝幅約 2m ・深さ約0.45mを測る。周溝

は、西側部分は試掘トレンチでは検出されなかったため、北側から南に向かつて水が流れるよう

になっていたと考えられる。南側は、台地の斜面に入ってしまうため、南辺を除く「コ」字状の

周溝であったと推定される。地形と周溝を観察すると一辺7m前後の方墳が想定で、きる。周溝内

からは遺物は出土しなかった。時期は不明で、あるが、 3号墳と切り合っていないことから、同時

期とも考えられる。

(5）古墳状遺構 1（第123・125図、図版第四）

1号墳の東側で検出したもので、 3号墳の周溝上に重なっており、 3号墳よ りあとに築造され

る。台地上に見られる東西南北方向の区画溝とは明らかに異なっており、 4号墳の周溝の残存部

を南北逆に置いたような形態を呈する。検出面での幅約 2m・深さ約0.4mを測る。3号墳周溝

と重なった部分が西側角と考えられるが、東側は地形が北下がりに開墾されてお り、それによっ

て消滅したと思われる。地形からすると大きくとも本来は一辺約30mの方墳で、あった可能性が推

定できる。遺物が出土していないため時期は不明で、ある。

(6）古墳状遺構2（第123・125・126図、図版第82)

1・2号墳聞から検出した遺構である。開墾や耕作に伴って削平されたため、非常に残りが悪

い。わずかに窪む溝を方形に確認したので、古墳状遺構とした。しかし、溝からの規模は一辺約

3mで、あり、 2号墳の規模に近似することや、調査地北側斜面で五輪塔や石仏の散乱が認められ

ることから、 2号墳と同様、石仏や五輪塔などを安置する方形の段地形であった可能性もある。
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

c.別荘遺跡

別荘遺跡では、 l号墳南側で古墳時代中期の竪穴式住居跡2基、中世の遺構として平坦部中央

より南側で掘立柱建物跡6棟以上や鍛冶工房を検出した。鍛冶工房内では、建て替えに伴う掘立

柱建物跡8棟、鍛冶炉5基も検出した。鍛冶炉は削平を受けており、本体部分が一部残存するも

のは l基のみであった。最初に建てられたと考えられる建物跡には、入口部分に岩盤を削り出し

た階段が設けられていた。掘立柱建物跡には、大きく 2つの方向がある。鍛冶工房内の掘立柱建

物跡と同方向のものは平安時代末期～鎌倉時代初頭と考えられる。これと異なる方向の建物跡は、

周辺から出土した遺物からすれば、鎌倉時代中頃の掘立柱建物跡と推定される。そのほか、土坑

l基、火葬墓 l基、溝状遺構 l条、 1,200を越える柱穴群などを検出した。これ以外に、竪穴式

住居跡 1・2の西側に南北にのびる畑の区画溝は、中世の段階では台地上の集落に入る道路であ

った可能性がある。ほかの区画溝に比べて深く、 3号墳の周溝近くで急に細くなっている。3号

墳の周溝内には土坑があり、周溝が埋まってから土坑を掘削したとすると、 1.3m以上の深さと

なり掘削不可能のはずで、道路のすぐ近くに土坑を設けていたと考えたい。

。 ② 

竪穴式住居跡2

1 T 
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第131図竪穴式住居跡 1・2実測図
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第132図 竪穴式住居跡1. 2出土遺物実測図

遺物としては、これらの遺構に伴うもののほか、弥生時代後期から中世の陶磁器類にいたるま

での多くの遺物が出土した。鍛冶工房跡に伴う遺物としては、製作された可能性のある鉄器や鉄

片、鍛冶淳、鍛造剥片 ・粒状i宰がある。なお、鍛造剥片・粒状淳は鍛冶炉周辺の土砂を採集し、

水洗し強力磁石によって磁着採集した。

a.古墳時代の遺構

古墳時代の遺構としては、先述した3基の古墳及び古墳状遺構 l基のほかに、調査地南端、 4

号墳の西側で同位置に重なり合った大型の竪穴式住居跡2基を検出した。顕著な遺構は検出され

なかったが、遺物は、東端の谷状地形の

部分から柱穴に伴って多く 出土した。

(1)遺構の概要

竪穴式住居跡 1・2（第131図、図版第

82・83・88・96）を検出 した。直径約 7

m ・深さ約0.3mの円形の竪穴式住居跡

（竪穴式住居跡 1）を、 一辺約7.5m・深

さ約0.4mの隅丸方形の竪穴式住居（竪穴

式住居跡 2）に建て替えたものである。

竪穴式住居跡 lは、建て替えに伴って西

側 1/5が残存するにすぎない。住居跡

床面からは、主柱穴4か所と周壁溝を検
。

0 2m 

第133図掘立柱建物跡1実測図
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出した。主柱穴は、直径約0.5m・深さ

約0.7mを測る。周壁溝は、壁に沿って

めぐ り、幅約15cm・深さ約 6cmを測る。
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竪穴式住居跡 lは、竪穴式住居跡2の建て替え時に床面をlOcrn下げて整地し直していたため、西

側部分のみの検出となった。竪穴式住居跡2の周壁溝には、南辺中央部分で台地斜面側に排水す

るための溝が設けられている。住居跡床面中央部分よりやや南側で、焼土を検出したがよく焼け

締まったものではない。住居跡南東角付近には、東側に約1.5m×約1.6mほど広がる削り出し部

分がみられ、浅い柱穴2か所も検出した。入口に関する遺構の可能性も考えられる。

(2）出土遺物（第132図 ・図版第107)

遺物は、竪穴式住居跡2の床面北東角で土師器高杯、南西角で小型丸底査がほぼ完形で出土し
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た。その他、周壁溝内から土師器細片も出土している。

また、この住居跡からは、勾玉も出土している。なお、ここでは、古墳状隆起2付近から出土

したガラス玉についても説明する。

小型丸底査(196・197) 球状の体部と逆 「ハ」字状に大きく開く口縁部からなる。軟質で器壁

が磨滅していたため、調整は不明である。

査(198) 口径8cm・高さ11.4cmと非常に小型である。器壁は厚い。平坦な底部から内湾しな

がら上方に立ち上がり、口縁部で「く j字状に屈曲する。部分的に指押さえの痕跡が見られるが、

調整は、器壁表面が剥離しているため、不明である。

聾(199～201) 球状の体部から外上方に立ち上がる口縁部からなる。体部外面に縦方向のハケ

目が見られ、口縁部内面には横方向のハケ目が部分的に見られた。体部内面は横方向の削りを行

っている。

高杯（202～204) 平坦な底部縁から大きく外反して外上方に立ち上がる口縁部からなる杯部

と、外下方に真っ直ぐ降り脚端部で大きく外側に屈曲して端部に至る脚部からなる。

勾玉（205) 住居跡の北側から出土した偏平な玉である。長さl.8cm・幅0.6cm・厚さ0.4cmを測る。

ガラス玉（206) 古墳状隆起2付近から出土し

たもので、径0.25cm・長さ0.15cm・孔径0.lcmを

測る。古墳を破壊した際に散乱したものの一部

と考えられる。近接するものとして、古墳状遺

構 lがある。
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第135図掘立柱建物跡4実測図
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b.鎌倉時代の遺構

(1)遺構の概要

遺構としては掘立柱建物跡 ・鍛冶工房 ・井戸 ・溝 ・土坑 ・火葬墓があり、いずれも鍛冶生産に

関連した一連の遺構と考えられる。以下、遺構ごとに概要を記す。

①掘立柱建物跡 1（第133図 ・図版第86)

別荘3号墳の周溝と重複して検出された建物跡である。柱穴は、周溝埋土を掘り込んでおり、

2間（約4.6m）×2間（約4.6m）の南北棟の総柱建物跡で、方位はN-8。－Eである。柱間寸法

は約2.3m、掘形は直径0.25～0.4mの円形あるいは問丸長方形を呈し、遺構検出面からの深さは

約0.35mを測る。

②掘立柱建物跡 2（第134図、図版第88・94)

竪穴式住居跡に重複する形で検出した建物跡である。鎌倉時代の土器片が出土していることか

ら、この時期の建物跡と考えられる。確認規模は、 2間（約4.8m）× 2間（約5.Om）を測る、東西

棟の総柱建物跡で、方位はN-2°-Wである。柱間寸法は約2.4m ・約2.5mを測る。柱の掘形

は、直径0.30～45m・深さ約0.3mを測る。掘立柱建物跡4と同方向に建てられている。

③掘立柱建物跡 3（第134図、図版第88・94)

竪穴式住居跡の南側で検出した建物跡である。鎌倉時代の土器片が出土していることから、こ

の時期の建物跡と考えられる。確認した規模は l間（約2.3m）×3間（約6.Sm）を測る。東西棟の

総柱建物跡で、方位はN-8。－Eである。南側は、後世の開墾によって削平されていることか

ら、 2間以上の建物跡であったと思われる。柱間寸法は、桁行が西から約2.35m・約2.35m ・約

I@> 

第137図掘立柱建物跡6実測図

2m 

可
E
よ

AAτ 



京都府遺跡調査概報第83冊

2. lm、梁聞が約2.3mを測り、柱穴は、直径0.3～0.4m・深さ約0.3mを測る。建物跡の方向は、

掘立柱建物跡lと同じであり 、同時期の可能性がある。建物跡北東角の「L」字に屈曲する溝は、

竪穴式住居跡に伴うもので、この建物をめぐる溝ではない。

④掘立柱建物跡4（第135図）

竪穴式住居跡東側で検出した南北棟の総柱建物跡で、方位はN-13。－Wである。2間（約4.1 

m）× 3間（約5.8m）を測る。柱間す法は、桁行が北から約l.8m ・約2.0m－約2.0m、梁聞が西

から約2.lm ・約2.0mを測り、掘形は直径0.25～0.4m ・深さ約0.35mを測る。

⑤掘立柱建物跡 5（第136図・図版第94)

鍛冶工房跡西側に隣接した形で建つ。l間（約2.2m）× 4間（約8.6m）の南北棟建物跡で、方位

はN-12。－Wである。柱間寸法は、桁行が約2.2m・約2.lm ・約2.2m・約2.lmを測る。掘形

は、直径0.4～0.5mの円形を呈し、遺構検出面からの深さ約0.4mを測る。建物跡は、鍛治工房

内の建物跡と同方向である。

⑥掘立柱建物跡6（第137図・図版第93)

鍛冶工房跡北側から検出した東西棟の建物跡で、鍛冶工房に平行する。l間（約3.4m）× l間

（約5.6m）を測り、南東角の柱穴は削平のため検出されなかった。方位はN-7'-Wである。西

側の柱穴は、岩盤を掘り抜いており、掘形は直径0.25～0.6mの円形あるいは方形を呈し、遺構

第138図鍛冶工房跡内遺構配置図
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検出面からの深さ0.2～0.4mを測る。内部には、断面が逆台形状を呈した直径0.55～0.98m・深

さ0.16～0.4mの穴が6か所認められた。大査を掘り据えた貯蔵庫などの施設の覆い屋と考えら

れる。

⑦鍛冶工房跡（第138～145図、図版第83・89)

平坦部南端で、見つかった遺構で、建物を建てる範囲の岩盤を一段掘り窪めて整地し、建物と掘

り窪めた聞には排水溝を設けていた。排水溝は、工房棟 ・倉庫棟の建て替えに伴い、埋め戻し ・

新設が行われたようで、削り出し長辺北側では 2～3条認められるが、西側では 4条ほどの溝が

切り合う。このことは、当初の整地面から北・西方へ拡幅されたための遺構の重複である。南北

の区画は大きく初期のものと拡張後の 2回の痕跡を確認した。

柱穴は、約210を検出したが、近接していることや、南側が開墾によって削平され存在しない

ことから、建物の規模が大きくなる可能性がある。溝と柱穴の数や位置関係から、工房棟や倉庫

棟と考えられる約 8棟の建物跡が重複して検出された。工房棟の規模は平均2間× 3閉または 2

問× 4問、倉庫棟は l間× 2間と考えられる。工房棟の柱穴は平均約60cmと深く、根石や柱を固

定する石材が確認された柱穴が多い。柱穴が深いのは、火を使うため必然的に天井の高い建物が

要求され、建物の安定をはかる上で深い柱穴となったと思われる。この内の幾つかの柱穴内から

は、鍛冶j宰・輔羽口・鉄器が出土し、建物跡の床面には焼土が認められた。また、焼土周辺の炭

混じり土からは粒状淳や鍛造剥片が出土しており、焼土は鍛冶炉と考えられ、この建物跡は製品

A 

第139図掘立柱建物跡7・8実測図
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を製作する小鍛冶段階の作業を行った工房跡と推察される。初期の掘削面では、東側が入り口と

なっていたようで、岩盤を削り出した階段も検出した。

柱穴出土の土器には時期差が認められないことから、わずかな溝の屈曲や建物跡の北辺の位置

関係などから、掘立柱建物跡9・13→掘立柱建物跡12・14→掘立柱建物跡10・11→掘立柱建物跡

7・8へと、 4回ほどの建て替えが行われたと推定される。このように、柱穴の切り合い関係も

それほど確認していないことから、同一工人が比較的短期間に建て替えたと考える。

台地南端に鍛冶工房が設けられ、狭い範囲の中で建て替えられているのは、日本海からの北風

を直接受けるのを避けるための工夫とも思える。

③掘立柱建物跡 7（第139図・図版第89)

工房跡西端から検出した 1間（約2.4m）× 2間（約4.7m）の南北方向に長い建物跡である。建物

跡の南側が後世に開墾・削平されているため、 2間以上の建物跡になる可能性もある。方位は

N 4。 Wである。柱間す法は、桁行約2.2m・約2.5mを測る。掘形は、直径0.35～0.7mの円

形あるいは隅丸長方形を呈し、遺構検出面からの深さ約0.6mを測る。この建物跡内からは、焼

土や粒状j宰・鍛造剥片などは認められなかったことから、資材や原料などの置き場として建てら

れたと思われる。南北方向の溝を跨ぐ形で築かれていることから、工房跡拡幅後の建物跡で、工

房内の建物跡の中では最も新しいものと思われる。

⑨掘立柱建物跡 8（第139図、図版第89)

掘立柱建物跡7の東隣りで検出した。2間（約4.Sm）× 2間（約4.Sm）を測る。方位はN-4。－

Wである。柱間寸法は、桁行が約2.4m、梁聞が2.4mを測り、掘形は直径0.2～0.5mの円形ある

いは隅丸長方形を呈し、遺構検出面からの深さは

叫4ーナ一一三二~こ

E
O由
T
」

ι 

毅彩後貌~目立m m 

約0.6mを測る。建物跡の南側が後世に削平され

ているため、 2間以上の建物跡になる可能性もあ

る。建物跡の南側中央から約60cm×約45cmを測る

平面楕円形の赤色焼土が認められた。焼土の周辺

からは、粒状淳や鍛造剥片が出土し、鍛冶炉と断

定し、建物跡は炉を覆う施設と考えられた。しか

し、この鍛冶炉を囲む建物跡は、他に掘立柱建物

跡11・12もあることから、どの建物が覆いとして

使用されたかについては不明である。柱穴内から

は、平安時代末期～鎌倉時代初頭の土師器皿が出

土している。

⑮掘立柱建物跡 9（第140図、図版第89)

掘立柱建物跡8と重複する形で、見つかった、 l

間（約2.4m）×2間（約4.5m）の南北棟建物跡であ

る。方位はN-11°-Wである。柱間寸法は、桁
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。

Lo19.0m 

4m 

第141図掘立柱建物跡10実測図

行が北から約2.2m・2.3mを測る。掘形は、直径0.3～0.4mの円形あるいは隅丸長方形を呈し、

遺構検出面からの深さ0.5～0.7mを測る。掘立柱建物跡7と同規模であることから、資材置き場

であったと思われる。掘立柱建物跡9の西方約 3mには南北方向の溝が存在することから、工房

跡拡幅前の建物と推測される。したがって、拡幅工事に伴って、掘立柱建物跡9→掘立柱建物跡

7へと建て替えられたと考える。

⑪掘立柱建物跡10（第141図 ・図版第89)

工房跡東側から検出した東西棟の建物跡で、規模は 2問（約4.75m）× 3間（約7.65m）を測る。

方位はN-15。－Wである。柱間す法は、桁行が西から約2.5m ・約2.6m・約2.55m、梁聞が北

から約2.45m・約2.3mを測る。掘形は、直径0.4～0.6mの円形あるいは隅丸長方形を呈し、遺

構検出面からの深さ0.45～0.6mを測る。建物跡の南側は、後世削平されていることから、 2間

以上であったかもしれない。建物跡の東側の南北方向の溝は、後世に掘られたもので、工房跡を

めぐる溝ではない。

⑫掘立柱建物跡11（第142図 ・図版第89)

工房跡西側で検出した建物跡で、建物跡の西側には跨ぐ形で拡幅前の排水溝が南北にめぐる。

建物跡の規模は、 2間（約4.7m）× 3問（約6.lm）である。方位はN-12.5。－wである。柱間寸

法は、桁行が西から約1.9m・約2.15m・約2.05m、梁聞が北から約2.25m ・約2.4mを測る。掘

形は、直径0.4～0.5mの円形あるいは隅丸長方形を呈し、遺構検出面からの深さ0.4～0.5mを測
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第142図掘立柱建物跡11実測図
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る。柱穴内に石を入れて柱を固定

したり、柱が沈まないように柱穴

底に根石を入れるなど、建物跡の

中では最も強固に建てられていた

ようである。建物跡の南東角で鍛

冶炉 1基を検出した。鍛冶炉につ

いては、掘立柱建物跡8で記して

いる。

｜ ｜、、、、． ⑬掘立柱建物跡12（第143図・図

版第89)

掘立柱建物跡11と13の問、 11に
0 2m 

重複する形で検出した建物跡であ

第143図掘立柱建物跡12実測図
る。確認規模は、 l問（約2.5

m）× 2間（約5.Sm）であるが、建物跡の南側の削平を考えると、 2間以上の建物であったと思わ

れる。方位はN 14。－wである。柱間寸法は、桁行が西から約2.8m ・約2.7mを測る。掘形は、

直径0.4～0.6mの円形あるいは隅丸長方形を呈し、遺構検出面からの深さ0.4～0.5mを測る。建

物跡内には鍛冶炉が存在するが、掘立柱建物跡11の柱穴と比較すると、根石などは認められず、

わずかであるが深さに差があった。
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第144図掘立柱建物跡13実測図

⑭掘立柱建物跡13（第144図・図版第89)

工房跡で最も規模の大きな建物跡である。3間（約7.3m）× 4間（約9.9m）を測る東西棟建物跡

である。方位はN-14。－Wである。柱間寸法は、桁行が西から約2.45m・約2.4m・約2.55m・

2.5m、梁聞が北から約2.4m ・約2.7m・約2.2mを測る。掘形は、硬質の岩盤を径約0.3～0.6

m・ 深さ約0.5～0.6m掘り込んでおり、かなり強固に建てられた施設であったことがうかがえた。

建物跡の西側から広範囲にわたって赤色の焼土が確認でき、周辺部には粒状i宰や鍛造剥片が多量

に採集された。このことからも、焼土は鍛冶炉であることが明らかとなった。 また、鍛冶炉西側

の約0.9m×約l.6mの落ち込みは輔座の可能性もある。

⑮掘立柱建物跡14（第145図、図版第89・91)

掘立柱建物跡13に重複する形で検出した遺構である。その規模は l間（約2.6m）×2間（約4.9

m）を測り、方位はN-14。－wである。柱間寸法は、桁行2.45mを測る。掘立柱建物跡7・9と

同規模である。南側は、 後世の削平を受けていることから、2間以上の建物であったかもしれな

い。柱穴は、直径0.3～0.5m・深さ0.4～0.6mを測り、根石などは用いず、簡単な建物であった

と思われる。

司

i
d
生1

ム



京都府遺跡調査概報第83冊

バOGんろ今 2m 

第145図掘立柱建物跡14実測図

L=19.2m 

。
仁コ焼土 被熱範囲

第146図鍛冶炉実測図

⑮鍛冶炉（第146図、図版第90)

鍛治炉と考えられる焼土は 3か所確認した

が、炉本体が一部存在するものは工房内東側と

西側で2基検出した。残るものは焼土のみの広

がりであるが、周囲から粒状i宰や鍛造剥片（図

版第102）が出土することから、鍛冶炉の可能性

は高く、ここでは鍛冶炉としてとり上げた。焼

土は約 2m×約l.2mの広がりをもっており、

焼土が上下 2層に重なり合うものも認められ

る。焼土と焼土の空間部分には直径15～30cm・ 

深さ約15cmの杭状の柱穴が認めらる。焼土（第

144図）西側では、杭状の柱穴を中心に南北約

1. 6m ・東西約0.9mの方形の浅い窪みが認めら

れ、輔座の可能性がある。鍛治炉と考えられる

焼土は、掘形などを有していないため、この上

に炉本体を築いていた露出型の可能性がある。

炉本体が残る 2基の鍛冶炉は、天井部を欠損す

る火窪型と思われる。西側の鍛冶炉（第146図）

は、直径約35～40cm・深さ約 9cmの掘形内に設

けられ、炉の内径は、長径約30cm・短径約

25cm・深さ約 7cmを測り、炉壁粘土は一部青灰

色部分も認められよく焼け締まる。東側の鍛冶

炉は、炉底面がわずかに遺存しているにすぎな

い。鍛冶炉周辺からは、鉄鉱 ・万子・釘・飾り

金具 ・環状 ・棒状の鉄器などが出土している。

⑫井戸（第147図、図版第91・92)

鍛冶工房北西側で検出した素掘りの井戸であ

る。当初人力で掘削していたが、 2m以上の井

戸であることが判明した時点で、重機による半

掘を試みた。掘形は一辺約2.3m・深さ約6.0m

を測る。検出面は貫褐色粘土であるが、それか

ら3m以下は褐色砂層となり、井戸底面まで続

く。砂層で水が滞水しないため、粘土層や岩盤をめざしこれほど深く掘削したようであるが、井

戸の壁面である砂層の崩壊などのため、あと50cmで、岩盤に達するところで掘削を断念したと考え

られる。その後、検出面から 3m下まで掘削した砂層で埋め戻される。壁面が粘土層になった段

-148-



国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

階で、粘質土や粘土で埋めて水をj留めていたようで、泥状になった有機質の堆積が認められた。

埋め戻した砂層中からは、木炭や土師器皿が少量出土した。それから上方の内部の埋土中からは

多量の土器が出土している。井戸の東側には鍛冶工房に通じる溝 Iが南流することから、鍛冶生

産に伴う水を溜めていた池状の施設と考え られる。井戸の周囲から柱穴を 4か所で確認したこと

から、井戸にも覆い屋があったことが判明した。柱間寸法は、南北 ・東西とも約 4mほどである。

出土遺物からすると、鎌倉時代中頃には完全に埋まったようである。

⑬溝（第147図、図版第91・94)

井戸の東側で検出した溝で、北端に楕円形の池状の窪みがあり、そこから蛇行しながら細長い

。 B’ 
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1.茶褐色土 （炭混じり）
2.淡灰褐色砂質土 （炭混じり）
3.暗茶褐色砂質土 （炭混じり）
4.淡茶褐色砂質土 （炭混じり）
5.黄褐色砂質土 （炭混じり）

6.黄褐色砂土

。 5m 

第147図 井戸 ・溝1実測図
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「V」字状の溝が南側の谷部に向かつての

びている。池状の窪みは、長径約3.5m・ 

短径約2.0m－深さ約0.5mを測り、東側に

は遺構検出面から池状の窪みに向かって、

幅約0.7mの細い「VJ字状の溝が取り付

く。南側に蛇行してのびる溝は、幅0.7～ 

0.9m・深さ約0.4mを測る。この溝の東側

では柱穴群が確認されたが、建物跡までは

特定できていない。鍛冶工房に伴う研ぎ場

があった可能性があり、池状の窪みに注ぐ

3条の細い溝はそれに伴う排水路ともいえ

よう。この溝の南側は、鍛冶工房内では建

物を建てる際に造られた溝と重なってお

り、建物の内部に水を引き込んでいる。
0 50cm 

⑮火葬墓（第148図、図版第95)

京都府遺跡調査概報第83冊

仁コ火葬骨

第148図火葬墓実測図 台地のほぼ中央部で検出した。掘形は、

長径約l.24m・短径約 lmの楕円形を呈し、深さは東側が約0.15m、西側が0.22mと一段低い階

段状なす。内部の北東端に火葬骨を納めた口径221.6cm ・高さ15.5cmの土師製蔵骨器を安置する。

蓋は、容器内に落ち込んで、いた。蔵骨器は、細片化した火葬骨が混じった土で埋められており、

容器内には 7割近くまで火葬骨が納められていた。蔵骨器及び蓋の内面には、墨書が認められた

が、判読するには至らなかった。蔵骨器周辺にも火葬骨が散乱していたが、南側の一段下がった

部分には認められなかった。南側が一段低いのは、当初この深さ まで掘削する予定であったが、

岩盤となったため北側の浅い部分でやめた結果と考えられる。

＠土坑 1（第123・124図、図版第96)

別荘 3号墳周溝底から検出した、方形の掘形を持つ遺構である。検出面での規模は、約0.6

m×約0.8m・深さ約0.3mを測るが、周溝埋没後に掘られた遺構であることから、もとは深さ約

l. 3m以上を測る土坑であったと考えられる。土坑四隅に径約lOcmの杭状の掘形が見られること

から、ここに杭状のものを打ち込んでいたと考えられる。どのような性格の遺構かは不明である

が、ここから須恵器鉢がl点（第150図249）出土している。鎌倉時代中頃のものと考えられる。

(2）出土遺物（第149～154図、図版第102・105～107)

①土器・陶磁器類（第149・150図、図版第106)

掘立柱建物跡2の柱穴内から出土したものは220、掘立柱建物跡8に伴うものは219・227、掘

立柱建物跡9に伴うものは218・224・228・240・243・245、掘立柱建物跡11に伴うものは216・

231・259～262、掘立柱建物跡13に伴うものは217・264、掘立柱建物跡14に伴うものは258、井戸

内下層出土のものは229・232～238、上層からは252～254・256、溝 1からは223、土坑 lからは
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249で、その他は各々建物跡の周辺の柱穴から出土した。

須恵器椀（207～209) 平底の椀である。平坦な底部から外上方に内湾しながら立ち上がる。体

部は水ヲ｜き成形で、底部切り離しは糸切りである。形態から10世紀後半から11世紀にかけてのも

のと思われる。

土師器椀（210) 出土した点数は非常に少ない。形態がわかるものはこの 1点である。底部か

ら内湾しながら上方に立ち上がる。

土師器皿（211～216) 丸みのある底部と内湾しながら外上方に短く立ち上がる体部からなる。

口縁端部は丸い。手担ねによる製作である。

土師器皿（220～222) この形態は、比較的大型の土師器皿229～238と似ており、小型の土師器

皿の中でも深さのある皿である。

土師器皿（223) 非常に小型で高さもあることから、杯に近い形態のものである。
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土師器皿（217～219. 224～228) 底部の平坦なものである。深い皿と浅い皿とに分けることが

できるようであるが、ここでは一括してとり上げた。底部外面には糸切り痕を残す。

土師器皿（229～238) 口径の大きな皿である。平坦な底部と上方に内湾しながら立ち上がる体

部からなる。口縁端部は丸い。体部外面下半に指押さえの痕跡を残すものがある。

黒色土器椀（239～245) 高台のないもの（239～243）と平高台のもの（244）、輪状高台のもの

(245）がある。いずれも平坦な底部から内湾しながら外上方に立ち上がる。口縁端部は丸く、肥

厚する。245のみ高台中央部削り出し、輪状高台としているようである。口縁部内面から体部内

面にかけてヘラ磨きが比較的密に施されていた。

磁器（246～248) 輪状高台をもつもので、 246は青磁、 247・248は白磁である。磁器の出土量

は少量であった。平安時代末～鎌倉時代初頭のものと思われる。

須恵器鉢（249・251) 249・250は、平坦な底部から外上方にま っすぐ立ち上がる体部からなる。

口縁端部は、上方に尖る。注ぎ口が lか所にある。鎌倉時代中頃のものと思われる。251は、断
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第150図 別荘遺跡出土遺物実測図（2)
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

面三角形の貼り付け高台をもっ。

ゆるやかに内湾しながら立ち上がる体部と「く j字状または「SJ字状土師器鍋（252～255)

に屈曲する口縁部からなる。口縁端部は平坦である。体部外面にハケ目を施すものもある。

口縁部から鍔の部分のみで、全体の形態は不明である。土師器羽釜（256)

口径40cmを測る広口で、平坦な底部と外上方にまっすぐ立ち上がる体部から土師器鉢（257)

なる。口縁部は肥厚し、端部は平坦である。

②土製品（第150図、図版第107)

大型のものと小型のものが出土している。長さ約8cm・幅約4cmを測る大型土錘（258～263)

のもの（258～260）と、長さ3.8cm ・幅l.2cmを測る小型のもの（261・262）がある。中には球状の土

錘263も出土している。

直径7.6cm ・厚さl.6cmを測る円板状のものである。中央に直径l.2cmの孔を穿つ。紡錘車（264)
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③鉄製品（第151図、図版第105)

出土した鉄製品は、主に鍛冶工房跡内から出土した。掘

立柱建物跡3の柱穴内からは265が、掘立柱建物跡6から

は281が、掘立柱建物跡9からは271が、掘立柱建物跡10の

柱穴内からは272が出土した。鍛冶工房跡内東側の焼土付

I I 269 
近からは267が、西側の鍛冶炉付近から268・269が、工房

跡内から267・270・273～276・278～280・282～284が出土

した。また、井戸近辺から277が、遺跡東側の柱穴群から

266も出土している。小片化した針状 ・鉄塊状のものは多
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数認められるが、図化できたものはわずかである。

265は、掘立柱建物跡3柱穴内から出万子（265・266)

土したもので、刃部の一部が残る。残存長4.8cmを測る。

266は、調査地東端の柱穴群から出土した片関の茎片であ

る。残存長6.3cmを測る。267・268は、万及び万子の一部

可1

く厄止玉三

~·” 275 

、刊
の
り、
284 

と考えられるもので、西側の鍛冶炉付近及び焼土付近から

出土した。

271は、掘立柱建物跡9の柱穴内から鉄鉱（269～271)

出土したもので、鍛身部のみ残存する。片刃箭式で、関は

斜関、断面形は片切刃造り 。残存長3.8cmを測る。古墳に

副葬されていたものが、破壊に伴い混入したと考えられる。

269は、西側の鍛冶炉の周辺で出土したもので、残存長9

cmを測る。鍛身部は雁又式で、先端を欠損する。頚部は無

別荘遺跡出土遺物実測図（3)第151図

箆被である。270は、鍛冶工房内焼土付近で、出土したもの

で、残存長9.4cmを測る。斧箭式で、 茎部を欠損する。無
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箆被で、鍛身先端部より茎部に向かつて徐々に細くなっていく 。

環状鉄器（272) 掘立柱建物跡10の柱穴内から出土したもので、長径3.6cm・短径2.7cm ・幅

0. 5cm ・厚さl.lcmを測る。万装具の一部と推定される。

飾り金具（273・274) 長辺3cm・短辺2.6cm ・厚さ0.2cmで、 一辺の中央部分がやや窪む花びら

状のもので、中央部分に一辺0.8cmの方形の穴があく 。この中央部分の穴に向かつて全体がレン

ズ状に膨らむ。中央部分の穴は、釘などによる固定用の穴と考えられる。掘立柱建物跡12の柱穴

内から出土した。274は、幅2.5cm ・厚さ0.2cmの薄い板状を呈する。全長は不明で、ある。焼土付

近から出土した。

釘（275・282・283) 275は頭部先端を偏平にたたき、内側に強く巻き込む巻頭形をしており、

断面が方形を呈する。先端を欠損するが、残存長8.3cmを測る。282・283は、西側鍛治炉付近か

ら出土したもので、先端部に向け徐々に細くなり、断面が方形を呈する角釘で、頭部先端が屈曲

しやや偏平化した頭部をもっ、いわゆる折曲頭形を呈している。芯部断面は、 282がl.05cm、283

が0.7cmを測る。

棒状鉄製品（276～281・284・285) 277は井戸周辺から出土し、 281は掘立柱建物跡6内から出

土した。その他は、焼土及び東側鍛冶炉付近から出土している。277よりも小さいものは多数見

られる。断面が一辺0.6cmの方形で、鉄鉱の頚、茎部か釘などが想像される。284は、「Sj字状

に屈曲している。

不明鉄製品（285）は、全長約2lcm・幅約 4cmを測り、断面はレンズ状にやや湾曲し、刃側は棟

側に比べて、やや狭い万子状を呈する。棟側には、関状に切り込まれた部分が認められる。万子

の製作途中のものと考えられる。西側鍛冶炉周辺から出土した。

④鍛冶生産関連遺物（第152図、図版第102)

鍛冶生産関連遺物としては、生産工程で排出される鍛冶淳（精錬鍛冶淳・鍛錬鍛冶淳）や輔羽口

直下の火床中に形成される椀形浮と呼ばれるものがある。また、先に述べた鉄製品や、加熱・鍛

打した際に生じる鍛造剥片・粒状i宰や輔羽口、金床石、木炭がある。別荘遺跡、では、鉄i宰などの

分析を行っていないため、精錬鍛冶浮か鍛錬鍛冶i宰かは断定できないが、出土遺物や遺跡、の状況

から考えて、鍛錬鍛冶が存在していたと推定される。鍛冶生産関連遺物の出土量はそれほど多く
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第152図 別荘遺跡出土遺物実測図（4)
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

はない。このことは、操業終了に伴い工房建物

や鍛冶炉が破壊・削平され、新たな工房を設け

るために整地された際に消失したとも考えられ

る。地形的な状況からすると、南側谷部へ移動

したと思われる。

図示したのは、羽口・鍛冶淳・炉壁の4点で

ある。掘立柱建物跡9の柱穴内から289が、掘

立柱建物跡12の柱穴内から286・288が、別荘 l

号墳東側墳丘裾部から287が出土した。

羽口286は、鍛冶工房内柱穴から出土したも

ので、先端付近が一部残存する程度である。先

端付近のみ残存するため、製作方法は不明であ

る。残存長5.5cm・先端部復原外径 6cm、同内

径2.5cmを測る。先端部には溶解したガラス・

鉄淳の付着が認められる。

鍛冶i宰287・288は、出土したものの中で最も

288 

写真別荘遺跡出土鍛冶淳
大きく、 287が235g、288が90gあり、このほ

か小片や鍛治淳が破損した破片と考えられるものがある。気泡があき、鉄分が多く残る部分は錆

化が著しい。木炭の小片が挟み込まれているものや、鍛造剥片が付着するものが観察されるもの

もある。

炉壁289は、炉内底近くの破片と考えられ、炉内側 1/3は青灰色によく焼け締まり、表面はガ

ラス・鉄i宰の付着が認められる。裏側は、熱のため赤褐色になっている。残存する炉壁の厚さ約

3.3cmを測る。

鍛造剥片・粒状淳は、鍛冶炉・焼土周辺の炭混じり土を採集し、水洗強力議若で採集した。こ

れらのすべてから出土しているが、鍛冶炉かどうか判断するために行ったにすぎず、全量採集し

たわけではない。鍛造剥片については、採集・水洗・磁着という過程で細片化した可能性があり、

大きな剥片はほとんど採集されなかった。粒状津は、直径0.75～4.5阻までのものが採集され、

直径1.2凹前後のものが最も多いようである。

金床石と考えられる被熱した石材は、遺跡の全体で各所に認められたが、割れていたり、柱穴

内に根石や柱の固定に使用されており、確実に金床石と断定できるものはなかった。

木炭は、鍛冶工房柱穴内や鍛冶炉周辺から多数出土しているが、いずれも小片化している。

⑤石製品（第153図、図版第107)

図示したのは 5点である。掘立柱建物跡9の柱穴内から291が、掘立柱建物跡13からは294が、

鍛冶工房跡北側中央付近から290・293が、竪穴式住居跡内から292が出土した。そのほか、石鍋

なども出土しているが、小片化しており図化できなかった。
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分銅290は、縦に半割された状態で出土し

た。上部につまみの付くいわゆる分銅形の

この錘は、 一辺4cmで、厚さl.5cmあり、つ

まみには0.4cmの穴が穿孔されていた。ちょ

うど分銅の半分の状態であることから、推

定厚さは約 3cmで、あったと考える。現状で

10cm 25 gであることから、もともとは50gの分

291 

重~＂10cm 

eZZZZ'.2 
。

第153図別荘遺跡出土遺物実測図（5)
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第154図蔵骨器実測図

銅であったと思われる。

硯291は、長さ 7cm・幅3cmと非常に小さ

く、携帯用としての硯であったと思われる。

一部、 墨を摺ったと思われる使用痕が認め

られた。

砥石292・293は、鍛冶関連の遺物と考え

る。鉄製品の刃部を研ぐための砥石292と、

仕上げ砥石として使用したと思われる軽石

293である。軽石には、断面「VJ字状の使

用痕跡が全面についており、十数条認めら

れた。

叩き石294は、鍛冶工房跡の柱穴内の根石に使用

されていたもので、取り上げて水洗いすると叩き石

であったことカ宝わかった。

⑥蔵骨器（第154図、図版第106)

火葬墓の北東隅に埋められていた。口径2lcmを測

る容器に火葬骨を入れ、偏平な蓋で閉じていた。容

器内面と蓋の内面に墨書が見られたが、判読するこ

とはできなかった。しかし、蓋の内面中心部から口

縁端部付近までに墨書の範囲が認められたことか

ら、もとは数行にわたって書かれていたと思われる。

党字の可能性もある。鎌倉時代のものと思われるが、

今後の類例を待って考えていきたい。

4. まとめ

①天王山古墳群について 天王山古墳群の調査で

は、前期～中期の古墳2基、中期の土器棺墓 l基、 6世紀中頃築造と考えられる古墳3基を調査

した。今回の調査では土器が出土しなかったが、立地条件などから後期古墳の可能性がある 4基

p
h
U
 

Fh
d
 



国営農地（丹後東部 ・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

の古墳についても、調査を実施した。前期古墳は、前期～中期の古墳が立地する丘陵に築かれて

おり、後期古墳はそれに近接したり、まったく別の丘陵に新たに築造されていた。

前期・中期の古墳については、昨年度の調査でも、 E陵高所の東側は箱式石棺、西側は木棺直

葬を内部主体とする墓制がとられており、墓制の異なる 2つの造墓集団が存在することが明らか

となった。また、 A支群27号墳のように、 E陵低位の稜線上に築かれる古墳の築造時期は、当初、

考えられていたよりも早まるようであり、丘陵の利用状況を考える上で重要な調査成果が得られた。

②別荘古墳群について 別荘古墳群では、前期または中期と考えられる古墳2基、それを破壊

し新たに築造された 6世紀中頃の古墳 l基の調査を行った。これを、先に述べた天王山古墳群

A・B支群の調査結果と合わせて考えてみる。後期古墳については、いずれも 6世紀中頃築造で

ほとんど時間差をおかず、 E陵全域に同時発生的に短期間で出現しており、大きな群を構成せず

2～3基を一単位として丘陵全域に分散している。最高所に位置するA支群6～12・14～16号墳

は未調査であるが、明確な墳正を持たないものと、完全に腰高の古墳が存在しており、別荘古墳

群に見られたように過去の墳丘を削平し、新たな古墳を設けたり、先に築造された古墳の空間を

利用しているようでもある。そのために、少数の後期古墳が近接したとも考えられるが、立地条

件のよい場所に馬具や装飾付須恵器を有する古墳が集中して築かれず正陵内全域に分散してい

る。このことは、立地、墳丘築造方法、規模、副葬品などの内容が一定でないことや、先の古墳

の上に新たに古墳を築いていることからも、造墓集団の違いが指摘される。このようなことから

すると、 6世紀中頃前後にはこの丘陵上には 2～3の造墓集団が存在したと推定される。

調査結果から、古墳時代後期の首長墳と考えられるものに、天王山古墳群A支群25号墳、 B支

群 l号墳、別荘 1号墳がある。別荘 l号墳は、削平により副葬品の保有量が定かでないが、万を

有しており 、他に万を持つものはB支群 l号墳のみであり、築造方法も盛り土を持ち腰高となり、

独立性を帯び、規模も 18m以上ある。これに対し、副葬された須恵器の量ではA支群25号墳、 B

支群 l号墳が多いが、古墳の規模 ・築造方法ではA支群25号墳の方が劣る。

馬具が出土したのはB支群 l号墳のみであるが、同時期で丹後半島内で馬具や多くの鉄器・須

恵器の副葬例としては、弥栄町太田 2菩議・太田 4等法峰山町桃山 1事蹟があげられる。太田

4号墳は、丘陵削り出し成形による直径16mの古墳で、あるが、馬具は保有していない。太田 2号

墳は、埴輪をもっ直径約30mの円墳である。桃山 1号墳は直径約18mで、 B支群 1・別荘 l号墳

と同じように盛り土によって墳丘を成形している。このことからみると、盛り土により墳正が築

造され、直径約18mを越える古墳でないと馬具は保有できない基準となっているのではないだろ

うか。削り出し成形によ り墳正を成形したものは、規模は大きくとも須恵器を多く保有するにす

ぎない。B支群 1号墳は、首長墓にふさわしい内容の副葬品を有する 6世紀中頃築造の木棺直葬

墳であるが、丘陵上には横穴式石室を内部主体とする可能性のある鬼の釜古墳群があり、佐j農谷

川河口域での横穴式石室導入直前の古墳群の可能性がある。

③別荘遺跡について 竪穴式住居跡や遺構は検出されなかったが、弥生時代後期から古墳時代

中期にかけての出土遺物は、天王山古墳群築造に直接関係する可能性がある。
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久美浜町内の製鉄遺跡・製鉄関連遺跡の存在は知られているが、初の鍛冶生産遺跡の調査を実

施した。検出された掘立柱建物跡には、鍛冶工房内の掘立柱建物跡と方向が異なる掘立柱建物跡

と2種がある。鍛冶工房内で検出された掘立柱建物跡は、規模・構造的にもしっかりしたもので、

鍋・釜類の遺物の出土がやや少ないものの、貯蔵庫や多くの土器類からみて、一定の場所で鉄生

産が行われていたと推定される。工房跡周辺の建物跡群についても、工房と同方向になるものは、

工房に伴う住居ないし倉庫などが考えられる。工房及びそれに関連する施設からは平安時代末期

～鎌倉時代初頭に比定される遺物が出土している。また、工房と方向が異なる掘立柱建物跡1・

3は、周辺から出土した遺物からすれば、鎌倉時代中頃の時期が考えられる。建物跡を復原でき

なかった平坦部で検出した多くの柱穴は、平安時代末期～鎌倉時代中頃にかけての何らかの施設

が存在していたと思われる。集落跡としては、立地条件や規模などから、谷を挟んだ南西側の台

地に位置する鹿野A遺跡が考えられる。生産（鍛冶）部門だけ分離していた可能性もあり、今後十

分検討を重ねていく必要があろう。また、鎌倉時代初頭には鹿野庄や鹿野保という荘園名が文献

に見えることと合わせて、この地域の中世を考える上で重要な遺跡となった。

（増田孝彦・岡崎研一）
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国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成9年度発掘調査概要

(13）谷垣古墳群

1 .はじめに

この調査は、永留団地造成に伴って実施した。本古墳群は、熊野郡久美浜町字永留小字谷垣10

ほかに所在し、東西方向にのびる丘陵尾根筋上に円墳13基 ・方墳4基からなる。調査の対象とな

った古墳は、丘陵西側先端に位置する l号墳～3号墳であり、 3号墳は区画溝の一部を調査する

にとどまった。また、 l号墳の南側先端には 2か所の階段状地形が見られ、久美浜町教育委員会

が調査を実施したが、自然地形であることが明らかとなった。 このほか、東方280mの丘陵最高

所でも久美浜町教育委員会により谷垣18・19号墳の発掘調査が実施され、18号墳主体部内からは

朱文鏡2をはじめ、勾玉 l・管玉18・カ”ラス玉180などが出土した中期古墳がi4i。佐濃谷川右
（注42)

岸には前期の古墳として、碧玉製紡錘車形石製品が出土した北谷 l号墳があ り、佐濃谷川を挟ん

で対峠する首長墓として興味深い。

第155図 調査地及び周辺主要遺跡分布図(1/25,000) 

1.谷垣古墳群 2.サト古墳群B支群 3.サト古墳群A支群

9.永留城跡 10.マンダラ古墳群B支群 11.マンダラ古墳群A支群

24.女布北遺跡 25.鶏塚古墳 26.薬師古墳群

42.堀坂神社古墳群

4.畑山城跡

23.北谷古墳群

27.女布遺跡
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2.位置と環境

谷垣古墳群は、久美浜町東部を北流する佐

濃谷川中流域の左岸の丘陵上に位置する。こ

のE陵上には、谷垣古墳群(17基）、サト古墳

群A支群（11基） . B支群（ 7基）、マンダラ古

墳群B支群(10基）の 4つの古墳群が形成され

ている。このうち、佐濃谷川に面するのはサ

ト古墳群A支群・ B支群で、谷垣古墳群・マ

ンダラ古墳群B支群は永留から壱分に通じる

谷筋沿いの丘陵部に位置する。谷垣古墳群の

うち、 13～16号墳は、尾根最高所を東側に越

え、サト古墳群B支群と谷を隔て向かい合つ

l～12号墳とは築造時期・性格が異ており、

なるものと考えられる。このことは、前者が

方墳であるのに対し、後者が円墳であること

からもうかがえる。谷垣古墳は、ほほ同規模

の古墳の集まりであり、首長墳となるような

特筆される古墳は存在しない。造墓集団とし

ての集落遺跡は、周辺では佐濃谷川右岸の女

布遺跡 ・女布北蓬動、が知られ、微高地状の地

形に須恵器 ・土師器片の散布を見るが、その

詳細については不明で、ある。

----J iち
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第156図古墳配置図 3.調査概要

1 . 3号墳を築調査の結果、古墳 1基(1号墳）と周溝の一部（3号墳）を確認した。2号墳は、

いた際の残正であることがわかった。

( 1) 1号墳

①墳丘（第157図、図版第109)

径約14m・高さ約1.8mを測る円墳で、墳正南西部分が一部流失していた。墳丘周縁部は、 0.2

～0.8m盛り土されており、墳丘北斜面部分が最も厚く盛られていた。墳頂中央部で主体部 l基

を検出した。また、主体部と重複する形で、経塚 l基も検出した。

②主体部（第158図、図版第109・110)

ほぼ南北方向の二段墓墳で、長さは約3.2m、幅は約l.lm、深さは約0.34mを測る。主軸は

N-17.5。－wである。木棺痕跡は確認されなかったが、墓壌の形状から箱形木棺が推定される。

墓墳北側床面からは、勾玉・ガラス玉・紡錘車が出土している。墓壊西側から、須恵器杯身・

-160-
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第157図谷垣 1・2号墳測量図

査 ・土師器杯などの土器片がまとま って出土しており、木棺埋葬後の祭杷に伴う遺物と思われる。

その土器の形態から、 6世紀中頃と思われる。

(2) 2号墳（第157図）

l号墳北側13mに認められた古墳状隆起で、調査を進めたが、主体部の検出には至らなかった。

この部分から、散乱した状態で須恵器杯蓋・杯身などが出土した。これらの遺物からすれば、 2

号墳が古墳であった可能性もある。しかし、 l号墳と 2号墳の墳頂部の比高差は約 lmあるにも

かかわらず、 l号墳での主体部の検出状況を考えると、 2号墳でも主体部が認められなければな

らない。仮に、主体部が削平を受けて遺存していないとすると、背面の 3号墳との比高差が少な

くなる。2号墳北側・西側は、比較的古墳状の地形であるが、南・東側は尾根筋として緩傾斜が

続く 。以上のことから、2号墳は古墳であった可能性は少なく、ここでは 3号墳築造時の残丘と

しておきたい。

京都府教育委員会刊行の『京都府遺跡地図Jにこの古墳群の出土品として金環 ・万・土器が記

されている。3号墳の墳頂部に大きな落ち込みが見られたことから、これらの遺物は3号墳から

出土したものと思われる。前述したこの残丘から出土した土器群についても、 3号墳のものであ

る可能性がある。

(3) 3号墳（第156図）

I号墳から北東約25mに位置する古墳である。 l号墳との比高差は約2.7mを測る。墳丘は、

l号墳よりも高く明確にめぐっており、規模も大きい。古墳の大半が調査地外となるため、造成
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4.出土遺物（第160・161図、図版第112、付表10)

(1) 1号墳出土遺物

1号墳第 1主体部内から出土したものは、紡錘車
ん今今今う／

9 ~m l点(18）、勾玉 l点(19）、ガラス玉10点（20～29）で

第158図谷垣l号墳主体部実測図 ある。主体部肩部付近から出土したものは、杯身 1

点（ 5）、査3点（ 9・11・12）、土師器杯3点(13～15）である。

残正（ 2号墳）頂部から出土したものは、杯蓋2点（ 1・3）、

京都府遺跡調査概報第83冊

一興
5・9・11-15

経塚

__ Q~ －：：－、

L=37.5m 

にかかる墳E裾部の一部を調査したにすぎない。調

査の結果、顕著な遺構は確認されなかったが、墳正

裾の一部が明らかとなった。裾部からは土師器片が

出土しているが、細片であるため時期のわかるもの

ではなかった。裾部の一部から復原すると、 3号墳

は径16m前後の古墳と思われる。また、 3号墳も一

部盛り土で築かれている可能性が高いが、調査地外

となるため不明である。

(4）その他の遺構（第159図、図版第111)

墳頂部から主体部と重複する形で、経塚l基を検

出した。径約0.6m・深さ約0.25mの掘形の中に、

外容器が埋まっていた。外容器の上部には、蓋が割

れた状態でのっており、蓋の上には偏平な石が2石

あった。外容器の中には何も入っていなかった。

杯身3点（6～ 8）、短頚査 l点(10）である。その他、 l号墳

東側墳E裾部から杯蓋 l点（2）、杯身 1点（4）を採集した。

杯蓋(1～3) 1・2は、丸みのある天井部と外下方に降

りる口縁部からなる。天井部外面はヘラ削 りを施し、他はロ

クロナデ成形である。3は、平坦な天井部から屈曲して下方

に下がる口縁部に続く 。天井部外面はヘラ削りを施し、他は

ロクロナデ成形している。一部歪みが見られる。

杯身（4～ 8) 丸みのある底部から内湾しながら外上方に

里Ocm 立ち上がり受け部に至る。立ち上がりは内上方を向き、口縁

第159図経塚実測図 端部は丸いもの（ 6）や平坦なもの（4 ・5・7）がある。

短頚査(10) 底部から丸みを帯びながら上方に立ち上がり、口縁部で屈曲して上方に立ち上が

。

る。口縁端部は丸い。底部外面にはヘラ削りの痕跡が見られ、体部半ばに波状文がめぐる。これ

に伴う蓋は出土していない。
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第160図出土遺物実測図(1)

付表10 谷垣 l号墳出土玉製品一覧表（凹）

番号 器種 長 中昌 干し径 色調 備考

19 勾玉 3.6 1. 2 4.0～2.0 i農緑色 碧玉

20 ガラス玉 1. 5 3.0 1. 0 淡青色

21 今 2.0 3.0 1. 0 淡緑色

22 イシ 3.0 3.5 1. 0 i炎青色

23 イシ 2.0 3.0 1. 0 淡青色

24 ィシ 1. 5 3.0 1. 0 淡青色

25 ，， 2.5 3.0 1. 0 淡青色

26 イシ 2.5 3.0 1. 0 淡青色

27 イシ 1. 5 3.0 1. 0 i炎青色

28 イシ 1. 0 2.0 0.8 淡青色

29 ウ 1. 0 2.0 0.8 淡青色

20cm 

ぜ~－，，
。 5cm 

＠ ＠ ③ ＠ ① 

。20 c 21 。22 Ci)23 ~24 

① ① ＠ ＠ ① 

① 。ιD 
02a 

<:D 
25 26 27 29 

。 2cm 

第161図 出土遺物実測図（2)

査（ 9・11・12) 9は、壷の口縁部である。端部で大きく反

り返るものである。 11・12は、やや肩部の張る球状の査である。

口縁部は、埋葬時に欠いているようである。11は、底部も意図的に砕いていた。

杯（13～15) 土師器である。底部から内湾しながら上方に立ち上がり、口縁部に至る。 13は、

口縁部で大きく湾曲し、端部は内上方を向く 。端部は丸い。

紡錘車(18) 断面台形を呈し、上面径2.5cm・下面径4cm・高さl.5cmを測る。中央に径0.8cm

の孔が施される。側面には線刻が施される。
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勾玉・ガラス玉（19～29) 濃緑色で硬玉の勾玉と、淡青色で直径2～ 3mmのガラス玉である。

これら玉製品は、主体部北端付近から出土した。付表10に大きさなどを記している。

(2）外容器(16・17)

17は、わずかに丸みのある底部から屈曲して上方にまっすぐ立ち上がる。口縁端部でやや内傾

する。端部は平坦である。外面にはナデ痕跡と指圧の痕跡が見られる。16は、わずかに丸みのあ

る天井部から内湾しながら外下方に降り、口縁端部に至る。端部は平坦である。内外面ともにナ

デ痕跡が残る。蓋も身も厚さ 1cmと、厚手のものである。

5. まとめ

久美浜町教育委員会の調査で、谷垣古墳群は19基からなる古墳群であることがわかった。今回

の調査で、 2号墳が古墳の可能性が非常に薄いことから、結果的には18基の古墳で構成されてい

ることとなった。

佐濃谷川中流域右岸の最高所に前期古墳である北谷 1号墳が、中期になると北谷 l号墳の尾根

筋や谷垣18号墳が築かれる。流域沿いに広がる平地部には、女布遺跡、・女布北遺跡、が所在する。

この遺跡は、前述の古墳から一望することができる。今回、調査を行った谷垣古墳群は、谷垣18

号墳から西方に派生する低丘陵尾根筋に築かれており、丘陵先端部には明確な墳正を持つ直径18

m前後の古墳が並ぶ。今回、発掘調査した l号墳は、 3～7号墳と規模がほぼ共通する。それは、

地山を掘削して区画溝を築き、その排土を墳丘として構築したために、規模や形態が類似したか

らであると、現地形と今回の調査結果からうかがえた。その結果、古墳群の動向は、古墳時代中

期までは丘陵高所に築かれるが、 6世紀中頃になると丘陵先端部へと移動するようになる。この

発掘調査の成果は、佐濃谷川中流域の古墳時代を考える上で、貴重な資料を提示することができ

る。今回の調査は、 1・3号墳の調査であったが、 3号墳は一部の調査にとどまった。今後、こ

の地域での調査成果が待たれる。

（増田孝彦 ・岡崎研一）

注 l 主な調査参加者（順不同・敬称略）。

山崎頼人・小林宏和・大熊宏子・森本直哉 ・高木 彩 ・樋口直子 ・笠次清仁 ・藤村重裕 ・森岡啓輔

．田中美穂 ・猿橋紀子 ・森オリ江・小倉志麻・下村尚子・寺尾貴美子・丸谷はま子 ・森川敦子・河

崎祐子 ・金保真由美 ・勝山紀子 ・金久真弓 ・谷辻絹代 ・有田美恵子・上田奈智子 ・野口美乃・可児

直典 ・藤井矢喜子 ・永埜ヤス子・吉岡美秋 ・山本 絹・伊熊佐知子・宮地聡一郎 ・岡本 洋・中島

秀二 ・勝田浩章・平林秀夫 ・松村 仁 ・森野美智代・本城義晴 ・田村文代・由良里枝 ・鷺山犬昌・

藤原敏子 ・尾崎二三代・村上五月・ 小川 伸 ・小牧朝男 ・吉村晴雄・坪倉愛子・森秀雄・城下則

行－小園喜市郎・藤原多津子－岩佐正一 －石井 清－石嶋文恵－石田寿子・嵯峨根清一 ・堀口百合

子・大江田洋子・安達定雄・大垣鉄雄・城下 勇 －安田正夫 ・凹宮節子・新井俊一・金久富美子 ・

黒川英恵 ・吉岡つや子 ・入江敏夫 ・上回辰巳・藤原悦子 ・増田英男・今西百合子・ 岸田町子・寺田

悦男・中島陸子 ・中西 保・中村隆子 ・中村登紀江・深田みち代・藤原まさ子・山本博・ 吉岡昌
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三 ・吉田美恵子 ・池田健一 ・楼井保・高野貞子 ・高野昭七・立野行夫・坪倉孝一 ・坪倉利恵子・

堂本茂夫 ・藤原慶治 ・松井伊津子・松本一夫 ・森 和夫 ・森 正雄 ・山本貴美子・吉岡美明 ・田家

フミ子・石河季夫・入江君子・高橋かね子 ・安達文代・森繁夫・山本 守・白波瀬篤子 ・沖 令

子 ・松本富代・中村佳代子 ・栗倉隆夫 ・末次和雄・堀 か江・坪倉初江・坪倉美代子・大石四郎・

大橋弘之・岡崎 巌 ・日下部富雄・日下部安子 ・能勢貞雄・林敬祐・谷口勝江・岸本久幸・長砂

幸男 ・日下部昭一郎 ・奥田栄吉 ・藤原 諭・阪井義彦・木下照夫 ・高田正彦・日下部好弘・小幡利

満 ・山下 進・山下幸子 ・井舎千代美・木村豊子 ・井尻たづ子・和田啓美・辺見律・津久田さっ

き・井内美智子・岡所文之・岡田桂子 ・岡田すみこ ・藤原郁恵・大西絹子 ・小西キヌ子・小滝初

代・松崎才枝

注2 『昭和 2年3月7日北丹後地震報告 京都府測候所調査j 京都府測候所 1927 

園富信一「四、北丹後列震に現はれたる断層J『験震時報j第3巻第 l号 1927 

園富信一 ・鴛坂清信「十、北丹後列震激震区域踏査報告」 『験震時報j第3巻第 l号 1927 

活断層研究会編『活断層研究J6 活断層研究会 1989 72～80頁参照

網野町誌編さん委員会『網野町誌j上巻・中巻網野町 1994 

宇佐美龍夫『新編 日本被害地震総覧j 東京大学出版会 1996 

寒川 旭 『揺れる大地 日本列島の地震史j 同朋舎 1997

注3 久保哲正「地震と遺跡」（ r古代学研究j138 古代肇研究曾） 1997 

細川康晴「京都府北部の地震痕跡」 （『古代学研究j138 古代撃研究曾） 1997 

増田孝彦 ・岡崎研一「丹後国営農地（東部地区）関係遺跡昭和62・63、平成3年度発掘調査概要 ( 1 ) 

遠所古墳群J（『京都府遺跡調査概報j第50冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1992 

石崎善久「丹後国営農地（東部地区）関係遺跡昭和62・63、平成3年度発掘調査概要 ( 3）通り古墳群j

（『京都府遺跡調査概報j第50冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1992 

注4 有井広幸・有井宏子「京都府における古墳時代祭杷J（『古墳時代の祭杷一祭把関係の遺跡と遺物 J 

東日本埋蔵文化財研究会） 1993 

注5 坂靖・青柳泰介「井戸遺跡・南郷（丸山・大東）遺跡発掘調査概報J( r奈良県遺跡調査概報11994 

年度 奈良県立橿原考古学研究所） 1995 

注6 穂積裕昌ほか 『城之越遺跡一三重県上野市比土－J （三重県埋蔵文化財調査報告99-3 三重県埋蔵文

化財センター） 1992 

注7 宮島義和・寺内隆夫「屋代遺跡群」（『シンポジウム l 水辺の祭把j 日本考古学協会三重県実行

委員会） 1996 

注8 『丹後国風土記逸文J（秋本吉郎『風土記j 岩波古典文学大系 2) 1958 

注9 得龍雄ほか『途中ヶ丘遺跡発掘調査報告書j 峰山町教育委員会 1977 

注10 1京都府遺跡地図j第l分冊には記載されていないが、国営農地開発事業（二箇団地）の造成に伴う

事前調査で新たに発見された。2基の古墳からなり、平成9年度、 2号墳に隣接する古墳状隆起を

当調査研究センターが発掘調査した。調査の結果、自然地形であることがわかった。

注11 「苗代城跡発掘調査報告書」 （『京都府峰山町埋蔵文化財調査報告書j第四集 峰山町教育委員会）

1997 

注目 石崎善久「金谷古墳群（ 1号墓）発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報』第66冊 （財）京都府埋蔵文

化財調査研究センター） 1995 

注目 国営農地開発事業（二箇団地）の造成中に発見され、京都府教育委員会が調査を実施した。
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注14 杉原和雄「京都府北部の須恵器生産について」（『丹後郷土資料館報J2 京都府立丹後郷土資料

館） 1981 

また、丹後郷土資料館長谷川達氏の御教示により再度踏査を行ったところ、須恵器片を採集した。

注15 久保哲正ほか『権現山古墳発掘調査概報j 久美浜町教育委員会 1984 

注目 『丹波の古墳jI 山城考古学研究会 1983 

注17 田中光浩「七尾南古墳群についてJ（『京都府埋蔵文化財情報j第11号 （財）京都府埋蔵文化財調査

研究センター） 1984.3 

注目 中川和哉「丹後国営農地開発事業（丹後東部・西部地区）関係遺跡昭和63年度発掘調査概要 ( 1 ）ス

クモ塚古墳群」（『京都府遺跡調査概報j第34冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1989 

注目 土器については当調査研究センター主任調査員竹原一彦、調査員野々口陽子の教示を得た。

注20 河野一隆「国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成6年度発掘調査概要 2.奈具墳墓群・ 奈

具古墳群J（『京都府遺跡調査概報j第65冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1995 

注21 注16に同じ

注22 遺物については『大山墳墓群j 丹後町教育委員会 1983 

注23 注17に同じ

注24 注目に同じ

注25 『愛宕山9号墳発掘調査報告書j 加悦町教育委員会 1975 

注26 注目に同じ

注27 権現山出土査棺については、 4世紀にさかのぼる可能性がある。

注28 『立命館大学文学部学芸員課程研究報告 第4冊一鴫谷東古墳群第3・4次発掘調査概報j 立

命館大学文学部 1992 

注29 森 正「176号関係遺跡発掘調査概要 ( 1 ）内和田古墳群」（『京都府遺跡調査概報j第49冊 （財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1992 

注30 「愛宕山古墳発掘調査概要」（『埋蔵文化財発掘調査概報（1966)J 京都府教育委員会） 1966 

注目 肥後弘幸「墓墳内破砕土器供献一近畿北部弥生墳墓土器供献の一様相一」 （上）・（下）c rみずほj第

12・13号大和弥生文化の会） 1994 

注32 松尾史子「国営農地開発事業関係遺跡平成8年度発掘調査概要 [ 2 J天王山A5号墳」 （『埋蔵文

化財発掘調査概報（1997)J 京都府教育委員会） 1997 

注33 岩崎浩一「天王山古墳群」（『京都府久美浜町文化財調査報告j第19集 久美浜町教育委員会）

1997 

注34 黒坪一樹「国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡平成8年度発掘調査概要 ( 6 ）天王山古墳群j

（『京都府遺跡調査概報』第76冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1997 

注35 松井忠春「浦明遺跡J（『久美浜町文化財調査報告j第3集 久美浜町教育委員会） 1980 

注36 増田孝彦・岡崎研ーほか I遠所遺跡Jc r京都府遺跡調査報告書j第21冊 （財）京都府埋蔵文化財調

査研究センター） 1997 

注37 マグハンドHMC lOAカネテック株式会社製のものを使用した。

注38 堤 圭三郎「太田2号墳発掘調査概要J（『埋蔵文化財発掘調査概報(1970)J 京都府教育委員会）

1970 

注39 増田孝彦・石崎善久「国営農地（丹後東部 ・西部地区）関係遺跡平成元年度発掘調査概要 ( 1 ）太田

古墳群J（『京都府遺跡調査概報j第39冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1990 
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注40 三好博喜「国営農地（丹後東部・西部地区）関係遺跡昭和60・61年度発掘調査概要 ( 2）桃山古墳群J

（『京都府遺跡調査概報j第24冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1987 

注41 「谷垣古墳群18・19号墳」現地説明会資料 久美浜町教育委員会 1997. 10.29 

注42 田代 弘 「国営農地（丹後東部 ・西部地区）関係遺跡、平成6年度発掘調査概要 ( 9）北谷古墳群j

（『京都府遺跡調査概報j第65冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1995 

注43 筒井崇史 「国営農地（丹後東部 ・西部地区）関係遺跡平成5年度発掘調査概要 ( 7)女布北遺跡j

( r京都府遺跡調査概報j第60冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1994 
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付載

国営農地開発事業に伴う発掘調査抄録（当センタ一分）

伊 野近 富

1 .左坂古墳群（概報60冊 1994年）

所在地 中郡大宮町周根小字左坂

調査期間 平成 5年5月～平成6年3月

概 要 B支群（1～4号墳、 6～8号墳、 32・33号墳）、C支群（21～23号墳）、G支群

(10～13号墳）の調査を実施した。

いずれも、方形の木棺直葬墳である。特に、 G支群の埋葬施設については、明瞭な中心主体部

と、それに付随する小型の主体部によって構成されている。時期は古墳時代初頭頃である。

2.左坂横穴群（概報60冊 1994年）

所在地 中郡大宮町周相小字左坂

調査期間 平成5年5月～ 8月

概 要 B支群は13基調査した。 1・2・6号横穴には焼骨が納められていた。出土遺物

には、須恵器長頚査 ・横瓶 ・杯、土師器室・杯などがある。時期は 7世紀後半から 8世紀前半ま

でであるが、7・9号横穴は平安時代末期に再利用されている。

3.芋奇遺跡（概報60冊 1994年）

所在地 中郡大宮町口大野小字芋谷

調査期間 平成4年11月～12月

概 要 製鉄炉 l基、登り窯状炭窯3基、伏焼き式炭窯2基、土器埋納土坑l基が確認さ

れた。製鉄炉は、いわゆる長方形炉で、その下部には石材が据えられていた。土坑から出土した

土器は土師器棄で、奈良時代後半のものである。

4.奈具谷遺跡（概報60冊 1994年）

所在地 竹野郡弥栄町溝谷

調査期間 平成4年6月～10月

概 要 奈具谷遺跡は、奈具遺跡、のある丘陵の南の谷にある。地表下2～3mで、弥生時
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代中期の遺構を確認した。それは、杭と板で護岸した水路で、その一部にトチノミの加工場を確

認した。

5.溝奇古墳群（概報60冊 1994年）

所在地 竹野郡弥栄町溝谷

調査期間 平成 5年4月～ 7月

概 要 l～3号墳の 3基を調査した。 1号墳は墳丘の部分的調査であったが、他の 2基

は全面的に調査を行った。

l号墳は一辺15m以上の方墳で、土製模造品などを確認した。時期は古墳時代前期末頃であろ

う。2号墳は直径28mの円墳で、長さ約lOm・幅約 3mの大規模な主体部で、ある。棺は長さ約 8

mの組合式木棺で、棺内床面に小礁を敷き詰めていた。出土遺物には銅鏡 l面がある。腐蝕のた

め文様は明瞭ではない。直径約9.4cmで、ある。

6.女布北遺跡（概報60冊 1994年）

所在地 熊野郡久美浜町女布

調査期間 平成 5年8月～12月

概 要 調査地はA・B地区の 2か所である。A地区には鶏塚古墳がある。横穴式石室墳

であるが、開墾により上部は削平されていた。この他、平安時代の土器溜まりと時期不明の掘立

柱建物跡 l棟、ピット多数を検出した。また、黒ボク層から縄文時代早期や、弥生時代中期の土

器を検出した。

B地区では、弥生時代後期末から古墳時代前期頃の竪穴式住居跡3基を確認した。

7.薬師 7号墳（概報60冊 1994年）

所在地 熊野郡久美浜町女布小字薬師

調査期間 平成 5年5月～ 6月

概 要 木棺直葬墳 l基を確認した。墳丘の東側は中世の寺造成のため、削平されていた。

遺物は須恵器の破片が出土した。時期は古墳時代後期である。

8 . （島津）遠所古墳群（概報65冊 1995年）

所在地 竹野郡網野町島津小字遠所

調査期間 平成5年8月～ 9月

概 要 17・18号墳の 2基を確認した。いずれも木棺直葬墳である。17号墳では、墓壊上

に翠棺を据えていた。時期は古墳時代前期である。報告では、古墳群名は網野となっているが、

島津に統ーした。
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9.奈具・奈具岡古墳群

所在地 竹野郡弥栄町溝谷（概報65冊 1995年）

調査期間 平成 6年5月～10月

概 要 奈具古墳群では、 3基(13～15号墳）を確認した。いずれも木棺直葬墳である。査

棺も出土した。時期は古墳時代中期頃である。

奈具墳墓群は、当初古墳時代と考えていたが、調査の結果、弥生時代中期の墳墓群（ 7基）であ

ることが確認された。墳丘墓と方形周溝墓が同一正陵上で確認できたO この調査地の西方約100

mには、同時期の集落跡である奈具遺跡がある。

10.奈具岡南古墳群（概報65冊 1995年）

所在地 竹野郡弥栄町溝谷

調査期間 平成 6年4月～12月

概 要 5号墳を調査した。当古墳群の調査としては初めてのものである。丘陵のもっと

も上位にある。直径約 7mの小規模な横穴式石室墳である。上部は削平されており、石材もほと

んど残っていない。出土遺物には金環や、赤彩高杯などがある。時期は古墳時代終末期か。

11.黒部（製鉄）遺跡（概報65冊 1995年）

所在地 竹野郡弥栄町黒部

調査期間 平成 5年11月～平成6年2月

概 要 黒部遺跡は、その後の調査によって石熊地区、仲谷地区、金尿地区、長芝原地区

という、東西約600m・南北約400mの範囲に広がっていることが判明した。平成 5年度は石熊地

区を調査し、製鉄炉2基、登り窯状炭窯2基を確認した。

12.糖奇城跡（概報65冊 1995年）

所在地 竹野郡弥栄町黒部

調査期間 平成6年9月～12月

概 要 城跡本体ではなく、端の一部を調査した。ピットなどを検出したが、時期は不明

である。

13.裾谷横穴・ 遺跡（概報65冊 1995年）

所在地

調査期間

概要

中郡大宮町

平成6年5月～10月

枝様に張り出した丘陵の聞の窪地に調査地はある。横穴はその窪地の上部の正陵

腹部にあり、 2基確認した。出土遺物は須恵器・土師器がある。

裾谷遺跡は横穴より一段低い窪地にある。鍛冶淳などが出土したことから、この地で鍛冶を行
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った可能性がある。また、竪穴式住居跡17基・掘立柱建物跡7棟を確認した。珍しい遺物として

は土馬がある。

14.左坂古墳群（概報65冊 1995年）

所在地 中郡大宮町周根

調査期間 平成6年 7月～平成 7年3月

概 要 B支群の10～14・17号墳を調査した。ほとんどは木棺直葬墳である。出土遺物に

は、鉄剣・ 竪櫛・錨などがある。

15.北谷古墳群（概報65冊 1995年）

所在地 熊野郡久美浜町女布

調査期間 平成 6年4月～10月

概 要 北谷古墳群は、 10基から構成されている。その内、当センターが l号墳から 5号

墳までを調査した。 1号墳は直径30m以上の中規模古墳である。主体部は l基で大規模な墓壌を

確認した。墓横上面には古墳時代前期の小型丸底査などの土器が置かれていた。主体部から石製

の紡錘車が出土した。

16. （島津）遠所古墳群（概報71冊 1996年）

所在地 竹野郡網野町島津小字遠所

調査期間 平成 7年 5月～ 8月

概 要 16号墳と 19～21号墳を調査した。楕円形に近い方墳で、主体部は 2基である。時

期は古墳時代前期か。21号墳の主体部からは鉄万、鉄鎖、万子が出土した。時期は古墳時代中期

である。

最も高所にある16号墳は、中世に城として利用されたことが判明した。南側に不整形に突出さ

せ、平坦地を増やしている。

17. 中原城跡（概報71冊 1996年）

所在地 中郡峰山町橋木小字新蔵

調査期間 平成7年5月～7月

概 要 中原城跡は峰山から網野へ向かう道近くに所在する。しかし、今回の調査地内で

は城の兆候を知ることはできなかった。

18.左坂墳墓群 ・左坂古墳群・左坂横穴群

所在地 中郡大宮町周根

調査期間 平成 7年4月～8月
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概 要 今回の左坂墳墓群は、左坂古墳群G支群の22号墳周辺で確認した。墳墓は4基で、

主体部は11基である。時期は弥生時代後期である。

左坂古墳群はC支群の6～13号墳を対象とした。これらは以前に表土掘削が終了していたもの

で、主体部の調査を集中して実施した。いずれも木棺直葬墳で、主体部は l～ 2基ずつである。

遺物には鉄鉱やノミなどがある。時期は古墳時代中期から後期にかけてである。

左坂横穴群では、 A支群の 1～ 4号横穴を調査した。玄室部分がフラスコ形を呈するタイプで

ある。遺物は須恵器杯や土師器椀などである。

19.枯木奇遺跡（概報71冊 1996年）

所 在地 中郡大宮町奥大野小字枯木谷

調査期間 平成7年9月～11月

概 要 A～C地区の3か所を調査した。この内、 A地区では流路を確認した。埋土から

奈良時代後半頃の遺物が包含されていた。中には墨書土器も含まれており、一般的な集落とは違

った内容である。

B地区では掘立柱建物跡l棟を検出した。

20.南省古墳群（概報71冊 1996年）

所在 地 熊野郡久美浜町壱分小字南谷

調査期間 平成7年7月～10月

概 要 1・4号墳の2基を調査した。いずれも木棺直葬墳である。これらから出土した

須恵器によれば、時期は古墳時代後期に相当する。なお、隣接する 2・3号墳では、久美浜町教

育委員会の調査によって、銅鏡 l点が確認されている。

21.黒部遺跡（概報73冊 1996年）

所在地 竹野郡弥栄町黒部小字仲谷 ・金尿

調査期間 平成6年4月～平成7年7月

概 要 仲谷地区と金尿地区の調査を行った。仲谷地区で、は製鉄炉7基、炭窯27基を確認

した。これらは小さな谷ごとにまと まりがある。すなわち、 A地点では製鉄炉3基と炭窯12基の

まとま りがあり、 B地点では製鉄炉4基、 炭窯 l基のまとま りがある。しかし、 C・E・F地点

は炭窯のみが集中しており 、大きく見れば仲谷地区という大きな単位で、鉄生産はまとま ってい

た可能性がある。

金尿地区では、 K・ L地点で製鉄炉を確認したが、炭窯はほとんどなかった。この結果によれ

ば、大きな谷ごとで製鉄作業は完結していたわけではなく、隣接した谷を含めたまとまりがあっ

たことカfわかる。
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22.奈具奇遺跡（概報76冊 1997年）

所在地 竹野郡弥栄町溝谷小字奈具岡

調査期間 平成8年4月～ 7月

概 要 今回の調査地は、平成4年度に調査した奈具谷遺跡の西約lOOmに位置する。調

査地は樹枝状に張り出したE陵の窪地にある。地形としては三方を正陵に固まれた地点である。

遺構は上層と下層の 2面があり、上層は溝と水路の護岸施設が確認できた。

下層では溝が確認できた。遺構は明確ではなかったが、プラント・オパール分析では、上層で

は稲作を行っていた可能性が高い。これとは対照的に、下層は溝と木道をつけるのみで、谷部の

積極的な土地利用はみられなかった。出土遺物の中には、木剣などの優品がある。

23. 奈具岡遺跡（概報76冊 1997年）

所在地 竹野郡弥栄町溝谷小宇奈具岡

調査期間

概要

平成 7年4月～ 2月、平成8年4月～7月

7次と 8次の調査を実施した。その結果、弥生時代中期後半の建物跡74基ととも

に、そこで行われた水品製玉作り、鍛冶生産、鉄器、ガラス製玉作りなどの生産形態が明らかと

なった。

24. 奈具岡遺跡（試掘）（概報76冊 1997年）

所在地 竹野郡弥栄町溝谷小字奈具同

調査期間 平成8年5月

概 要 7次と 8次調査の奈具岡遺跡の南側で、ひとつの狭い窪地を隔てた地を調査した

が、この地点までは玉作り生産や、集落が及んでいなかったことが明らかとなった。

25. 奈具岡北古墳群（概報76冊 1997年）

所在地 竹野郡弥栄町溝谷小字奈具岡

調査期間 平成 7年4月～平成8年2月、平成8年4月～ 7月

概 要 奈具岡北古墳群の調査としては初めてである。平成7年度には l～3・6・7号

墳、平成8年度には 4・5号墳を調査した。

特に、 l号墳は重要な調査となった。全長約60mの前方後円墳で、平面形は不整形である。す

なわち、丘陵を最大限に利用しており、後円部は楕円形である。また、前方部に関しても北西部

は少し外へ流れており、全体の形はいびつである。

主体部は、 2基確認できた。第1主体部は喋床をもつもので、墓墳上には間質土器もしくは初

期須恵器を置いていた。主体部の中には鉄剣や、多数の鉄鉱群があるほか、鉄矛があり、矛先と

石突きとの出土位置から矛の長さを復原すると、約3.3mある。また、銅釦も出土した。古墳か

らの出土例はおそらく初めてのものである。
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26.奈具岡南古墳群（概報76冊 1997年）

所在地 竹野郡弥栄町溝谷小字奈具岡

調査期間 平成8年4月～平成9年 l月

概 要 奈具岡南古墳群は、およそ23基からなる古墳群である。この内、 20基を調査した。

各古墳は、木棺直葬を主要な埋葬施設とし、一部査棺 ・土壌墓がある。副葬品は、少量ではある

が、鉄剣 ・鉄鉱などがある。時期は、古墳時代前期後半から後期までである。

京都府遺跡調査概報第83冊

27.黒部遺跡（概報76冊 1997年）

所在地 竹野郡弥栄町黒部小字長芝原

調査期間 平成8年4月～5月

概 要 黒部遺跡としてはもっとも奥の谷での調査である。製鉄炉2基、炭窯 l基を確認

した。形態は、 lmほどの方形小形炭窯である。出土遺物は、少量の土師器で、時期は奈良時代

から平安時代前期と思われる。

28.天王山古墳群（概報76冊 1997年）

所在地 熊野郡久美浜町鹿野小字天王山

調査期間 平成8年6月～平成9年1月

概 要 天王山古墳群は、A支群19基、 B支群2基の合計23基で構成されている。この内、

8基（天王山A支群13・17～21号墳、同B支群 1・2号墳）を調査した。主体部は、木棺と石棺の

二種がある。特に、 A支群13号墳の石棺は、大きな墓墳（長さ約4.5m・幅約2.5m・深さ約1.6 

m）の中に設置されていた。上層には中世の経塚が埋置されていた。

A支群17号墳は木棺直葬墳で、銅鏡 I面が出土した。

B支群 l号墳は後期の木棺直葬墳で、その上層には中世の経塚が確認できた。青銅製の経筒が

出土した。

29. シミズ谷城跡（概報79冊 1997年）

所在地 竹野郡弥栄町堤小字平野・シンズ ・山の神

調査期間 平成8年5月～9月

概 要 シミズ谷城跡、としては、 A～C地区の 3か所を調査した。A地区は、本来、周知

されているシミズ谷城跡の奥の隣接地であるが、ここでは城に伴う施設は存在しなかった。B地

区（小屋ヶ谷城跡）では、上層と下層の遺構面を二面確認できた。上層では、炉跡や建物基壇の一

部を確認した。下層では、 一辺約1.5mを越える士坑群がある。この中から、鉄釘・鉄鍋片 ・万

子状鉄製品などが出土した。また、銅製のおもりや 「上吉jと墨書された白磁皿も出土した。

C地点では、古墳時代の遺構・遺物を確認できた。
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